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第
一
章
位
置
お
よ
び
面
積

第
一
節

位
置

苫小牧
苫
小
牧
市
は
北
海
道
の
南
西
部

石
狩
～
苫
小
牧
低
地
帯
の
南
に
位

置
し
、
北
に
千
歳
市、
西
に
白
老

町、
東
に
厚
真
町、
北
東
に
早
来

町
に
接
し
、
南
に
太
平
洋
が
広
が

っ
て
い
る
。

経
度
は、
東
経
一
四
一
度
三
六

分
、
緯
度
は、
北
緯
四二
度三
八

(1)
分
の
地
に
あ
る
。

至・さっぽろ 至・札幌 空

狩志

しみじやま

追分町

千歳
大

豊浦町
別洞爺村

1

村

洞 爺 湖 「 老 町

俱
多
柒
湖
細 鶴川町伊
達
市

登別市

日内
浦
湾

ト、室
蘭
市

高

太 平平 洋洋部也球岬

鉄 道
道

主な道路

�
・
様
似
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
二
節
面

積

苫
小
牧
の
面
積
は
、
明
治二
十
八
年
(一
八
九
五
)
の

鵡
川
村
分
村、
同
三
十
年
(一
八
九
七)
の
厚
真
村
分
村

同
三
十
三
年
(一
九
〇
〇
)
の
安
平
村
〔追
分、
早
来
村〕

分
村
に
よ
って
、
明
治
二
十
二
年
(一
八
八
九
)
の
戸
長

役
場
時
代
よ
り
の
行
政
区
画
に
大
き
な
減
少
を
見
た
。

現
在
は、
東
西三
九・
九
キ
ロ
メー
ト
ル、
南
北二
三

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
周
囲
一二
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、

面
積
五
六
八
・
七
一
平
方
キ
ロメ
ー
ト
ル
、
勇
払
原
野
を

擁
す
る
道
内
有
数
の
市
で
あ
る
。

注
(1)

この
数
値
は
市
の
条
例
に
定
め
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
地
点
が
明
確
で
な
い。

苫小牧市における行政区画の変遷

占冠 村

追分村
穂L 早

来

厚 別村 真
村 村苫小牧村 明治12年～28年4月

勇払各村戸長明治32年
鵡川村より占冠村分村 鵡川村

明治33年
安平村分村

明治28年
鵡川村外7村分村

明治45年
鵡川村より穂別村分村

明治30年
厚真村分村
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第
二
章
気
候

第
一
節
気
象
概
説

北
海
道
の
気
候
は
主
と
し
て
そ
の
地
形
と
周
辺
の
海
流
な
ど
から

a
日
本
海
側
、
b
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
、
c
太
平
洋
側
と
d

内
陸
の
四
つ
に
大
別
さ
れ、
さら
に
c
の
太
平
洋
側
は
エリ
モ
岬
を
中
心
に
東
西
に、
太
平
洋
側
西
部
と
太
平
洋
側
東
部
に
細
分
さ
れ
る。

ま
た
苫
小
牧
市
は
太
平
洋
側
西
部
の
中
で
も
胆
振
日
高
沿
岸
区
と
いう
気
象
区
に
位
置
す
る
。

本
道
で
は
、
一般
に
春
は
南
寄
り
の
風
が
吹
き、
曇
天
が
多
く
寒
冷
前
線
に
よ
る
突
風
や
低
気
圧
の
急
速
な
発
達
が
も
た
ら
す
強
風
に

よ
る
海
難
が
多
い
が、
苫
小
牧
地
方
は
北
海
道
の
南
西
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
道
内
の
他
地
方
よ
り
ひ
と
足
先
に
春
ら
し
く
な
り
、

三
月
初
め
は
ま
だ
気
温
も
低
い
が、
三月
二
〇
日
過
ぎ
に
な
る
と
気
温
も
上
昇
し
て
、
日
平
均
気
温
は
O
C
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
、
急

に
春
め
いて
く
る
し
、
平
地
で
の
積
雪
も
三
月
上
旬
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
冬
の
あ
い
だ
日
本
の
は
る
か
南
方
に
あ
っ
た
前
線
が
北
上
し
て
き
て、
日
本
付
近
に
到
達
す
る
た
め
低
気
圧
の
往

来
が
盛
ん
に
な
り
、
天
候
変
化
も
は
げ
し
く
な
り
降
水
量
も
多
く
な
る
。

し
か
し
四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
移
動
性
高
気
圧
が
広
く
日
本
を
被
う
よ
う
に
な
り
好
天
の
日
が
多
く
な
る
。
好
天
が
続
き
気

温
が
上
昇
し
、
空
気
も
乾
燥
し
て
い
る
の
で
火
災
の
お
こ
り
易
い
気
象
状
態
と
な
る
。

ま
た
高
気
圧
に
被
わ
れ
て
い
る
と
き
風
弱
く、
晴
天
と
な
り、
夜
間
放
射
冷
却
で
気
温
が
下
り
遅
霜
を
見
る
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

第
一
編
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然
環
境

43



苫
小
牧
市
史
上
巻

サ
ク
ラ
は
年
平
均
五
月
二
〇
日
で
満
開
と
な
る
が
、六
月
中
旬
こ
ろ
に
な
る
と

本
州
沿
岸
沿
い
に
梅
雨
前
線
が
停
滞
し、
本
州
は
梅
雨
に
入
る
が、
本
道
で
は

本
州
の
よ
う
な
本
格
的
な
梅
雨
現
象
は
見
ら
れ
な
い
が、
変
わ
っ
て
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
高
気
圧
の
勢
力
下
に
あ
た
る
た
め
、
梅
雨
の
よ
う
な
冷
涼
陰
う
つ
な
日
や

霧
雨
模
様
の
日
が
多
く
な
る
。

太
平
洋
岸
の
夏
は
日
本
海
側

に
く
ら
べ
て
、
や
や
曇
天
日
数

が
多
く
、
時
よ
り
海
霧
の
発
生

を
見
る
。
ま
た
真
夏
に
か
な
り

の
豪
雨
が
降
る
こ
と
が
あ
る
が

こ
れ
は
太
平
洋
高
気
圧
の
勢
力

が
衰
え
、
大
陸
地
方
の
寒
気
団

の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
南
下
し

前
線
帯
が
こ
の
地
方
に
停
滞
す

る
時
で
あ
る
。

苫
小
牧
地
方
は、
道
東
地
方

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
霧
の
か
か

る
日
が
多
く
、
六
、
七
月
が
最

北海道の気候区分

ON
JN

I1

Os

I2

PE2
"IM1 JM2

PM2 PE1.JVPV Pw

PM1

S

北海道の 気候 区分

区 分 年平均気温 最暖月平均
気 温

最寒月平均
気 温 降水の特徴

休
項其の他特殊事

o
n 南 端 部 8～ 9℃ -2～-4℃ 早春季少し 夏季及初秋

豪雨あり

Js 南 部
8 内 外

JM1 中 沿 岸 21 ～ 22 -4～- 6

JM2 部 平 野 7 内 外 -6～-8JN 北

部 6 ～ 7 20 内 外 -5～-8 早春季少し

JV 後志火山地域 5 ～ 6 21 ～ 22 -7～- 9 春 季少 し 積雪多し

PV

噴火湾沿岸 -5内 外 早春季少しPw

太
平
洋
側 胆振日高沿岸 -5～- 8

7 ～ 8 21 ～ 22

-3～-5 晩春季少し

春 季少 し

日
本
海
側
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盛
期
で
月
の
う
ち
一
〇
日
は
霧
が
か
か
り
、
交
通、
農
水
産
業
な
ど
に
害
を
与
え
る
。

七
月
中
旬
す
ぎ
に
は
北
海
道
付
近
に
到
達
す
る
梅
雨
前
線
が
北
方
に
去
る
か、
弱
ま
っ
て
消
滅
す
る
と
天
気
は
回
復
し
急
速
に
夏
型
と

な
る
。

%以
上
の
日
を
と
っ
て
み

苫
小
牧
地
方
は
真
夏
で
も
に
以
上
に
な
る
こ
と
は
珍
ら
し
く
、
過
去
三
〇
年
間
で
も
六
回
の
み
で
あ
る
し
、

て
も
年
に
一
〇
日
位
し
か
な
い
。

夏
の
暑
さ
は
年
に
よ
り
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は
夏
型
の
天
気
が
一
週
間
以
上
も
続
く
こ
と
が
あ
る
が、
夏
型
の
天
気
を

も
た
ら
す
南
の
高
気
圧
が
弱
く
、
北
の
高
気
圧
の
勢
力
が
強
い
年
は
北
海
道
付
近
に
前
線
が
残
っ
て
曇
雨
天
の
日
が
多
く
冷
夏
と
な
る
。

ま
た
、
農
業
期
間
の
面
か
ら
見
る
と
農
期
間
(五
～
九
月
)
で
晩
霧
発
生
日
数
が
ほ
ぼ
四
五
日
、
日
照
時
数
は
八
〇
〇
時
間
以
下
、
積

算
温
度
も二
三
〇
〇
℃
内
外
と
他
地
方
の
九
〇
〇
時
間
よ
り
少
な
く、
二
五
〇
〇
に
よ
り
低
い。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
気
候
と
土
壌

的
な
要
因
か
ら
一
般
に
酪
農
経
営
が
行
な
わ
れ
、
霧
の
影
響
の
小
な
い
内
陸
低
地
で
は
稲
作
を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
無
霜
期
間
は
一
六
〇
日
前
後
の
地
域
で
あ
る
。

秋
風
は
八
月
下
旬
に
は
寒
冷
前
線
の
通
過
に
と
も
な
っ
て
吹
き
は
じ
め
る
。
この
こ
ろ
太
洋
平
高
気
圧
は
除
々
に
後
退
を
は
じ
め
る
が

時
々
勢
力
を
回
復
し
季
節
風
の
衝
突
を
生
じ
、
こ
の
た
め
駿
雨
が
多
く
十
月
中
旬
一
時
秋
晴
れ
が
続
く
こ
と
が
あ
る
も
天
候
は
安
定
せ
ず

変
化
し
や
す
い、
太
平
洋
側
は
夏
に
比
べ
て
曇
天
日
数
は
少
な
く
、か
え
っ
て
天
候
は
良
い
。台
風
は
北
海
道
付
近
に
く
る
ま
で
に
多
く
は

衰
え
る
が
中
心
指
数
が
九
八
〇
‘
以
下
の
も
の
は
、
大
災
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。
十
一
月
上
旬
に
は
普
通
初
雪
が
降
る
。

苫
小
牧
地
方
で
は
九
月
下
旬
か
ら
十
月
に
か
け
て
移
動
性
高
気
圧
に
被
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
日
が
多
く
一
年
中
で
最
も
気
候
の
良
い
季
節

で
あ
る
が
、
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
強
く
な
り、
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実
が
赤
く
な
る
こ
ろ
に
は
初
霜
を
み
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

ま
た、
秋
は
年
間
を
通
じ
て
最
も
降
水
量
が
多
く
、
特
に
台
風
が
日
本
海
を
北
上
し
て
奥
羽
北
部
か
ら
北
海
道
南
部
を
通
過
す
る
時
は

第
一
編
自
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環
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苫
小
牧
市
史
上
巻

大
雨
と
な
り
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
。

冬
は
強
い
寒
冷
前
線
が
通
過
す
る
と
そ
の
後
面
に
北
西
風
の
寒
波
が
押
寄
せ
数
日
間
降
雨
を
も
た
ら
す
。
そ
の
後、
北
西
風
が
衰
え
小

康
を
保
つ
が、
再
び
新
し
い
寒
波
が
襲
来
す
る
。
寒
波
の
周
期
は
五
～
十
日
位
で
あ
る
。

し
か
し
、太
平
洋
側
の
胆
振
は
地
形
の
関
係
か
ら
降
雪
は
き
わ
め
て
少
量
で
、
ま
れ
に
太
平
洋
岸
の
平
地
に
は
積
雪
を
み
な
い
年
も
あ
る
。

苫
小
牧
地
方
で
は、
十
一
月
か
ら
三
月
中
旬
こ
ろ
ま
で
は
冬
の
北
西
季
節
風
に
支
配
さ
れ
る
が、
大
陸
の
高
気
圧
が
強
ま
っ
て、
北
西

風
が
最
も
卓
越
す
る
の
は
一
月
から
二
月
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
間
、
積
雪
の
少
な
い
こ
と
と
相
ま
っ
て、
市
内
の
各
所
に
は
天
然、

人
工
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
設
け
ら
れ
る
。

天
気
変
化
は
低
気
圧
が
通
過
す
る
と
、
そ
の
後
は
大
陸
か
ら
冷
た
い北
西
季
節
風
が
吹
き
荒
れ、
次
の
低
気
圧
が
接
近
し
て
く
る
ま
で

続
き、
と
き
に
は
五
～
七
日
も
続
く
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
当
地
方
は
樽
前
山
や
北
西
部
の
山
岳
の
影
響
で
低
気
圧
の
通
過
し
た
あ
と
し
ば
ら
く
は
北
風
が
強
く
吹
く
が、
風
が
北
西
～
西

に
変
る
と
あ
ま
り
強
く
な
ら
ず、
降
雪
も
少
な
く
、
比
較
的
天
気
の
良
い
日
が
多
い。
日
照
率
も
一年
中
で
冬
季
の
ほ
う
が
大
き
い
。

第
二
節
気
温
・
湿
度

普
通
、
気
温
と
は
大
気
の
温
度
で
場
所
、
高
さ
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
、同
一
の
場
所
で
も
風
の
影
響
、輻
射
の
影
響
な
ど
に
よ
り
一
定

し
た
状
態
で
は
あ
り
え
な
い。
そ
の
た
め
普
通
気
温
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
こ
の
よ
う
に
細
か
く
変
化
す
る
大
気
の
温
度
で
は
な
く
、
む

し
ろ
気
温
の
変
化
を
平
均
し
た
あ
る
地
点
の
代
表
的
な
も
の
を
い
っ
て
い
る
し
、特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り、大

体
地
上
から
約
一
・五

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
温
度
を
温
度
計
に
よ
っ
て
測
定
し
た
も
の
を
気
温
と
呼
ん
で
い
る。
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苫
小
牧
地
方
で
は、
明
治
四
二
年
頃
か
ら
道
の
拓
殖
課
に
よ
る
気
温
の
測
定
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は
昭

和
十
六
年
十
二
月
に
開
設
さ
れ、十

七
年
五
月
十
五
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
苫
小
牧
測
候
所
に
よ
る
科
学
的
観
測
か
ら
で
あ
り
、最
近、

「苫
小
牧
の
気
象
‒
三
〇
年
間
の
推
移
と
現
況
ー
」
と
題
し
て
過
去
の
デ
ー
タ
ー
が
ま
と
め
ら
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

本
編
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
も
と
ず
き
以
下
の
各
節
を
の
べ
て
み
る
。

過
去
三
〇
年
間
の
平
均
気
温
、
毎
月
平
均
日
最
高
気
温
、
日
最
低
気
温、
毎
月
の
最
大、
最
少
値
の
日
最
高
気
温
、
日
最
低
気
温
は
表

の
と
お
り
で
あ
る
が、
そ
の
内
容
と
し
て
は
三
〇
年
間
平
均
七
・
〇
℃
と
な
って
お
り、
わ
が
国
の
気
候
区
分
に
よ
る
北
方
気
候
区
(北

海
道
の
気
候
区
分
)
に
よ
る
太
平
洋
側
西
部
と
東
部
地
区
の
年
平
均
気
温
よ
り
一
度
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
過
去
に
お
け
る
最
高
気
温
は、
昭
和二
一
年
八
月
十
七
日
の
三
〇
・
九
の
で
あ
り、
最
低
気
温
は
昭
和
二
〇
年
一
月
十
八
日
の

マ
イ
ナ
ス
ニ
ー
・
三の

で
あ
る
。

次
に
湿
度
で
あ
る
が
、
湿
度
と
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
か
湿
っ
て
い
る
か
を
あ
ら
わ
す
目
安
で
あ
る
。

そ
の
た
め
空
気
の
乾
湿
の
程
度
は
単
位
体
積
中
の
空
気
中
に
含
ま
れ
て
い
る
水
蒸
気
の
絶
対
量
に
よ
っ
て
き
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

温
度
に
お
いて
単
位
体
積
中
に
含
み
う
る
極
限
の
水
蒸
気
量
と
の
比
で
決
ま
る
と
考
え
ら
れ、
こ
の
比
を
相
圧
湿
度
と
よ
び
、
通
常
は
簡

単
に
湿
度
と
い
っ
て
い
る
。

湿
度
の
変
化
は、
人
間
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
は
な
く、
産
業
や
災
害
な
ど
に
も
強
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

一日
を
通
し
て
み
る
と
、一
般
に
早
朝
最
も
高
く
、
正
午
過
ぎ
に
最
も
低
く
な
り
、
一日
中
の
変
化
は
、
一日
中
の
気
温
の
変
化
と
正
反

対
に
な
る
。
も
し
不
連
続
線
が
通
過
す
る
よ
う
な
場
合
は
複
雑
な
変
化
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

ま
た、一

年
を
通
じ
て
み
れ
ば、
冬
期
の
一
一、二二

、
一、二

月
が
比
較
的
低
く
、
夏
期
の
七
、八
月
が
最
も
高
く
な
る
。
年
平
均
は
過

去
三
〇
年
間
で
八
〇
パ
ー
セン
ト
と
な
っ
て
いる
し
、
今
ま
で
の
最
小
湿
度
は
昭
和三
五
年
十
月二
十
三
日
の
一二
パ
ー
セン
ト
で
あ
る
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻

次
に
月
平
均
湿
度
と
日
最
小
湿
度
を
表
示
し
、
あ
わ
せ
て
昭
和
四
七
年

に
お
け
る
室
蘭
市
と
の
湿
度
変
化
お
よ
び
同
年
の
ク
ラ
イ
モ
グ
ラ
フ
で
も

図
示
し
て
お
く
。

℃ 昭和47年のクライモグラフ
+25-

8

7

9
+15 6

+ 5-
4 11

0°℃-

3

1 2

- 5- 12
50 150 250mm

昭和47年度の湿度年変化
‒‒ 苫小牧市

-- 室 蘭 市
%
100-

89

83 82

7975 75

平均湿度71 71 70 6968 67

50-

●日最小湿度

2 3

4 5 6 78

9 10 11 12
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平 均 気 温
(単位:C)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全年
平均

昭和18年 -5.6 -5.1 -1.4
-7.1-6.6-1.5 2.3 7.812.7 18.121.017.110.0 2.9-5.3 6.020

-9.1-6.7-2.4 3.9 6.8 11.014.919.7 15.2 10.9 4.1-5.1 5.321

-6.0-5.7 -3.9 4.1 7.214.9
11.3 17.6 19.7 15.4 9.6

10.0

10.5

8.0 4.3 -2.2 7.326

-7.1 -5.4 -1.3 4.4 9.4 13.7 17.3 22.2

20.6 16.1 10.5 2.4 -5.6 6.228 -6.3-6.2 0.2 4.1 8.7 12.4 17.719.3 16.9 10.8 0.6-1.3 6.429 -5.1 -3.1 -1.6 5.0 8.5 10.6 15.0 19.2 17.4 9.4 3.7 -1.1 6.530
31
32 -3.7-5.2 -2.0 4.8 9.5

9.213.918.019.9 17.1
17.411.7 3.6 -1.6 7.535 -6.2 -3.2-0.5 4.0 8.7

9.5 13.817.8 20.6
19.5

21.0 15.610.6 5.4-0.1 7.639
40 -3.0-4.4-1.6 3.2 8.6 12.8 16.2 19.6 16.9 10.2

12.2

10.3 2.7 -1.7 7.3

42
43
44

-5.0

-5.8-4.3 0.3

-4.5 1.3 5.4 8.7 12.6 17.8 19.5

19.0 15.9 9.5

11.0 4.8 -2.1 7.1

45
46
47

-2.8
-5.4
-5.9

-4.8 -3.1
-3.7 -3.7
-5.0 -4.4

-5.5-1.8
-3.4-2.7

-0.2

0.4
-1.0

4.3 10.4 14.1 18.2 20.0

19.3 15.6 10.4 4.1

4.2 0.6 7.9

30年平均 13.0 17.7 20.416.6 10.4 3.9 -1.8 7.0

-2.7 2.8 9.5 13.0 17.9 20.9 16.5

15.2 9.3 3.9 0.0 6.827 -5.6 -7.7-2.2 4.1 9.1 14.218.9

20.221.4 16.3 11.1

11.9 4.0

4.5 0.4 7.7

33
34 -5.8-2.0 1.4 5.7 9.7 12.417.7 20.1

12.5 17.6 21.2 17.4
19.010.9

9.3 3.3-0.7 7.538 -3.9-2.4 0.8 4.7 9.6

9.9 13.517.019.7 15.4 9.5 4.0-1.6 6.8

41 -3.8 0.9 4.5 9.9 12.8 16.0

18.4 20.8 16.0

17.0 9.0 6.2 0.8 7.6

4.6 8.7 12.5

7.8 12.7 17.3

20.717.3 12.1

4.5

5.1

4.5

7.713.0 19.4 22.2 17.7

19.4 22.416.111.1 5.5-2.4 6.922 -4.6
-1.9 -4.2 -1.1

-5.6-1.9 4.2 8.4

5.1 10.2 13.3 18.7 21.824

-1.9 -1.7
-6.1-3.5-0.9 4.5 9.6 13.820.3 22.7

18.2
19.5 15.9 11.2

11.0

10.4 4.7-3.1 7.036
37 -2.9-3.7-1.0 6.1 10.6(14.2)18.2

12.7 17.2
-4.2-6.1-0.2 4.6

5.1 11.3 14.3

18.1 3.9 -3.5 6.3

-0.8 6.9

10.0 13.7 18.2

9.1

13.28.1

4.7 10.8 13.2 15.8

12.4 17.4 5.7 0.4 7.2

-3.6-2.7-0.5 4.7

4.7 3.5 0.4 7.3

-3.1 6.9-5.0-4.4-0.5

-6.7-4.1 -0.4 5.1 4.7 -0.8 7.5

4.0 -1.5 6.8

5.0 -3.5 7.019.7 15.5

10.0 2.6-2.2 6.8

2.1-4.6 6.023

3.5 0.0 7.7
2.2-3.5 7.025

17.2

16.4

17.3

17.4

17.0
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日 最 高 気 温
(単位:℃)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全年
平均

昭和18年 -0.8-0.4 2.8 8.3
6.812.1 15.8 20.7 24.521.115.6 7.5 -0.2 10.0

20 -2.8-2.3 1.3 8.2 9.8 13.6 17.2 22.220.615.1 8.4 -1.3 9.2

21 -0.9-1.5 0.2 8.7 10.4 18.1 22.025.2 21.216.4
14.6 6.9 0.0 10.1

23 1.3-0.1 3.1 9.1 13.5 16.221.324.7 21.0 15.3 8.7 4.7 11.6

24 2.3 2.0
0.3 3.1 8.8 13.2 17.023.125.7 21.114.3 8.9 2.3 11.4

26 -2.1-0.9 2.6 8.4 13.7 17.220.325.3 20.3 15.3 8.7 4.3 11.1

27 -0.8-2.8 1.9 8.3 13.9 16.821.223.5 20.5 16.3
16.5 4.9 2.5 10.2

29 -0.8 1.1 2.3 9.6 12.7 13.517.621.721.014.1
15.3 8.5 4.9 11.031 -1.0

0.8 -1.0 1.6 9.013.7
13.0 17.120.522.921.015.4

16.6 7.9 2.2 11.135
-1.9 1.0 2.7 7.6

8.9 13.717.520.123.3 22.6 15.4 9.7 3.211.137 1.1 0.1 2.6 9.7 14.4 17.520.622.1
19.5 23.4 20.215.1 10.1 4.0 11.439 0.3-1.7

-0.3 1.7 7.4 12.5 15.8

15.718.621.9 19.816.4
15.4 7.1 3.1 11.143

44 -0.7 -1.2 2.2 8.3 12.2 15.3 20.522.0 20.7 14.2

15.8 8.7 2.1 10.946

-0.8

-0.7
0.7
0.2

1.0

3.2 8.7 11.4 15.9 20.022.2 19.5 15.4 8.7 3.2 10.647 0.7 0.3 4.1 8.4 13.816.820.823.620.9 16.6 8.5 4.8 11.6
30年平均 -0.6-0.3 2.7 8.412.9 16.020.3 23.2 20.7 15.5 8.5 2.4 10.8

2.1 8.8 11.0

15.1 16.4 17.9 21.121.416.4
15.6 10.7 4.411.033

34
-1.4 1.6 4.6 9.2 13.7 14.5 20.823.2 20.6

24.0 21.7 15.6 9.4 1.810.9
38

0.2 1.4 4.3 8.5 14.1

8.3 13.740
41 -0.2 0.2 4.2 7.9 14.142 -1.1 0.6 4.1 8.4 14.3 17.4 20.8

15.420.7 22.320.113.9 10.5 4.9 11.21.1 0.3 4.3 9.0 11.8

8.0 13.4 17.420.722.7 21.0

20.715.1 8.0 3.5 11.3

15.7
16.119.7 21.7 19.714.4 8.1 2.2 10.5

0.7 18.921.9 20.215.8 7.8 2.7 10.4

36

-1.5 -0.4 3.3

3.5 8.0 12.2 15.0 19.5 22.6 21.1

16.522.9 24.2 20.2

30 -1.7-0.5
-0.2 3.2 8.4 1.3 10.732

0.5 0.6 3.0 8.9

12.9 14.220.4 22.6

22 0.0-1.2 2.3 8.4

1.7 6.7 13.0 15.7 20.7 23.621.215.7 7.5 0.5 10.9

25

-1.3

-2.6-2.6 1.6

10.6 16.5 21.7 25.2 21.6 15.9 7.7 2.0 10.9

19

10.5 1.6 11.0

19.7

7.0 -0.8 10.428 -2.4 -1.6
8.6 2.9 10.4

8.9

15.0 20.121.7 19.8

9.6 4.1 11.4

12.4 15.4 20.9

9.3 0.4 10.7

8.0 0.6 10.245

24.1 19.1

3.2
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日 最 低 気 温
(単位:C)

年 次

1月 2月 3月

4月

5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全年
平均

昭和18年 -11.6-11.3-5.7-1.3 4.8 9.7 17.519.7 14.3 4.6 -2.6 -7.2 2.19 -13.0-12.1-4.8 -1.9

-16.4-12.4-7.3 0.3 4.0 8.9 12.9 17.8 10.6 6.0 -0.8 -9.9 1.121 -12.3-11.2-9.1 -0.4 4.1 11.8 17.0 19.8 10.6 5.2 0.1 -7.1 2.422 -9.9-11.1-6.2
-6.2-9.1-5.2

0.2 3.0 8.5 14.9 17.1 11.3 4.7 -2.5 -10.0 1.7

-1.7-4.73.8

23
24 -6.6-5.9-7.1-0.6 5.7 10.5 15.918.5

20.2 13.2 2.2-0.7 -6.83.2

25
26

-12.8-10.5-5.9 0.7 4.8
4.111.4 16.718.3 12.0 5.3 -2.3 -10.5 2.0

-10.8-12.3-3.3 -0.1 5.1 10.2 16.1 16.1

17.514.5
12.8 7.6-0.8 -3.2 3.8

-9.0-8.7-3.9 0.4
-8.0-10.0-5.4 0.7
-8.0-6.4-4.4 0.8 5.5

6.1 10.315.5 17.6
18.8
18.0

17.0 14.1 3.6

10.9 5.9 0.5 -4.2 4.0

-7.2-8.9-5.4 -0.9

-10.2-9.1-2.7 0.6
-11.2-9.5-3.9 1.2

-7.1-9.8-2.2 1.5 5.5 9.8 15.1 16.7 13.1 3.4 1.2 -3.73.6
-10.7-10.8-6.5 0.6 4.8 9.6 15.7 16.2 10.6 3.6 -1.0-7.82.0
-11.3-8.9-7.4
-9.7-7.4-3.8

-0.1 6.7 10.815.8 17.311.7
16.5 11.7
17.4 13.1 6.5 -0.5 -3.8 3.9

-10.1-9.3-4.9 0.6 5.5 10.4 15.617.9 12.4 5.2 -0.8 -6.2 3.0

5.311.2 17.7
10.7 14.7 19.4 10.3 4.1-0.4 -4.7 2.527 -11.1-13.5-6.7 0.028

29 -10.0-7.6-5.5 1.530 -11.0-8.3-4.7 1.0

12.7 5.4-3.3 -5.0 2.6
5.1-0.5 -5.13.0

5.210.617.8 19.1

10.7 14.4 15.7 13.4

13.4 6.7 0.1-3.44.0
-10.6-7.3-1.9 2.4 14.4 6.7 -0.1 -4.9 4.0
-10.7-7.8-4.0 0.8 5.910.4

6.1 10.7 16.1

7.2
5.9

0.8 6.410.9
4.9 10.5 13.9 17.2

17.410.6 7.4 -0.3-7.9 2.9
7.910.916.0

10.3 15.4 19.0

14.817.8 10.2 3.8-0.3 -6.22.9
12.4 3.9-1.3-6.02.8

5.5 9.9 13.3

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

46
47

30年平均

-11.5-8.7-4.5 1.8 15.8 6.3 0.4 -4.6 3.8
-7.2-7.9-4.7 2.5
-8.2-6.3-2.5
-8.7-10.6-3.9

1.1

6.3 11.1 16.9 19.3 12.3

11.6
4.8
5.4-2.5 -8.73.0

-12.2-7.5-4.9 0.7

1.9

3.9 10.4 16.0 17.813.1 4.4-1.6 -10.1 1.8

5.2 0.0 -7.02.7
4.6 -1.1 -5.5 2.9

-8.9-8.7-3.6 1.6 6.5

15.19.9

10.7 16.0
4.70.2

5.2 8.1 13.0

6.8
5.6 10.0 15.4 18.0

11.0 15.616.9

15.1 13.1 5.7

7.5 0.1 -6.93.4
12.4 6.9 1.3 -3.4 3.6

0.5-7.33.4

11.116.4 -1.1-5.13.8

17.4 12.6 4.2-2.3-6.53.1
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苫
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日 最 高 気 温
(単位:C)

年 次

1月 2月 3月

4月

5月 6月

7月

8月 9月

10月 11月 12月 全 年 極

昭和18年 5.0 3.4 7.0 18.7 16.822.7 26.0 29.7 25.8 20.1 17.7 8.729.7(88)19

2.0 1.8:5.718.2 20.0 22.7

21.520.427.124.519.415.2 8.8 27.1(822)21

4.7 4.6 6.4 13.8 16.9 26.2 26.430.9 25.6 20.216.8 8.230.9(8%7)22

5.1 1.8 8.8 15.7 21.5 21.5 25.325.824.618.515.5 7.5 25.8(84)23

6.6 3.7 12.2 16.8 19.5 27.9 26.627.324.0 18.814.3 10.7 27.9(%)24

8.0 6.0 5.5 12.620.321.524.627.225.118.7 13.410.7 27.2(81.12)25

4.5 5.4 10.1 21.1 21.1

14.719.923.7 28.230.525.320.514.4 9.130.5(%)27

4.6 1.7 8.4

10.1

8.416.318.0 18.321.526.226.017.817.111.326.2($20)30

3.0 3.0 6.513.820.6
11.723.5 20.725.927.8 24.8 20.2

20.616.510.929.6($23)33
34

5.1 4.3 8.1 18.521.6
17.5 26.1 26.127.928.219.514.6 11.128.2(%)36 5.2 4.2 9.114.320.6

16.719.822.5 26.0 25.7 26.2 21.017.2 8.626.2(%6)38

4.4 4.6 8.8

7.3

5.6
10.6
9.3 14.6 18.2 23.5 27.7 29.7 24.9 15.4 9.529.7(8/4)43 7.2 5.0 13.1 17.7 17.823.8 26.7 27.323.421.716.0 13.427.3(84.5)

44 6.1 8.0 9.9 15.9 18.6 22.9 26.027.727.117.317.6 10.527.7(8%4)45

4.2 6.1 7.0 13.522.2 23.525.726.0 24.0 21.5 14.1 10.6 26.0(8%)

46

7.0 3.7 11.1 15.6 18.2 23.8 27.7 25.6 23.4 19.9 16.6 10.3 27.7(730)

47

7.4 5.8 8.6 16.626.1 23.026.4 26.7 24.920.215.311.126.7(8%7)
30年極 10.0 8.313.1 21.1 26.1 27.9 30.2 30.9 28.6 21.9 18.6 13.4 30.9

(39113)(29325)(43331)(25416)(47525)(236%)(277/24)(21%7)(36%)(34195)(341/3)(43%)(21%7)

22.4 26.7 30.6 27.119.816.1 9.730.6(8%8)26 2.8 3.9 10.2

12.3
13.317.723.8 26.2 27.6 23.8 20.0 13.911.727.6(8)29

5.1 8.3

4.9 7.8

5.1

8.917.421.123.7 27.1 27.125.518.2 15.511.327.1(716%2)
21.918.6 12.228.1(92)35

5.6 7.5 8.7 14.3

14.522.021.726.7 26.7 24.7 18.8 15.3 11.226.7(731823)39
40
41

10.0 1.5

4.7 12.6 20.0 22.723.8 26.4 24.0 20.0

20.1
19.8

15.9 4.630.0($24)42

6.9

5.8 7.6

14.8 21.9 23.4 26.1 28.7 26.7 20.1 14.5 9.128.7(83)
3.9

5.7 5.6 15.1 23.922.2 26.2 30.0 24.6

26.9 25.0.26.9 28.621.6

23.520.5 13.4 11.229.0(729)31

4.2 16.2 7.227.8(84)32

6.7 1.5 14.520.5 20.7 26.1 29.6 24.9

20.5 27.6 28.1 26.0

14.6 11.426.9(923818)37

4.2

1.5 9.214.614.9

19.6 21.4 30.230.2 26.3 21.2 16.2 7.430.2(12489)28 6.2 6.0

(注)極値の( )内は、発生の年月日。

52
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0.9

25.6 30.2 24.3 20.0 17.6 9.730.2($15)

.

22.329.027.6

6.0 4.1

15.7 9.626.4($23)
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日 最 低 気 温
(単位:C)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全 年 極

昭和18年 -17.8-17.8-13.6-6.2
-17.3-19.7-11.6-9.8

-1.1 6.412.617.2 6.4 -2.5 -7.6-13.1-17.8(1/4.0)19

-21.3-18.3-18.2-3.8 -0.7 6.4 8.3 13.3 4.5-3.2 -6.6-20.4-21.3(18)21 -18.2-16.6-19.8-5.0 -1.5 4.213.8 14.1 4.3-1.2-7.0-16.0-19.8(31)22

-19.1-17.0-13.9-4.1-4.2 3.4

6.012.411.0
5.811.8 14.0

4.1 9.4 14.2 4.2 -5.1 -7.6-12.6-20.2(%)26 -20.5-19.3-13.8-3.9-1.6

6.7-0.9-6.3-13.5-20.4(1%)30 -16.7-14.4-13.7-6.2-2.6 -1.1 -7.6-12.4-16.7(16)31

-16.1-16.1-16.3-5.6 0.7 7.810.4 4.5 -0.3 -5.3-12.3-16.3(33)10.632

7.1 14.212.6 -0.7-6.5-8.1-16.0(33)-13.4-16.0-11.2-4.3 -2.5

-13.7-14.0-13.8-4.3-0.1 5.8
6.233

10.6 11.4 9.1
-18.3-14.6-8.7-4.0-0.1 7.312.814.0 8.1-0.8-9.3-13.1-18.3(1/1)
-16.8-15.7-13.7-6.3-0.4

-0.7-4.7-8.9-14.0(%)34
35

5.6 8.914.0 -1.8 -9.3-15.5-16.8(16)2.836 -16.7-16.6-11.6-3.2-0.237
38

-14.7-12.1-9.1-4.0 -0.839 -13.4-15.0-10.2-4.8 2.640 -12.8-13.1-14.9-4.6 -0.8

41 -18.6-16.1-8.9-5.2-1.7 3.6

5.9

5.7 6.512.1.

43
44 -15.3-17.7-14.9-8.1 0.6 4.410.8 11.9 2.9 0.9 -12.6-16.5-17.7(33)45

46

-18.6-14.0-13.2-5.2

-14.6-14.3-7.9-4.1
1.3

0.5

5.9 10.3 12.9
11.3 9.2 6.9 1.2 -9.1-12.2-14.6(19)47 -16.3-15.5-10.0-6.0 2.5 2.8 12.411.0 5.5 -0.4 -5.8-9.0-16.3(1/2)

30年極 2.4-5.1-12.6-20.4-21.3-21.3-19.7-19.8-9.8 -4.2 1.8 9.2

(2018)(192)(21311)(1945)(2252)(2969)(4375)(468%8)(399%8)(25125)(441)29)(20%,25)(2018)

14.7

10.7 5.4-1.2-9.6-13.5-18.5(2%)29 -20.4-15.4-12.5-5.1-0.2 1.8 7.613.6
14.1 5.5

4.3-2.0-8.9-18.7-18.7(1%)25 -20.2-16.9-13.6-5.2 0.0

6.8 9.2 14.6 3.6-2.8 -9.8-11.8-20.5(X4)
-2.2-9.3-16.7-19.6(3%)4.5

27

-17.7-19.6-16.0-5.0-3.9 7.413.6

12.6

5.4 12.611.5 9.1 -3.1 -7.0-11.0-16.7(19)
-13.2-15.2-11.2-2.8 2.2 7.1 9.211.0

5.5 12.1 14.1

7.711.5 10.4 2.4

5.911.8 11.5

7.513.7

8.213.3

42 -19.2-16.8-12.9-4.5 3.0

-12.5-14.6-7.8-4.2 0.0

3.4-1.6-9.3-14.4-15.2(324)
5.4-1.5-5.6-11.8-14.7(126)
-1.8-5.9-11.3-15.0(33)
0.4-9.1-10.5-14.9(3%)

4.2

6.8

6.0
0.9-4.0-14.6-18.6(120)
-1.5-8.8-13.0-19.2(19)

5.3 -1.0 -7.0-13.3-14.6(32)

(注)極値の( )内は、発生の年月日。

53

第
一
編
自
然
環
境 -0.2 5.4 10.0 11.6 4.6 -2.1 -6.9-14.9-19.7(22)

8.613.1 6.3-2.0-8.7-16.5-19.1(128)23

-13.3-17.4-13.7-2.2 2.0 3.3 -2.6 -7.8-10.4-17.4(%)24 -11.5-15.5-13.7-6.0-1.1

28 -18.3-18.5-10.3-5.5 -2.6 7.1

4.0 13.9

20

5.5 -3.9 -9.1-15.2-18.6(14)
5.9

6.5



平 均 湿 度
(単位:%)

年 次

1月 2月 3月 4月

5月

6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月
全年
平均

昭和18年

74 78 78 81 87 88 94 91 85 82 73

(69)

82

19 74 75 75 81 84 93 93 88 85 79 76 69 81

20 73 74 82 81 88 90 91 93 86 83 77 78 83

21 75 71 76 78 88 90 90 89 80 81 74 71 80

22 75 74 79 81 82 88 93 91 85 79 75 74 81

23 77 75 82 84 88 93 95 93 87 81 73 74 84

24 71 76 76 81 88 88 91 92 88 80 73 71 81

25 77 74 79 83 85 90 91 89 84 75 74 72 81

26 72 76 77 82 80 88 90 90 80 77 76 72 80

27 71 68 75 81 78 88 89 89 84 78 68 65 78

28 69 65 72 78 82 89 91 84 79 74 71 68 77

29 72 72 74 76 82 88 90 93 85 76 70 74 79

30 75 76 77 76 85 88 91 87 80 78 73 67 79

31 71 68 75 74 78 89 93 89 84 79 72 72 79

32 72 69 72 78 81 88 91 92 82 79 71 75 79

33 74 78 71 73 80 87 89 85 81 75 70 71 78

34 71 72 80 81 83 91 91 86 82 75 74 70 80

35 72 74 72 78 83 90 88 86 81 74 70 70 78

36 72 73 74 78 82 89 93 89 84 72 73 75 80

37 74 70 73 80 82 85 90 87 80 72 70 69 78

38 69 71 75 80 78 90 92 88 80 78 71 74 79

39 73 71 78 79 82 90 89 90 78 76 73 75 80

40 75 72 75 74 81 88 90 89 81 75 72 74 79

41 76 73 76 77 75 87 91 91 80 79 71 69 79

42 68 70 75 74 85 86 92 85 85 73 71 73 78

43 71 70 79 76 84 89 89 87 82 73 75 75 79

44 69 70 70 76 81 88 89 88 79 75 71 71 77

45 73 75 74 80 84 85 88 87 79 75 75 70 79

46 75 74 73 71 83 88 91 86 80 77 69 71 78

47 78 74 73 79 78 87 89 85 79 75 71 72 78

30年平均

73 73 76 78 83 89 91 89 82 77 72 72 80

苫
小
牧
市
史
上
巻
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日 最 小 湿 度
(単位:%)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全 年 極

昭和18年

37 39 44 27 37 33 70 52 41 30 39 38 27(18)19 40 34 30 28 26 40 62 36 41 33 45 32 26(5/6)20 30 42 42 27 42 48 62 39 37 40 41 36 27(1/4)21 36 31 33 25 32 50 55 39 30 34 37 37 25(423)22 24 25 36 21 21 46 68 54 40 38 38 38 21(4.514)23 38 37 35 30 30 52 77 44 41 39 26 39 26(128)24 36 29 36 34 30 41 53 57 50 34 40 39

29(39)25 43 43 33 20 31 61 44 46 35 33 34 41

20(%)26 35 34 33 42 24 37 39 40 32 33 40 35 24(5%4)27 37 36 23 20 17 59 59

51 38 37 30 29 17(513)28 35 32 28 27 34 56 66 39 27 33 26 34 26(114)29 38 33 38 24 30 50 67

61 41 28 33 41 24(21)30 37 40 38 18 30 45 51 42 33 36 38 33

18(423)31 36 29 35 16 19 49 71 56 34 28 36 36

16(%2.19)32 28 34 28 22 19 58 54 46 34 30 35 40 19(5/2)33 35 42 38 21 27 30 40 47 35 36 31 36 21(424)34 39 37 30 33 29 43 37 51 40 32 30 32 29(5/3)35 31 31 27 29 21 35 40

51 34 12 30 36 12(1/2)36 30 39 25 28 27

37 65 43 36 34 32 37 25(324)37 42 37 40 25 22 32 58

(55)

40 32 31 36 22(5/8)38 30 35 33 22 21 55 51 53 34 30 31 39 21(59)39 41 39 27 19 18 54 53 56 35 30 39 41 18(516)40 35 35 38 26 24 32 53 51 34 31 34 35

26(0)41 39 35 33 19 21 43 32 63 40 30 34 35

21(524)42 36 36 27 26 43 34 58 35 40 30 28 37 26(15)43 30 30 32 19 20 46 48 49 38

34 36 37 19(421)44 29 36 32 20 19 42 50 58 38 31

27 37

19(544)45 39 39 37 27 29 44 54 41 37 36 36 33 27(44)46 36 40 30 27 37 50 49 47 39 34 37 37

27(43)47 32 35 24 26 24 37 50 29 38 34 36 39 24(34-5/8.25)
30年極

24 25 23 16 17 30 32 29 27 12 26 29 12

(221/3)(223%2)(2736)(31%;19)(27513)(3365)(41722)(47829)(28919)(35122)(281)4)(27%)(35122)

注)極値の( )内は、発生の年月日。
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
三
節

風
向
・
風
速

苫
小
牧
地
方
で
は
冬
期
間
の
十
一
月
か
ら
翌
年
の三
月
頃
ま
で、
山
風
と
い
わ
れ
る
強
い
北
風
が
吹
き、
夏
期
の
六
月
か
ら
八
月
頃
に

か
け
て
南
東
の
風
が
多
く
吹
い
て
い
る
。

ま
た、
春
や
秋
に
は
移
動
性
高
気
圧
や
低
気
圧
、
前
線
な
ど
の
影
響
で
風
向
の
変
化
が
大
き
い。

さ
ら
に
春
と
秋
は
移
動
性
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め、
気
圧
傾
度
の
ゆ
る
や
か
な
日
に
は
海
陸
風
が
発
達
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
地
方
の
風
向
変
化
の
特
性
と
し
て
は
、
春
に
は
昼
夜
間
の
風
の
交
替
が
顕
著
で、
夜
間
は
北
よ
り
の
風
、
昼
間
は
南
よ
り
の
風

が
吹
き
や
す
い。
夏
に
は
昼
間
は
南
風
が
主
風
で
あ
る
が、
夜
間
は
北
風、
南
風
が
入
り
混
り
複
雑
な
分
布
と
な
る
。

秋
に
は
夜
間
は
北
風
が
主
風
で
昼
間
は
南
風
のこ
と
が
多
い
の
で、
他
の
風
向
も
混
り
複
雑
な
分
布
と
な
る
。

次
に
「苫
小
牧
の
気
象
」
よ
り
昭
和
十
八
年
から
四
七
年
ま
で
の
全
年
平
均
風
配
図
を
示
し
て
お
く
。

風
配

図
(昭
和
十
八
年
～
四
十
七
年
の
全
年
平
均)

NNW 3

全年

N
FNw

ENE
WNW 2010 E

W

ESEwsw

SEWS

(C:3)

SSES

(C)
内
は
静
穏
の
割
合
(%)
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Z

9月 5月

E E3 E

3

(C:3) (C:2)S

Z Z
10月

6月

E 3

(C:2)(C:2) (C:3) S

S
Z Z 3月

11月

7月

E

N
E W E =

(C:3)
S

Z Z Z

12月

8月 4月

EN E

W EW

(C:3)(C:3)S

S

S (C:2)

Z Z1月
3
(C:3)S

S

Z2月

E

E 32

(C:2) (C:3)ich S
S

Z
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苫
小
牧
市
史
上
巻

次
に
風
速
で
あ
る
が、
風
速
と
は
単
位
時
間
に
空
気
が
移
動
し
た
距
離
を
い
う
も
の
で、
地
面
で
は
地
物
の
影
響
を
受
け
、
高
さ
に
よ

っ
て
も
著
し
く
こ
と
な
る
の
で、
地
上
観
測
で
は
広
い平
坦
地
で、
地
上
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
け
る
値
を
測
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
通
常

は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
風
速
計
を
用
い、
観
測
時
前
一
〇
分
間
の
平
均
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

当
地
方
で
は、
さ
き
に
も
の
べ
た
ご
と
く
、
一
～
二
月
に
は
北
～
北
西
が
強
く
、
時
間
的
に
も
長
い
十
一
月
も
北
よ
り
の
風
が
持
続
性

が
な
く
、
時
間
的
に
も
短
か
い。

ま
た
、
五
月
の
強
風
は
南
風
で
あ
る
が
時
間
的
に
短
か
く
、
六
～
八
月
は
霧
の
季
節
で
風
は
全
般
的
に
弱
く
な
っ
て
い
る
。

日
変
化
で
は
年
間
を
通
じ
十
一
時
から
十
六
時
頃
に
強
く
、
十三
時
か
ら
十
四
時
ご
ろ
が
最
も
強
く
な
っ
て
いる
。

ま
た、
全
道
の
主
要
都
市
の
過
去
一〇
年
間
の
平
均
風
速
を
比
較
し
た
場
合
、
旭
川二
・
二
、
札
幌
二
・
八、
小
樽
二
・
八、
網
走三
・

四
、
釧
路三
・三
、
帯
広二
・
一、
函
館三
・三
、
苫
小
牧三
・
六
い
と
一
番
高
い数
値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

最
後
に
昭
和三
七
年
以
降
の
日
最
大
瞬
間
風
速
を
図
示
し
て
おく
の
で
参
照
と
さ
れ
た
い
。

(単位:“/s)

10 月 11 月 12 月 全 年 極

18.7 23.3 27.2 32.1(8%)NNW ESE

SE ESE

19.2 24.2 16.9 26.6
ESE E NNW (14)

20.7 17.3 20.6 27.5
ESE

W S

ESE

17.1 19.7 17.0 30.4(1)

25.8 20.4 15.1 27.6
SSW ESE N ESE

20.3 18.1 21.2 28.6
(4)NNW

SE SE ESE

17.4 27.2 20.1 29.2(3/7)W ESE

SW SE

28.0 17.7 21.1 28.0
ESE SSW ESE ESE

18.2 26.1 26.6 29.3
SSW SSW N ESE

25.6 23.2 27.4 27.4(13)SE SW SW SW

24.0 28.7 29.4 29.4
ESE ESE NNW NNW

28.0 28.7 29.4
NNW

32.1
ESE ESE ESE

(441%) (471/21)(47472) (378%)

(6/4)

ESE

SW

ESE ESE

(X1)

(3/2)
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日最大瞬間風速

年 次 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月6 月 7 月 8 月 9 月

昭和37年 27.1 21.2 21.1 17.9 18.8
ESE

15.7 15.9
ESE

32.1 (25.9)
NNW ESE

SW

ESE ESE ESE

26.6 21.5 24.5 18.4 22.5 20.8 14.2 19.4 18.638

NNW ESE NNW ESE W ESE ESE ESE ESE

17.9 22.1 17.7 19.7 17.4
NNW ESE

14.0
N

15.5
ESE ESE

28.3 29.1 22.8 20.0 18.5 15.4 24.2 13.8 30.440 ES ESE ESE NNW ESE

SW ESE ESE ESE

41 27.6
ESE W NNW NNW WSW NNW ESE SSE NNW

42

WSW WN W

SE

ESE WSW W ESE ESE ESE

43

SSE

N SE N

ESE

SE N SE ESE

19.1 20.7 25.5 18.6 23.8 21.9 21.4 18.8 20.544 W SE N N

NNW ESE

SE

NNW WN W

21.6 22.8 26.7 22.6 19.6 18.8 12.1 28.6 29.345

ESE ESE ESE SSW S NNW

SW ESE ESE
ESE

46

NNW ESE NNW NNW
22.0
ESE

24.7
ESE ESE ESE ESE

23.7 28.1 20.9 19.9 21.7 22.7 18.5 12.0 24.447

ESE ESE NNW

SE

ESE ESE WN W SSE ESE

28.3 29.1 26.7 28.6 24.4 27.5 25.9 32.1 30.411年極 S ESE ESE ESE ESE ESE ESE ESE ESE

(4014)(40321)(45%16) (4244) (43513)(3964) (427/3) (378%) (40%1)

19.5 25.1 23.5 21.1 24.1 23.6 13.8 16.8

21.4 16.5 21.1 28.6 14.1 16.2 25.9 16.8 18.0

24.5 17.6 17.4 16.2 24.4 24.9 14.8 29.2 21.4

25.7 27.6 20.2 20.5 16.9 19.5 21.4

39

WS W NNW NNW ESE

(注) 1.極値の()内は、発生の年月日。
2.上段は風速、下段は風向。
3.昭和36年以前は欠測多く掲載していない。
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
四
節
降
雨
・
降
雪

苫
小
牧
地
方
の
降
水
量
は、
七、
八、
九
月
の
初
夏
から
初
秋
に
か
け
ての
時
期
に
多
く、
年
間
の
総
雨
量
は
一二
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
程
度
で、
道
内
で
は
比
較
的
多
い
地
域
と
思
わ
れ
る
。

当
地
方
の
降
雨
の
特
徴
は
、
日
雨
量
が
一〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
大
雨
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
短
時
間
に
強
い
雨
が
降

る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
地
の
西
部
は
平
坦
な
丘
陵
部
が
続
き、
そ
れ
を
切
断
し
て
大
小
の
河
川
が
海
に
臨
み、
さ
ら
に
そ
の
上
に
粗
い
火
山
礫
が

被
覆
さ
れ
て
い
る
た
め
排
水
が
良
く
、
こ
の
た
め
の
被
害
は
他
の
地
域
に
比
べ
少
な
い
方
で
あ
る
が
、
被
害
の
特
徴
と
し
て
は
、
山
間
部

に
お
け
る
道
路、
原
始
河
川
の
決
壊、
土
砂
の
流
出
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

苫
小
牧
地
方
に
お
い
て
大
雨
に
な
る
形
態
と
し
て
は、
先
に
の
べ
た
低
気
圧
や
台
風
に
伴
う
も
の
が
多
い
が、
大
雨
に
な
り
や
す
い
形

と
し
て
は、
前
線
上
を
次
々
と
低
気
圧
が
通
過
す
る
場
合、
あ
る
い
は
前
線
が
台
風
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
る
も
の
が
多
い
場
合
で、
従
っ

て
夏
から
秋
に
か
け
て
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
苫
小
牧
地
方
で
は
梅
雨
前
線
が
北
上
し
、
本
道
南
岸
に
停
滞
し
た
と
き
は
大
雨
の
可
能
性
が
大
き
く、こ

れ
に
台
風
崩
れ
の
低

気
圧
等
が
日
本
海
から
前
線
に
沿
っ
て
東
進
す
る
場
合
は
特
に
厳
重
な
警
戒
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
過
去三
〇
年
間
の
日
降
水
量
を
表
示
す
る
。
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日 降 水 量

(単位:mm)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全 年極

昭和18年 5.4 15.6 31.0 16.2 32.7 63.8 25.3 48.7 34.6 20.5 21.9 63.8(730)

19 13.7 40.2 11.1

28.737.4 75.4 40.1 59.0 47.1 48.3 68.9 64.2 57.0 75.4(512)21 15.611.9 14.529.637.0 52.0 15.537.494.870.134.594.8(18%)22

21.7 5.0 22.8 97.422.0 30.4 45.5 45.5132.4 28.032.6 15.1132.4(%5)23 39.3 12.1 13.2 41.7 35.046.749.1 78.246.734.414.812.278.2(3)24 31.818.5 16.8 25.6 28.8 8.5 24.0 71.7 33.5 79.0 16.4 25.4 79.0(1%%)25

51.5 4.1 11.5 28.0 38.942.339.6447.940.711.019.4 17.6447.9(%)

26 18.8 35.8 52.7 21.2 16.237.335.023.4108.039.744.5 9.0108.0(1)

27 45.537.8 16.0 29.9 19.5 28.8 38.2 56.1 31.124.5 6.6 5.4 56.1(%9)28

13.3 10.117.015.1 34.0 30.4 71.4 25.7 73.3 76.822.549.476.8(1%)29 16.147.5 8.9 33.924.018.8 58.5 24.5 16.025.710.830.158.5(728)
44.8 50.539.7 7.7109.3(%9)

30 28.733.435.831 5.0 13.0 19.5 36.0 28.8 64.7 32.5 74.2 41.036.939.313.174.2(%7)32 7.412.817.0 22.943.2 8.983.8135.350.826.8 7.414.9135.3(3)33 17.620.611.1 11.9 14.9 19.3104.089.0 27.7 25.2 12.116.5104.0(723)
27.7 7.0 16.246.9 46.997.1 40.312.797.1(1%2)

34 20.0
35

11.1 4.1 11.7 25.0 41.2 56.7 39.640.826.513.237.1 7.0 56.7(5%)
11.9 23.4 46.7 18.1 44.2 26.1 69.8 64.617.4 7.569.8(94)

36
37
38 10.6 5.7 18.024.7 42.7 48.4 39.5 39.7 47.6 31.6 32.7 22.8 48.4(622)39 11.216-499.1(62)3.8

40 8.7 10.9 5.2 31.4 20.6 21.1 71.5 8.2 90.4 23.1 11.7 61.5 90.4(9%)41

10.6 7.8 21.8 37.424.350.052.446.0 32.850.518.3 5.9 52.4(720)

42 6.311.0 16.8 46.9 36.8 49.5 65.5 40.9 54.730.2 37.2 31.865.5(1/3)43 10.039.5 5.0 18.5 50.0 22.0 61.5 66.0 43.5 19.531.529.566.0(%)

44 8.5 41.5 7.0 16.0 45.0 37.5 27.5 57.0 25.042.032.0 16.557.0(33)

45 63.014.051.0 27.0 24.0 41.5 91.0 30.5 54.5 29.5 9.018.091.0(72)
12.514.0 11.5 47.0 60.0 44.0 87.0 92.0 35.5
23.0 70.0 16.031.5 37.0 43.530.027.065.539.569.024.569.0(121)

47

30年極 63.070.052.797.475.499.1104.0447.9132.499.170.161.5447.9
(45351)(4734)(2631)(22421)(20512)(39621)(33723)(25%)(22%5)(341%2)(211%)(40%g)(25%)

注)極値の( )内は、発生の年月日
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6.2
25.7 18.1 62.9 23.9 29.7 35.6 37.9 66.3 12.0 66.3(19)

20 7.6 16.8
14.9

14.334.031.838.2109.3

22.836.269.9

25.915.8
2.8 20.1 23.8 31.0 12.6 46.8 78.5108.5 40.5 15.5 35.124.7108.5(83)

7.2 7.350.0 38.8 99.1 57.3 67.1 72.8 21.0

9.5 2.5(16.0)92.0(%)

46



苫
小
牧
市
史
上
巻

北
海
道
で
の
大
雪
は、
通
常
道
央、
道
西、
道
北
に
限ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
て、
道
南
に
位
置
す
る
苫
小
牧
で
は
冬
の
季
節
風
に
よ
る

降
雪
は
少
な
い
し
、
長
期
の
積
雪
(根
雪)
期
間
も
短
かく
、
こ
れ
に
よ
る
雪
害
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

苫
小
牧
地
方
で
は
十
一
月
の
初
旬
に
初
雪
を
見
る
が、
正
月
に
積
雪
を
見
な
い
年
も
稀
に
あ
る
。

例
年
は、

一、
二
月
に
多
く
降
雪
し、
四
月
の
中
旬
に
は
も
う
見
る
こ
と
が
な
い
。

し
か
し
過
去
に
は
十
月
下
旬
に
初
雪
を
見
、
五
月
上
旬
に
降
雪
し
た
こ
と
も
あ
る
。

当
地
方
は
年
間
約
九
〇
日
程
の
降
雪
日
が
あ
り
、
一回
の平
均
積
雪
は
ほ
と
ん
ど
一〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
。
し
か
し
低
気

圧
の
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は、
当
地
方
で
も
大
雪
に
な
る
こ
と
が
あ
り、
三〇
セン
チ
メー
ト
ル
以
上
に
な
る
と
交
通
機
関
が
混
乱
し、
五

○
セン
チ
メー
ト
ル
近
く
に
達
す
る
と
、
す
べ
て
の
陸
上
交
通
は
途
絶
す
る
し
、
こ
れ
に
風
が
加
わ
る
と
(暴
雪
風
)
海
上
、
陸
上
共
に

一層
影
響
が
大
き
く
な
る
。

苫
小
牧
地
方
で
大
雪
に
な
る
の
は
発
達
し
た
低
気
圧
が
本
道
南
岸
を
通
過
す
る
も
の
と、
本
州
を
は
さ
み
日
本
海
と
大
平
洋
側
に
沿
っ

て
接
近
す
る
い
わ
ゆ
る
二
つ
玉
低
気
圧
に
限
ら
れ
る
。

こ
う
い
う
気
象
状
態
で
は
大
旋
風
が
つ
き
も
の
で、
暴
風
雪
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
北
部
山
沿
い
で
は

気
圧
配
置
(西
高
東
低
型
)
に
よ
る
と
き
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

な
お、
苫
小
牧
地
方
で
の
最
大
降
雪
は
昭
和
四
三
年
二
月
二
〇
日
四
十
七
セン
チ
メ
ー
ト
ル
が
最
高
で
あ
る
。
次
に
日
最
深
雪
を
表
示

し
て
お
く
。
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日 最 深 積 雪
(単位:cm)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全 年 極

昭和18年

8 10 13 5 1 20 20(129)19 33 47 43 17

-

1 5 70 70(%8)21 52 58 65 8 0 5

65(319)22 18 19 14 2 11 11 19(31)23 32 20 21 1 1 10 32(17.18)24 17 13 7 3
10 0 2 4

36(12)

27 49 36 15 2 7 6

49(1)28 20 17 15 0 7 7

20(129.30)29 44 37 7 3 1 0 40 44(131)30 46 48 50 9 2

50(34)31 13 18 38 0

1 1 2 538(3%)32 3 26 27 4
3

1 5 15 55(39.20)

33
34 43 33 13 0 1 15 3

43(10)35 31 20 16 3

1 1

0 9

31(125)36 26 49 42 1 9

49(32)37
38 15 13 6 16

1 -

0 13 16(49)39 18 10 12 - 7 15 24

24(1%2)40 17 17 7 14

41 15 14 10 1
4 1 4 13 13(1%)43 10 49 18 1 0 34 49(320)44 7 67 23 5

45 50 48 22 10 1 7 4

48(3%)46 16 13 13

- 1

4 7

16(10.31)47 22 21 5 10

1 -

1 0

22(130.31)
30年極

52 67 65 17 7 16 7070
(21)4)(4435)(21319)(194/2) (391%)(44%)(2018)(20138)

1 2 5

33(X2)

25
26

36 13 15

33 26 20

-

1 3 27(39.10)32 55

32
20 5 18 20(3/2)

42 2 1 6

往)極値の( )内は、発生の年月日。
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
五
節
海
流
・
海
霧

本
道
沿
岸
に
は、暖

流
と
呼
ば
れ
る
対
馬
海
流
が
日
本
海
を
北
上
し
、

黒
潮
と
よ
ば
れ
同
じ
く
暖
流
の
日
本
海
流
が
太
平
洋
を
北
上
し
本
道
沿

岸
を
洗
っ
て
い
る
。

一方
で
は
寒
流
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
流
が
サ
ハ
リ
ン
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク

沿
岸
を
流
れ
て
い
る
し
、
千
島
(ク
ー
リ
ル
)
列
島
ぞ
い
に
親
潮
と
よ

ば
れ
る
寒
流
の
千
島
海
流
が
道
東
釧
路
沖
か
ら
エリ
モ
岬
、
三陸
沖
へ

と
南
下
し
て
い
る
。

ま
た、
直
接
の
影
響
は
薄
い
が
間
宮
海
峡
か
ら
沿
海
州
に
沿
っ
て
は

寒
流
の
リ
マ
ン
海
流
が
流
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
海
流
は
豊
か
な
水
産
資
源
を
持
た
ら
す
も
の
で
あ
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
バ
ン
ク
と
よ
ば
れ
る
海
底
地
形
の
状
況
と
あ
い
ま
っ
て

北
海
道
を
世
界
有
数
の
水
産
国
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一方
、
親
潮
と
黒
潮
の
ぶ
つ
か
る
い
わ
ゆ
る
潮
目
は、
そ
の
年
に
よ

って
位
置
が
南
北
に
異
な
る
場
合
が
多
い。
この
潮
目
で
は
多
量
のプ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
し、
多
種
類
の
魚
群
が
集
ま
り
絶
好
の
漁
場
と
な

B

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
流

リ
マ
ン
海
流 0.

010

千
島
海
流
(親潮

(潮黒)流海島対
3
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る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こう
し
た
潮
目
のと
こ
ろ
に
は
応
に々
し
て
海
霧
が

発
生
し
や
す
い。

す
な
わ
ち
冷
た
い
海
水
の
上
を
暖
か
い大
気
が
流
れ
る
と
き
、

大
気
の
底
から
冷
え
て
生
ず
る
霧
、
こ
れ
が
海
霧
で
あ
る
。
ま
た

陸
地
の
近
く
を
寒
流
が
通
っ
て
い
る
地
域
で
は、
夏
陸
地
で
暖
ま

っ
た
大
気
が
海
上
へ
流
れ
で
る
と
や
は
り
濃
い
霧
と
な
る
こ
と
が

あ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
苫
小
牧
地
方
に
発
生
す
る
も
の
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
は
、
前
線
霧
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
「温
暖
前
線
が
低
気
圧

に
伴
っ
て
北
上
す
る
と
き
、
当
地
で
は
濃
霧
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
冷
え
た
海
面
上
を
暖
か
い
空
気
が
通
過
す
る
た
め
に
よ
る

も
の
で
停
滞
時
間
も
割
り
あ
い
長
い
。
ま
た
寒
冷
前
線
に
よ
る
と

き
は
通
過
前
に
霧
が
発
生
す
る
が、
通
過
後
は
間
も
な
く
消
滅
す

る
」第
二
は
海
霧
で
「高
温
多
湿
の
空
気
が
南
東
季
節
風
と
な
っ
て

北
上
し
、
本
道
の
太
平
洋
岸
近
く
を
流
れ
る
親
潮
寒
流
上
で
冷
え

中国市
大山amらイチャンゴッズ山 海 霧 の 掩蔽 地 域 :***4

千 歳 市

米 町拉野岳 千成り料化物。
Auto �������. 、小點強啊 , gig

您�有号: 丸�品装

51

烏��国有林
中田

モラ 丸山泉

6更不能岳

真 町
蜂古峰山 智肉 ・キ

世合国有�

1
3
.
8
4

桂古国有林
博羽国有林 4

阳
小和 28.

/5

苫小牧市 An

小 米魚

11

地民牧場 ND

月老町 江川町
太 平 洋

1章。

ラ
フ
ォ
ト

0 10 20kmミニトコタン
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苫
小
牧
市
史
上
巻

空
気
中
の
水
蒸
気
が
凝
結
し
て
海
霧
と
な
る
。
この
霧
の
頂
点
は
大
体
一〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
で
海
岸
よ
り

四
〇
～
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
ま
で
浸
入
し
、
千
歳
付
近
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
。
(図
参
照
)

こ
の
時
間
の
風
向
は
一
般
に
南
寄
り
の
風
が
卓
越
し
、
風
速
は
凡
そ
三
～
四

海
霧
と
な
り
、
そ
の
継
続
時
間
も
長
く
注
意
が
必
要
と
な
る
。」

んで
あ
る
。
こ
れ
に
前
記
の
前
線
が
加
わ
る
と
広
範
囲
な

第
三
は
放
射
霧
で
「こ
の
霧
は
日
中
快
晴
で
気
温
が
高
く
風
の
弱
い
と
き
夜
半
か
ら
朝
が
た
に
か
け
発
生
す
る
も
の
で、
ま
た
消
散
も

早
いこ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
従
っ
て
発
生
源
は
河
川
、
湖
沼、
湿
原
等
に
限
ら
れ
て
い
て
海
霧
や
前
線
霧
の
よ
う
な
大
き
な
被
害
は
お
よ

ぼ
さ
な
い
。

苫
小
牧
で
は
東
北
方
に
勇
払
原
野
の
低
湿
地
帯
が
あ
り
こ
の
熱
容
量
が
大
き
く
水
蒸
気
の
補
給
源
と
し
て
作
用
し
て
い
る
た
め
ほ
ぼ
こ

の
条
件
を
満
し
て
いる
と
い
え
よ
う
。
」

以
上
、
当
地
方
に
発
生
す
る
霧
に
つ
いて
の
べ
た
が、
こ
れ
ら
の
霧
は
主
と
し
て
五
、
六
、
七
月
に
発
生
し
、
年
間
の
平
均
発
生
日
数

は
四
二
日
位
で
あ
る
。

ま
た、
こ
れ
ら
の
霧
の
発
生
は
日
射
を
さ
え
ぎ
り
、気
温
を
低
下
さ
せ、
視
界
を
悪
く
す
る
た
め、航

空
機、
海
上
の
船
舶、
自
動
車
な
ど

交
通
機
関
の
運
行
を
悪
く
し
た
り
、
農
作
物
の
生
育
に
大
き
な
障
害
と
な
り
苫
小
牧
市
民
の
生
活
の
大
き
な
弊
害
と
な
っ
て
い
る
。

第
六
節
現
象
日
数
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快

晴

(単位:日)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全年
合計

昭和18年

7 3 6 6 3 3 2 1 5 3 2 41

19 4 1 4 3 3 1 2 6 3 5 4 4 40

20 5 - 1 8 1 1

- -

5 2 2 4 29

21 2 4 5 5 1 3 1 4 5 5 3 5 43

22 6 3 3 4 11 1 1 2 6 3 5 45

23 1 4 5 3 6
3 1

1 1

1 3 6 7 27

25 5 1 1 6 7 2 2 3 2 7 4 3 43

8 4 3 2 3 3 3 1 4 6 1 7 45

5 6 4 1 3 1 1 5 8 4 8 46

4 4 3 5 6 2 2 3 7 11 3 3 53

2 5 6 6 1 2 2 3 11 7 4 49

6 4 2 5 3 5 2 3 2 4 5 6 47

5 10 1 4 7 3 2 5 5 7 7 56

4 7 4 6 6 1 1 4 4 13 7 57

3 2 2 6 6 3 2 3 3 1 7 5 43

3 6 4 8 7 2 2 3 7 4 5 51

6 6 2 4 2 3 3 4 6 9 6 7 58

9 3 7 3 3 4 1 2 4 6 7 5 54

4 7 3 6 5 4

9 1 1 1 7 9 6
3 5 51

7
3

6 2 5 2 7 2 1 1 2 4 6 7 45

6 5 7 8 2 1 2 6 1 9 3 7 57

4 6 1 5 1 7 1 2 1 8 6 4 46

6 5 4 3 3

1 -

7 4 7 8 50

6 3 12 6 4 2 2 5 10 5 5 63

46 8 4 8 3 3 2 1 4 8 9 9 65

47 7 13 6 3 8 2 4 1 3 3 6 6 62

30年合計 147 136 115 144 132

69 43 58 106 200 160 167 1477

26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

2 5 8 3

3 4 5

4 1 5 2 2 3 13 2 7 52

42
43
44
45

3 1 1 1

-

4 1 6 9 4 43

24

1

4 11 9 6 59

5 57

3 1 3 107
5 5

3
6

3
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曇 天
(単位:日)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全年
合計

昭和18年

5 8 7 10 17 14 24 21 20 12 8 7

153

19 9 12 17 14 12 21 23 14 17 9 6 8

162

20 3 7 15 11 18 21 26 23 13 20 11 9

177

21 12 7 9 9 18 18 21 14 6 10 8 5

13722 7 6 11 11 11 21 17 18 15 11 5 10 14323 10 10 10 17 12 24 24 18 14 11 8 8

16624 7 11 9 16 20 20 23 22 11 10 8
13 9

17526 10 9 12 13 14 17 16

17 5 6 9 7

13527
28 10 2 17 13 14 17 22 13 11 6 6 11 14229

30 9 14 11 10 23 18 16 18 15 13 8 8

16331 8 11 14 10 12 18 28 19 12 13 8
7 8

150
6 13 10 11 13 17 19 19 15 10 9

9 9

174

8 8 13 12 19 19 18 17 11 9 13
10 9

156

10 5 10 15 10 15 26 20 14 10 8 6

149

11 6 11 18 11 20 23 25 9 11 9 10 164
163

13 6 12 12 10 16 24 20 14 4 15
10 3

17042 8 3 9 13
16 20 18 17 18 14 6 10 10 156

43
44
45

7 7 11 19

16 20 20 21 12 9 12 5

159

7 9 7 9 18 16 20 21 12 8 8 5

14046 8 10 10 9 16 15 25 18 12 6 7 10 14647 11 7 8 16 13 12 23 15 11 9 8 7

140
30年合計 253 243 343 387 447 556 649 582 397 294 271 224 4646

6 3 10 14 11 16 22 21 12 7 7 5

134

12 9 7 10 15 23 18 25 20 12 6 10 167

32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

5 9 11 13 16 14 22 19 14 14
8 16 6
7

153

13 7 15 14 16 19

15 19 23 17 18 7 9 7

148

7 - 6 14

14 11 19 21 22 10 1010 8 10
15 13 16 27 24 19 14 128 8

4 7 16 16 14 19 20 26 11

23 15 13

25 9 15 12 9 16 23 22 19 20 8

68

苫
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史
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8

165

5 158

8 150

4 151

22



不

照

(単位:日)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月

7月

8月 9月

10月 11月 12月
全年
合計

昭和18年

4 2 - 5 8 3 14 3 7 4 2 3 55

19 1 4 8 3 6 12 7 5 9 6 3 5 69

20 1 1 7 6 12 14 12 13 4 11 7 8 96

21 9 3 5 4 11 4 8 6 4 6 3 3 66

22 4 2 3 8 4 8 7 7 9 6 1 4 63

23 5 2 6 9 8 10 7 8 2 2 4 4 67

24 5 7 2 5 6 8 11 9 4 3 3 4 67

25 3 3 3 7 11 11 7 7 5 2 3 62

26 3 8 3 4 2 7 11 3 3 3 6 3 56

27 2 - 5 6 5 9 12 11 8 3 4 4 69

28 6 1 5 5 5 11 15 4 5 3 3 5 68

5 3 2 2 4 10 10 10 9 5 2 7 69

7 3 4 3 14 6 6 6 3 6 4 3 65

4 1 3 3 10 15 8 6 4 2 3 59

3 3 3 3 2 7 10 18 5 2 2 5 63

2 7 2 3 4 10 11 5 4 4 2 54

3 3 5 6 6 12 12 4 6 4 5 5 71

4 7 5 7 8 7 4 7 8 3 3 63

5 4 2 5 5 10 10 7 4 9 4
3 1 48

4 2 3 8 3 8 9 7 2 3 1 3 53

- 2 2 6 3 7 11 15 6 2 6 5 65

5 1 3 2 2 9 10 10 6 1 2
2 - 65

- 1

3 7 7 5 8 9 10 2 2 5 58

-
2 2 1 4 5 8 6 7 4 2 1 4 46

3 1 2 2 7 6 8 4 4 1 2 1 41

46 6 2 2 2 8 7 15 8 5 2 1 4 62

47 6 4 3 3 4 7 9 3 (6) 2 5 2 54

30年合計 106

74

103 140 180 248 300 232 168 118

88 114 1871

-

6 3 7 4 8 11 15 4 5

4 9 13 9 8 9 7 4 3 6 72

4 - 2 5 5 4 9 7 8

4 69

5 56

29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
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雪
(単位:日)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 5月 7月 8月 9月

10月 11月 12月
全年
合計

昭和18年

16 19 18 7

- - -

1 11 17 89

19 21 22 17 6

- -

10 20 96

20 19 24 21 3 21 93

21 19 20 21 4 19 88

22 20 14 20 7 1 1 15 18 95

23 17 15 15 2

1 1 -

7 8 64

24 14 16 25 8 19 85

25 16 10 17 3

1 -

7 12 65

26 23 21 17 4

1 1 -

6 10 81

27 18 14 12 5
1 1

1 11 17 78

28 19 14 15 2

29 22 12 18 2 75

30 20 21 18 1

1 1

2 7 13 82

31 22 19 16 6

32 15 18 20 5

1 1

1 3 17 79

33 21 20 20 4

- 1

6 15 86

34 22 10 16 3 10 14 75

35 23 20 16 9 3 16 87

36 17 21 20 6 6 13 83

37 23 17 24 2

- -

6 15 87

38 19 16 11 4 4 15 69

39 16 18 17 5 1 5 22 84

40 21 19 24 9

41 25 20 19 5 99

42 20 15 17 3 77

43 18 16 16

1 1

1 3 13 67

44 14 17 16 8

1 1 1 -

8 21 84

45 21 21 23 3 16 92

46 21 19 19 5 3 6 17 90

47 22 20 12 2

- -

11 11 78

30年合計 584 528 540 133

3 9

229 478 2504

1 1 -

14 15 79

1 -

7 14

11 20 94

-

-

11 11

- 8

-

70
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史
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1 4
5
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-

13 17

103
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霧
(単位:日)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月

7月

8月 9月

10月 11月 12月 全年
合計

昭和18年 - - -

1 5 13 11 3 3 1
-

-

1 2 5 9 19 19 5 1
- -

61

20 1

- -

4 12 9 10 12 2 1 51

21 1 1 3 8 13 5 6
- -

38

22 1 33
36

24 1 5 12 9 8 13 2 1 - 51

25 4 9 9 16 12 8 1 - 1 60

26 2 5 11 11
15 7 2 2 4 2 - 49

- 1 1 4 6 12 17 5 1 1 48

- 1 1 6 7 5 6 11 2 1 1 39

1 3 5 2 11 12 14 2 1 1 2 54

- -

3 3 4 11 6 3 2 2 37

2 4 1 4 7 7 14 9

5

- 1

2 1 52

1 - 4 2 7 15 12 4

- 1 -

45
661 1 1 4 11 15 21 7 5

1 2 11 10 12 5 2

4 4 7 9 3 1 1

5 6 7 6 8

- 1

-

1 2 7 10 8 10 - 1

4 2 5 9 12 2

1 4 7 6 14 4 1 1

4 12 10 10 4 1 1 46

-
1 1 5 5 10 8 7

- 1 2 6 9 6 8

- -

32

47

-

30年合計

9 21 37 118 213 297 321 185

32 18 8 9

1268

1

5 6 13 8
6 2 1

-1

6 6 5 9
10 8 - 2 1 49

1 2 7 7

1 3

10 9 8 15 4

1 43
29

2 35
39
37
38

- -2 3
1 1 2 12 6 2 1 1 25
37

1 4 3 6 14 3

- -

71
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

41
42
43
44
45
46

- 1 - 1

1 48

11 22

- 3
1
1

1 2

-

-

-

37

19

-

1
1

23 1

31

3



苫
小
牧
市
史
上
巻

雷 電
(単位:日)

年 次

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 全年
合計

昭和18年 - - - 1 - - -

5 2
- -

8

19

- 1 - -

4 3 2 4 1 - 14

20 2

21

1 - - -
1

2 3 1 1 - 10

23

- 1 - 1

3 2 1
3 1 11

25 1 2 - 1 2 2 1

7

1

1

1 2 1 2 1
1 1 - 9

29 1 1 1 1 - 4

30 1 1 6

- -

1 9

31 1 2 2 1 6

32 2 1 2 4
1 1 1 1 7

34 2 1 2

-

1

1 2
2 3 3

- -

836
37 1 1 1 1 1

1 1 - 6

39 1 1 - 5

40 1 1 1 - 6 1 10

41 3 2

1

-

1 1 1 2 5

1

1 - 4

- 1 1 1 1

2 1 - 1
1 - 7

47

-

30年合計

3 4 14 20 22 44 55 29 15 6

212

- -

1 1 -
2 1 - 5

22 1 1 1 - 1

1 7

24 2 1 1 1 -

9

26 1 - 1 10

27 7

28 2 2 3

1

1 1

1

- 1

9

33 2 1
2 7

35 4

- -

1

-

1 2

43
44
45
46

1 1
1

1 1 1 1

-

- - - 4 -

5

4 2 2 - 2 - 10

1

-

1 -

-

5

38 4

1

5

42

- 3 -

72

1 -

-

-
1

1

3

-

1

4

1

1



苫小牧測候所 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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第
三章

地
質
と
地
史

第
一節

地
質

苫
小
牧
周
辺
の
地
質
は
、
大
き
く
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
樽
前
山
お
よ
び
支
笏
、
恵
庭
等
の
火
山
噴
出
物
を
主
と
す
る
北
西
・北
部
地
域。

]
第
三
紀
中
新
統、
鮮
新
統
を
基
盤
と
し
て
、
第
四
紀
更
新
統
の
分
布
す
る
北
東
部
地
域。

(三)
勇
払
原
野
お
よ
び
市
街
中
心
部
を
の
せ
る
平
野
地
域
。

(
北
西
部
に
そ
び
え
、
広
い
裾
野
を
も
つ
樽
前
山
周
辺
の
地
質
は
、
漁
川
層
と
よ
ば
れ
る
中
新
統
が
最
も
古
く
基
盤
を
つ
く
っ
て
い

る
。
この
地
層
は
支
笏
湖
畔
付
近
か
ら
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
へ
の
湖
岸
に
か
け
て
、
わ
ず
か
に
露
出
し
て
い
る
。
岩
相
は
頁
岩、
緑
色
凝
灰
岩、

プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト
溶
岩
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
苫
小
牧
市
の
区
域
に
は
分
布
し
て
い
な
い
が、
樽
前
山
の
基
底
を
つ
く
っ
て
い
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
上
位
に
不
整
合
で
鮮
新
統
の
別
川々
層
が
樽
前
川
上
流
に
分
布
す
る
。
ま
た、
こ
の
地
層
と
同
時
代
と
考
え
ら
れ
る
も
の

が
、
キ
ム
モー
ラ
ッ
プ
山
、
シ
ュン
モー
ラ
ッ
プ
山
を
つ
く
っ
て
い
る
溶
岩
が
あ
る
。
岩
相
は、
青
灰
色
の
径
一
～二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
大
き
さ
の
普
通
輝
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
の
礫
が
も
っ
と
も
多
く
、
緑
色
凝
灰
岩
、
石
英
粗
面
岩
お
よ
び
プ
ロ
ピ
ラ
イ
ト
な
ど
の
礫
が

ま
じ
っ
て
い
る
凝
灰
質
集
塊
岩
が
あ
る
。
こ
れ
を
お
お
っ
て
暗
灰
色
で
多
孔
質
な
安
山
岩
質
の
溶
岩
が
あ
る
。

ま
た
、
別
川々
上
流
や
樽
前
川
上
流
の河
岸
に
は
、
北
北
東
‒
南
南
西
の
走
向
を
も
ち、
南
東
に
ゆ
る
く
傾
斜
し
て
い
る
砂
岩
・
泥
岩

第
一
編
自
然
環
境
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苫
小
牧
市
史
上
巻

の互
層
が
分
布
し
て
い
る
。

別
川々、
樽
前
川
の
中
流
域
の
河
岸
や
川
底
に、
第
四
紀
更
新
統
の
社
台
川
礫
層
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
礫
層
は、
安
山
岩
の
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
大
き
さ
を
も
つ
礫
が
お
も
で
、
軽
石
や
砂
岩
等
の
礫
も
ま
じ
っ
て
い
る
。
固
結
度
が
さ
ほ
ど
硬
く
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
礫
層
の
上
位
に
、
森
野
熔
結
凝
灰
岩
が
あ
り
、
別
々
川
上
流
や
営
林
署
庁
舎
の
上
流
地
域
の
崖
に
み
ら
れ、
新
第三
系
別
々
川

層
と
断
層
で
接
し
て
い
る
。
岩
相
は
、
黒
曜
石
の
し
ま
を
も
ち
捕
獲
岩
片
が
多
い、
硬
い
熔
結
凝
灰
岩
で
あ
る
。
普
通
輝
石
紫
蘇
輝
石
安

山
岩
の
岩
質
を
も
っ
て
い
る
。

以
上
の
全
て
の
地
質
を
お
お
う
よ
う
に
広
く
分
布
し
て
い
る
の
が、
支
笏
火
山
噴
出
物
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
支
笏
火
山
噴
出
物
は、

軽
石
流
堆
積
物
の
熔
結
相
と
、
そ
の
上
下
に
非
熔
結
相
と
が
あ
る
。
海
岸
付
近
の
一
部
を
の
ぞ
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
熔
結
相
を
と

も
な
っ
て
いる
。
熔
結
相
は
黒
曜
石
の
し
ま
の
あ
る
硬
い
も
の
か
ら
、
粗
く
も
ろ
い
も
の
ま
で
あ
る
。
岩
質
は
角
閃
石
含
有
普
通
輝
石
紫

蘇
輝
石
安
山
岩
で
あ
り、
上
位
の
も
の
と
下
位
の
も
の
と
で
は
珪
酸
塩
が
異
な
っ
て
お
り
、
下
位
の
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

(
北
東
部
地
域
の
低
い
丘
陵
は、
ほと
ん
ど
が
支
笏
火
山
噴
出
物
で
あ
る
が
、
弁
天
地
区
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
地
下
八
〇
メ
ー
ト

ル
に
、
背
斜
構
造
を
も
つ
新
第三
系
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で、
周
辺
の
早
来、
鵡
川
の
地
質
も
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

北
東
部
の
山
地
や
丘
陵
は
、
新
第三
紀
中
新
世
の
川
端
層
と
呼
ば
れ
る
礫
層
が
基
底
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
に
軽
舞
層
、
荷
菜
層
が

整
合
で、
山
地
に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
層
は
硬
質
頁
岩
、
シ
ル
ト
岩
、
泥
岩
等
の
海
成
推
積
物
で
あ
る
。

中
新
世
の
地
層
の
上
に不
整
合
で、
鮮
新
世
の
地
層
で
あ
る
萌
別
層
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
地
層
は
砂
岩、
泥
岩、

礫
岩
な
ど
の
海

成
堆
積
物
で
あ
る
。

山
地
と
丘
陵
の
境
に
あ
た
る
沢
筋
に、
第
四
紀
更
新
世
のニ
タ
ッ
ポ
ロ
層
が、
萌
別
層
を
不
整
合
に
お
お
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
青
灰

色
シ
ル
ト
が
主
で、
海
棲
貝
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
海
成
層
で
あ
る
が、
シ
ル
ト
層
の
間
に
は
さ
ま
っ
て
い
る
泥
炭
の
中
か
ら
は、
現
在
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苫
小
牧
周
辺
の
地
質
図

(藤
田
他
)

○
恵
庭
市

沖
積

層 層
追

◎
千歳
市

風
不
死
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岩

△
恵
庭
岳

恵
庭
溶
岩
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支
笏
砕
硝
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層

支
笏

湖
静
川
砂
礫
層

( 美
里 層、

下
安
平
層)

公
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死
岳

ニ
タ
ッ
ポ
ロ
層

(野
幌
層
)

樽
前
山

鮮
新

統
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新
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-
2
0
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1
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～
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深
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苫
小
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社
台
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苫
小
牧
市
史
上
巻

の
北
海
道
で
は
自
生
し
て
い
な
い、
シ
ラ
ベ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
、
ホ
ウ
セ
ン
ジ
グ
ル
ミ
な
ど
の
植
物
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

地
層
は
、
勇
払
周
辺
や
低
地
の
下
に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

早
来
町
か
ら
厚
真
町
南
部
の
、
高
度三
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
の
段
丘
に
は
、
ニ
タ
ッ
ポ
ロ
層
を
不
整
合
に
お
お
っ
て
い
て
、
サ
ン
ド
パ
イ

プ
(
甲
殻
類
の
巣
穴)
や
偽
層
が
あ
る
。
黄
褐
色
の
砂
、
砂
礫
と
火
山
灰
の
薄
い
層
を
は
さ
む
美
里
層
が
あ
る
。
ま
た
粘
土、
シ
ル
ト、

砂
礫、
泥
炭
等
の
堆
積
物
を
も
つ
下
安
平
層
が
あ
る。と

も
に
丘
陵
の
へ
り
に
そ
っ
て
分
布
し
て
お
り
、
静
川
付
近
の
ボ
ー
リン
グ
で
は
、

深
度
一
五
～
二
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
深
度
四
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
ま
で
分
布
し
て
い
る
静
川
砂
礫
層
が、
こ
れ
ら
の
地
層
の
延
長
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
れ
ら
の
海
成
更
新
統
の
上
位
に
、
角
礫
ま
じ
り
の
ロ
ー
ム
や
泥
炭
等
が
分
布
し
て
お
り、
汐
見
層
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
全

て
を
厚
く
お
お
っ
て
い
る
支
笏
火
山
噴
出
物
も、
山
体
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
の
で、
北
西
部
の
よ
う
に
熔
結
相
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず

噴
出
の
状
態
に
よ
っ
て
異
な
る
降
下
軽
石
堆
積
物
と
そ
の
上
に
軽
石
流
堆
積
物
が
広
く
分
布
す
る
。

(1)
平
野
の
地
下
の
地
質
は
、
直
接
見
え
な
い
が
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
採
取
さ
れ
た
試
料
か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
平
野
を
構

成
し
て
い
る
地
層
は
ほ
と
ん
ど
が
第
四
紀
の
堆
積
物
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
静
川
付
近
で
行
わ
れ
た
石
油
掘
井
(
S
K
-
1
～
3
)

の
結
果
で
は
、
約
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
深
度
ま
で
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

深
度三
〇
～
四
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
が
第
四
紀
の
地
層、
深
度
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
が
第三
紀
鮮
新
世
の
地
層
、
以
下
二
、
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
ま
で
が
中
新
世
の
地
層
で
あ
っ
た
。

し
か
も、
海
水
面
の
低
下
の
時
期
の
浸
食
で
、
平
野
の
地
下
の
地
層
は
平
担
で
は
な
か
っ
た
。
支
笏
噴
出
物
が
あ
ら
わ
れ
る
上
限
を
結

ん
で
み
る
と
、
沖
積
層
の
厚
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
のと
こ
ろ
で
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た、支

笏
噴
出
物
の
基
底
を
結
ぶ
と
、
噴
出
当
時
の
古
地
形

そ
の
ま
ま
埋
没
し
た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。さ
ら
に
先
に
述
べ
た
美
里
層、下

安
平
層
、
地下
の
静
川
砂
礫
層
な
ど
は
、古
石
狩
海
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苫
小
牧
付
近
の
火
山
灰
分
布
図
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海
道
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命
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会
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苫
小
牧
市
史
上
巻

峡
の
東
縁
部
に
発
達
し
た
海
浜
礫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
安
平
川、
苫
小
牧
川
等
の
川
沿
い
の
地
下
は、
河
川
の
侵
食
の
た
め
に
地
層
の

欠
除
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

各
地
域
の
地
層
や
古
地
形
は、
樽
前
火
山
噴
出
物
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
。

樽
前
山
の
最
も
新
し
い
火
山
灰
層
は
、
樽
前
川
方
向
に
降
灰
軸
を
も
つ
樽
前
旺
層
で、
こ
れ
は
明
治
七
年
の
噴
火
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
灰
色、
黄
色、
褐
色
な
ど
の
角
礫
状
の石
質
岩
片
と
軽
石
の
ま
じ
る
粒
径
五
～
二
〇
ミ
リ
メー
ト
ル
の
砂
礫
層
で
あ
る
。
樽
前、
錦

岡
各
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
糸
井
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
社
台
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
分
布
す
る
。

こ
の
下
に
元
文
四
年
の
噴
火
に
よ
る
降
下
軽
石
が
樽
前
1
で
あ
る
。
植
苗
を
軸
に、
黄
色
軽
石
砂
が
北
大
演
習
林
で
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル、
植
苗三
セン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
厚
真、
軽
舞
ま
で
み
ら
れ
る
。

寛
文
七
年
の
噴
火
は
千
歳
市
街
の
方
向
軸
を
も
ち
、
遠
く
穂
別、
紅
葉
山
以
東
ま
で
も
分
布
し
て
い
る
。
灰
黄
褐
色
の
軽
石
の
砂
礫
で

全
体
が
い
く
つ
か
の
薄
層
に
分
か
れ、
そ
の
上
半
部
が
厚
い。
全
体
の
厚
さ
は
苫
小
牧
市
街
で
一〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が、
美
々

で
は
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
に
も
な
る
樽
前
a層
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
街
付
近
で
最
も
厚
い
火
山
灰
、
軽
石
層
は
樽
前
b
層
で、
勇
払
川
河
岸
から
出
土
し
た
ア
イ
ヌ
標
識
の
あ
る
丸
木
舟
や
推

進
具
は、こ

の
火
山
灰
の
下
層
部
に
埋
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
この
軽
石
中
の
炭
化
樹
木
に
よ
る
年
代
測
定
値
は
、
七
七
〇
土
八
〇
(A

D
一、一
八〇
)
年
前
で
あ
り
、そ
の
直
下
に
薄
く
み
ら
れ
る
有
珠
火
山
の
降
下
軽
石
いb
層
も
、炭
化
樹
木
に
よ
る
年
代
測
定
値
が
五
八
〇

土
八
〇
年
前
と
な
っ
て
いる
こ
と
か
ら
も、
樽
前
b
層
は
約
八
〇
〇
年
前
に
降下
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
体
で
い
く
つ
か
の
層
に
分
か

れ、
下
半
分
が
厚
く
、
全
体
の
厚
さ
は
苫
小
牧
市
街
付
近
で
一
・五
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
る
。

樽
前
～
層
は
上
半
部
が
軽
石
、
下
半
部
が
岩
片
か
ら
な
っ
て
い
て、
い
層
、
の
層
と
呼
ば
れ
る
。
い
層
は
遠
浅
方
向
へ
の
軸
を
も

ち
、
苫
小
牧
市
街
で
は
四
〇
セン
チメ
ー
ト
ル
の
厚
さ
が
あ
る
。
%
層
は
軸
が
千
歳
、
追
分
方
向
な
の
で
、
苫
小
牧
市
街
で
ほ
と
ん
ど
み
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ら
れ
な
い
。

植
苗
付
近
に
は
樽
前
c層
の
下
に、
厚
さ
二
五
セ
ン
チ
メー
ト
ル
の
火
山
灰
層
の
植
苗
層
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
樽
前
系
の
火
山
灰
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

赤
褐
色
で
上
半
部
が
岩
片、
下
半
部
が
軽
石
の
樽
前
d
層
が
台
地
で
みら
れ、

、
山
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
軸
が
早
来、
富
内
の
方

向
で、
植
苗
で
は
五
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
が、
場
所
に
よ
る
変
化
も
大
き
く、
平
野
の下
で
は
見
ら
れ
な
い。
こ
の
こ
と
は、
樽

前
d
層
が
堆
積
し
た
が、
そ
の
後
の
海
面
上
昇
に
よ
る
海
進
に
よ
り
洗
わ
れ
、
浸
食
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
台
地
上

で
の貝
塚
や
遺
跡
の
調
査
から
、
樽
前
d
層
は
九、〇
〇
〇
年
前
ご
ろ
から
、
植
苗、
美
貝々
塚
の
形
成(四
、五
〇
〇
年
前)
の
か
な
り
以

前
、五、〇

〇
〇
～
六、〇
〇
〇
年
前
ご
ろ
ま
で
に
堆
積
し
て
い
た
も
ので
あ
る
。
同
じ
よ
う
に、
樽
前
～層
は、
植
苗
貝
塚(五
、六
四
〇
土

一〇
〇
年
)
よ
り
新
し
く
、
一、六

四
〇
士
九
〇
年
よ
り
古
い
堆
積
と
わ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
台
地
上
で
は、
支
笏
火
山
噴
出
物
の
上
で、
樽
前
d
層
の
下
に、
恵
庭
岳
(一、

三二
〇
メ
ー
ト
ル
)
か
ら
飛
来
し
た
褐

色
細
粒
火
山
灰
層
が
あ
り
恵
庭
b
層
と
呼
ば
れ、
美
付々
近
で
は
一五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
あ
る
が、
こ
の
内
部
も
細
分
で
き

る
よ
う
で
あ
る
。

第
二
節
地
史
(苫
小
牧
平
野
の
お
い
た
ち
)

苫
小
牧
低
地
(勇
払
原
野)
と
こ
れ
を
は
さ
む
よ
う
に
連
な
る
台
地
が、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
も
う
少
し

広
く
、
石
狩
・
苫
小
牧
地
帯
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
か
を
、
も
と
にし
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
いた
ち
を
調
べ
る
の
に
は、
地
層
の
分

布
、
岩
石
の
で
き
か
た、
化
石
の
分
布
な
ど
か
ら
、
当
時
の
海
陸
の
分
布
や
環
境
を
推
定
し
た
古
地
理
図
を
も
と
に
す
る
こ
と
に

第
一
編
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大陸の移動

石炭紀後期
(約3億年前)

パ ン ゲア大陸

第三紀
(約5千万年前)

000

第四紀初期
約200万年前)

+

海底山脈

(XXX

+
+
+
+1

(ウエゲナーによる)

マントル対流

火山�

ャントル対決ディル・プレート
ニュリゾスフ ェア

海
�
近
找
帆
品

岩
石
園
の
消失ベ
ニ
オフ・

ソー
ン

仮説プレートテクトニック
海溝の中にたまった堆積物

大牌
大津 ← ←

ト降するブレート
化学的分別作用

B 新制

一

海溝と海楽の消滅

C 海宁山梨

一

な
る
。

地
球
が
形
成
さ
れ
て
か
ら
四
五
億
年
間、
こ
の
地
域
(石
狩
・苫

小
牧
低
地
帯)
が、
古
地
理
図
の
上
で
は
っ
き
り
す
る
の
が
、
中
生

代
ジ
ュラ
紀
(約
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
年
前
)
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
海
陸
の
分
布
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
の
に

最
近
新
し
い
地
球
観
か
ら
の
見
方
(地
球
を
総
合
的
に
み
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
見
方
)
が
で
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と、
ジ
ュラ
紀
の
こ
ろ

は
、
地
球
上
に
あ
る
大
陸
は
す
べ
て
一
個
所
に
集
ま
っ
た
、
一
個
の

超
大
陸
(
パ
ン
ゲ
ア)
が
あ
り
、
そ
れ
が
分
裂
し
各
大
陸
が
移
動
を

は
じ
め
た
と
い
う
時
代
で
も
あ
る
。
大
陸
が
次
第
に
移
動
し
、
現
在

の
よ
う
な
海
陸
の
分
布
に
な
っ
た
と
し
て
も、
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端

に
あ
る
日
本
列
島
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

き
た
か、
大
陸
移
動
の
考
え
方
か
ら
は
あ
き
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な

い
。一九
一
五
年
ド
イ
ツ
の
気
象
学
者
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
は
論
文
「大
陸
と

大
洋
の
起
原
」
の
中
で、
1
ア
フ
リ
カ
の
西
海
岸
線
と
南
ア
メ
リ
カ

の
東
海
線
岸
の
形
が
類
似
し
て
い
る
。
2
古
生
代
末
の
氷
河
遺
跡
の

分
布
の
復
原
。
3
両
大
陸
の
地
質
構
造
と
岩
石
が
類
似
し
て
い
る
。
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4
古
生
代
末
の
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
植
物
群
が
両
大
陸
で
共
通
し
て
い
る。
5
古
生
物
(み
み
ず
、
か
た
つ
む
り、
猿
や
そ
の
他
哺
乳
類
)
が
類

似
し
て
いる
。
等
の
事
象
か
ら、
当
時
の
陸
橋
説
に
対
し
て、
地
球
の
自
転
に
よ
る
遠
心
力
や
他
の
天
体
の
潮
汐
力
等
に
よ
っ
て、
地
か

く
の
弱
線
に
沿
っ
て
割
れ
目
が
生
じ、
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
東
か
ら
西
へ、
極
か
ら
赤
道
へ
(離
極
力
)
と
流
れ
動
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

移
動
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
前
面
が
圧
縮
さ
れ
て
褶
曲
山
脈
が
で
き
た
と
い
う
も
の
で、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
そ
の
代
表
的
な
例
と
さ
れ

た
。こ
の
大
陸
移
動
説
に
対
し
多
く
の
学
者
か
ら
反
論
を
う
け
、
つ
い
に
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
一九
三
〇
年
代
よ
り
海
洋
底
の
研
究
が
発
達
し、
と
く
に
大
西
洋
中
央
海
嶺
の
発
見
に
よ
っ
て
、
海
嶺
の
中
央
部
に

大
き
な
地
溝
が
あ
る
。
中
軸谷
の
海
底
の
地
か
く
の
熱
流
量
が
周
辺
部
よ
り
高
い。
浅
発
地
震
が
中
軸谷
に
集
中
し
て
い
る
。
等
の
こ
と

か
ら
、
地
球
の
内
部
が
非
常
に
ゆ
る
や
か
な
熱
対
流
を
し
て
お
り
、
そ
の
対
流
の
熱
い
流
れ
が
海
嶺
の
部
分
に
下
か
ら
上
が
っ
て
く
る
と

い
う
マ
ン
ト
ル
対
流
説
が
で
て
き
た
。

ま
た、

一九
五
〇
年
代
後
半
よ
り
、
世
界
各
地
の
岩
石
か
ら
、
形
成
さ
れ
た
当
時
の
磁
極
の
方
向
を
示
す
熱
残
留
磁
気
の
測
定
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
る
と
、
北
米
大
陸
の
岩
石
か
ら
の
も
の
と
、
ヨー
ロ
ッ
パ
の
岩
石
の
も
の
と

二
本
の
極
移
動
曲
線
が
で
き
る
。

地
球
上
の
北
磁
極
が、
い
つの
時
代
で
も
一
個
所
と
考
え
る
と
、
二
本
の
曲
線
の
重
な
る
位
置
に
そ
れ
ぞ
れ
大
陸
を
移
動
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
移
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
マ
ン
ト
ル
対
流
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。
一九
六
〇
年
代
に
は
「
海
洋
底
の
岩
石
が
熱
残
留
磁

気
が
正
帯
磁
(
今
の
北
極
の
方
向
)
と
逆
帯
磁
(今
の
北
極
に
南
極
の
磁
性
が
あ
っ
た
)
の
地
域
が
、
交
互
に
し
ま
模
様
に
分
布
し
て
い

る
」
こ
と
が
発
見
さ
れ、
各
地
点
の
岩
石
を
採
取
、
年
代
測
定
を
行
う
と
、
海
嶺
よ
り
両
側
に
対
称
に
分
布
し
、
離
れ
る
に
つ
れ
て
古
い

年
代
を
示
し
て
い
た
。

第
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
海
底
は、
海
嶺
の
と
こ
ろ
が
最
も
新
し
く
離
れ
る
に
つ
れ
古
い
岩
石
か
ら
で
き
る
と
い
う
、
海
洋
底
拡
大
説
や
プ

レー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
と
い
う
考
え
が
あ
ら
わ
れ
、
発
展
し
、
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
の
大
陸
移
動
説
は
完
全
に
復
活
し
た
。

海
洋
底
の
岩
石
の
年
代
が
最
も
古
い
も
の
で
一
億
五、
〇
〇
〇
万
年
前
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
パ
ン
ゲ
ア
か
ら
離
れ
は
じ
め
た

の
は
、
中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
か
ら
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
多
く
の
地
質
学
者
に
よ
っ
て、

一九
六
五
年
に
「日
本
列
島
構
造
発
達
史
(英
文)」が

出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
に
示
さ
れ
て
い
る
古

地
理
図
の
資
料
は
、
各
地
域
で
採
取
、
分
析、
研
究
が
行
わ
れ
た
も
の
で、
大
陸
移
動
説
と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
。

中
生
代ジ

ュラ
紀
(一
億
五、
〇
〇
〇
万
年
前)
ご
ろ
の
北
海
道
の
中
軸
部
は、
日
高
累
層
群
と
よ
ば
れ
る
砂
岩、
粘
板
岩、
海
底
火

山
噴
出
物
等
の
堆
積
物
が、
数
千
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら、
日
高
地
向
斜
が
発
達
し
て
い
た
。

中
生
代
白
亜
紀
に
か
け
て、
現
在
の
夕
張
山
脈
の
地
域
に
え
ぞ
地
向
斜
が
発
達
し
、
神
居
古
潭
渓
谷
を
作
る
緑
色
結
晶
片
岩
、
黒
色
片

岩
等
の
も
と
に
な
っ
た
砂
岩
、
泥
岩、
海
底
火
山
噴
出
物
が
大
陸
棚
に
堆
積
し
た
。
こ
の
よ
う
な
海
底
に
厚
く
堆
積
し
た
地
層
は、
地
下

の
深
所
で
高
温
高
圧
の
状
態
で、
次
第
に
熱
変
成
を
う
け
て、
熔
融
し
て
ミ
グ
マ
と
よ
ば
れ
る
よ
う
な
混
成
状
の
マ
グ
マ
状
の
物
質
に
変

化
し
て
し
ま
う
。
こ
の
ミ
グ
マ
状
物
質
の上
向
き
の圧
力
や
そ
の
他
の
力
で、
地
向
斜
の
地
域
が
上
昇
を
は
じ
め
造
構
運
動
、深
成
作
用、

変
成
作
用
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
日
高
山
脈
の
上
昇
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
時
代
は、海

中
で
アン
モ
ン
貝
や
恐
龍
類
が
大
進
化
を
と
げ、

ラ
ラ
ミ
ー
ド
変
革
と
よ
ば
れ
る
時
期
に
絶
滅
し
て
し
ま
う
。

新
生
代
に
な
る
と
日
高
山
脈
地
域
の
上
昇
で、
海
は
次
第
に
浅
く
な
り、
中
軸
部
よ
り
水
面
上
に
顔
を
出
し
、
や
が
て、
島
弧
から
山

脈
へ
と
形
成
発
達
し
て
、
山
脈
の
麓
の
海
岸
低
地
に
大
森
林
が
繁
茂
し
、
石
狩
炭
田
の
も
と
に
な
っ
た
。
この
よ
う
に
陸
化
し
た
地
域
も

時
に
は
海
水
面
の
変
動
や
地
盤
沈
降
な
ど
に
よ
り
、
浅
海
が
内
陸
ま
で
入
り
込
む
と
き
も
あ
っ
た
。
次
第
に
隆
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日

高
山
脈
も
深
く
浸
食
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の
堆
積
物
が、
こ
の
地
域
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
川
端
層
で
あ
る
。新
第三
紀
初
頭
(二
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千
二
百
万
年
前
)
に
は
、
日
本
列
島
全
域
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
断
層
運
動
が
あ
り
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
や
石
狩
低
地
帯
を
境
と
す
る
断

層
群
も、
西
南
北
海
道
な
ど
に
も
構
造
的
な
変
化
や
断
層
等
が
で
き
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

新
第
三
紀
も
終
り
に
近
づ
く
に
つ
れ、
日
本
列
島
の
原
型
が
で
き
あ
が
り
、
断
層
運
動
に
よ
っ
て
は
げ
し
い
火
山
活
動
が
は
じ
ま
り
、

日
本
列
島
も
か
な
り
の
部
分
が
海
底
に
沈
み、
海
底
火
山
活
動
の
産
物
で
あ
る
緑
色
凝
灰
岩
が
堆
積
し
た
。
軽
舞
油
田
や
千
歳
、
恵
庭
等

の
金
銀
等
の
地
下
資
源
が
形
成
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
あ
る
萌
別
層
、
別
層々
が
こ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

第
四
紀
に
入
る
と
造
山
運
動
に
よ
る
隆
起
も
次
第
に
高
さ
を
増
し
、
そ
の
影
響
に
よ
る
気
象
の
変
化
や
太
陽
の
活
動
、
地
球
の
極
の
移

動
等
の
原
因
で、
地
球
上
は
急
激
に
気
候
が
不
順
に
な
り、
氷
河
時
代
を
む
か
え
る
。
こ
の
寒
冷
化
を
示
す
こ
の
時
代
の
始
め
こ
ろ
(二

百
万
年
前)
に
は、
南
ア
フ
リ
カ
で
人
類
の
祖
先
が
地
上
に
第
一歩
を
ふ
み
し
め
た
時
期
で
も
あ
る
。
地
質
時
代
の
う
ち
で
も
最
も
特
殊

な
人
類
紀
な
の
で
あ
る
。
第
四
紀
は
最
後
の
一
万
年
間
を
の
ぞ
き
更
新
世
(洪
積
世
)
で、
こ
の
時
期
に
は
一寒
冷
期
、
四
氷
河
期
の
寒

い
時
期
が
あ
っ
た
。
日
高
山
脈
に
も
数
度
の
氷
河
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
モ
レ
ー
ン
な
ど
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
更

新
世
の
気
候
の
変
化
に
と
も
な
っ
て、
海
水
面
の
変
動
が
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
堆
積
し
た
の
が
ニ
タ
ッ
ポ
ロ
層
で
あ
る
。

更
新
世
中
期
の
約
四
〇
万
年
前ご
ろ
に
な
る
と
、
次
第
に
現
在
に
近
い
形
に
な
り
、
古
石
狩
海
峡
で
日
本
海
と
太
平
洋
が
つ
な
が
り、

そ
の
こ
ろ
の
堆
積
物
が
美
里
層
、
下
安
平
層
な
ど
で
あ
る
。

最
後
の
ウ
ル
ム
氷
河
期
に
な
る
と、
気
候
の
寒
冷
化
に
つれ、

河
川
の
流
水
量
の
減
少
が
あ
る
が、
赤
道
地
域
の
海
水
蒸
発
量
が
変
ら

な
いの
で
、次
第
に
海
水
面
が
低
下
し
て
い
き、約

四
万
年
前
こ
ろ
の
古
ウ
ル
ム
期
に
は、海

水
面
が
一〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
低
下
し
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
支
笏
火
山
(支
笏
湖
の
外
輪
山
を
結
ん
で
復
原
し
て
み
る
と
二
、
〇

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
円
錐
形
の
火
山
が
考
え
ら
れ

る)
が
次
第
に
活
発
な
火
山
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。当
時
の
海
岸
平
野
(現
在
の
大
陸
棚)
を
通
っ
て、ナ

ウ
マ
ン
象
、マン

モ
ス
象
、

オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
等
と
と
も
に
旧
石
器
時
代
人
が
大
陸
か
ら
移
っ
て
き
た
。
約
三
万
二
千
年
前
こ
ろ
の
大
爆
発
に
よ
っ
て
、
支
笏
カ
ル
デ
ラ

第
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支 笏 カル デラの おいたち

支笏湖付近における火山の位置
と陥没湖盆壁

1

3

4

\
42

0

4km

V-

1樽前火山 2風不死火山 3恵庭火山
4支笏湖 (石川原図) 4 不風死火山形

成(1万年前)
恵庭火山形成
(6～7千年前)

樽前山頂上部 (石川原図)

4

0

熔 岩 崖

円頂丘崩壊
堆積物
�

.0

。

円頂丘崩壊
熔岩塊

O

5

. 0'

熔 状 部
0 100 200m

J 昭和8年成
生の泥池跡火 噴 煙火 □ 昭和8年生

及び硫気孔 成 ノ裂 鉾
亀 裂 小 窪 地

1 支笏降下軽石
堆積 (約3万
2千年以上前)

2 支笏溶結ギョ
ウカイ岩の生
成 (約3万2
千年前)

3
カルデラ形成

5
樽前火山形成
(4～5千年前)
溶岩円頂丘形成
(1909年)

6
現 在

0

北大
大場与志男氏
による。
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石 狩平 野の おい た ち (藤田原図)

洪 積 世 mini

中 期

美唱

�
篠津
�
江別�

札幌

。岩
見
沢
で
いじ
へ

O 美々

三
苫
小
牧

○相当する地名

西の里期 当時の海水面は約60m高かった。

洪 積 世

後 期 龍 山 地
丘 陵
扇 状 地
湿 地・ 湖
砂丘・砂洲

沖 積 世 中 期

古ウルム期 海水面がー90m以下になる。 縄文海進期 江別や美々などの内陸部から貝化
石が見られ、美唄付近と篠津の泥炭では厚 さが
異 なる。
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～ 現在の河川・海岸線

0 50km

野幌期 当時の堆積物は平野の深部にもある。

海 岸 線山

海岸線
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が
形
成
さ
れ
た。降
下
軽
石
に
よ
っ
て
化
石
林
と
な
っ
た
当
時
の
樹
木
は、
エゾ
マ
ツ
を
主
と
し
て
、
ト
ド
マツ
、
グ
イ
マ
ツ、
ナ
ラ
、
シ

ラ
カ
ン
バ
等
を
も
つ
大
森
林
で
あ
り
、
気
候
は
南
樺
太
南
部
ぐ
ら
い
で、
年
平
均
気
温
で
は
現
在
よ
り
四
の
ほ
ど
低
下
し
て
い
た
。
支

笏
噴
出
物
の
下
限
を
ボ
ー
リ
ン
グ
の
資
料
で
結
ん
で
当
時
の
地
形
を
復
原
し
て
み
る
と
支
笏
噴
出
物
は
深
度
八
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
分

布
し
て
い
る
の
で
、
海
水
面
も
そ
れ
以
上
に
低
下
し
て
い
た
時
期
に
な
る
。

ウ
ルム
氷
河
期
の
極
大
期
(約
二
万
年
前
)
に
な
る
と
、
海
面
は
さ
ら
に
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
低
下
し
て、大

陸
棚
は
海
岸
平
野
で、

津
軽
海
峡
も
陸
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
海
水
面
が下
が
っ
た
の
で
浸
食
基
準
面
が
下
が
っ
た
の
で、
次
第
に、
比
較
的
に
軟
ら
かく
浸
食

の
受
け
や
す
い
支
笏
噴
出
物
は
け
ず
ら
れ、
大
き
な
谷
地
形
が
で
き
た
。
次
第
に
気
候
が
温
暖
に
な
り、
雨
水、
氷
雪
の
浸
食
が
大
き
く

な
る
と
さ
ら
に
著
し
く
な
る
。
約
一
万
年
前
こ
ろ
に
は、
海
水
面
も
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
水
位
ま
で
も
ど
っ
て
一
時
、
海
面
上
昇
を
や
め

る
。
平
野
の
下
に
あ
る
支
笏
噴
出
物
の上
に
は
、
砂
、
礫
、
砂
が
互
層
の
よ
う
に
広
く
分
布
す
る
。
下
部
の
砂
層
の
一
部
に
一メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
泥
炭
層
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は、
泥
炭
の
低
湿
地
で
あ
り
数
百
年
間
も
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
(泥
炭
層
は
年
に
一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
前
後
の
速
さ
で
形
成
さ
れ
る)
。こ
の
時
期
が
一
万
年
前
で
完
新
世
の
初
め
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
泥
炭
層
の
上
の
砂
層
や
礫
層
は、
気

候
の
急
激
な
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
背
地
に
大
き
な
河
川
が
な
い
か
ら
、
苫
小
牧
付
近
の
谷
地
形
は
次
第
に
海

流
に
よ
る
運
搬
作
用
で、
支
笏
噴
出
物
よ
り
洗
い
出
さ
れ
た
砂
や、
安
平
川、
勇
払
川、
厚
真
川、
鵡
川
等
の
河
川
の
礫
な
ど
も
混
じ
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
海
流
、
波
浪
等
の
働
き
で
海
浜
に
は
大
規
模
な
バ
ー
が
形
成
さ
れ、
そ
れ
を
海
水
面
の
上
昇
に

つ
れ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
海
底
に
沈
め
て
い
っ
た
。
糸
井
か
ら
苫
小
牧
へ
の
び
る
砂
州
が
発
達
し
て
い
っ
た
。
約
五
千
年
前
ご
ろ
の
時
期
に
な

る
と
陸
地
の
奥
深
く
、
美
、々
御
前
水
付
近
ま
で
海
が
侵
入
す
る
。
台
地
の
周
辺
に
あ
る
貝
塚
は
こ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
海
流
の
影
響

の
あ
ま
り
な
い
内
湾
に
は、
泥
質
の
堆
積
物
が
多
く
、
勇
払
川
に
沿
っ
て
い
た
し
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
付
近
で
は
約
千
五
百
年
前
こ
ろ
は、ウ

ト
ナ
イ
沼
は
勇
払
川
出
口
を
中
心
と
す
る
南
北
六
キ
ロ、
東
西
四
キ
ロ
の三
角
形
の
大
き
な
湖
が
あ
っ
た
。そ
れ
が
海
面
低
下
す
る
に
つ
れ
、
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取
り
残
さ
れ
た
形
で
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
露
出
し
た
海
底
は
風
雨
に
よ
っ
て
砂
丘
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る
。
浜
堤
列
の
上
部
に
は
樽
前

○
層
が
一
部
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る。
白
鳥
湖、
弁
天
沼、
遠
浅
沼
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
。
約
六
百
年
前
こ
ろ
の
樽
前
も
層

の
堆
積
に
よ
っ
て、
ウ
ト
ナ
イ
沼
で
は
勇
払
川
の
出
口
が
降
下
軽
石
で
せ
き
と
め
ら
れ、
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
ウ
ト
ナ
イ
沼
も
ふ
た

た
び
大
き
く
な
り
、
火
山
砂
の
砂
丘
が
ウ
ト
ナ
イ
沼
の
南
側
にで
き
る。
勇
払
川
の
川
底
が
下
が
る
に
つ
れ
次
第
に
現
在
の
勇
払
原
野
を

形
成
し
て
い
っ
た
。

第
三
節

土
壌
と
地
下
資
源

苫
小
牧
市
の
土
壌
統
は、
一一
土
壌
区
、
二二
土
壌
区、
八
亜
区
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
火
山
性
土
が
全
体
の
六
九
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め、
沖
積
層
土
壌
が
一
七パ
ー
セン
ト
、
集
積
土
(低位
泥
炭)が

一
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。火
山
性
土
は
樽
前
山
に
よ
る
も
の
で、

粗
粒
な
軽
石
質
砂
礫
が
堆
積
す
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
沖
積
層
土
壌
は
各
河
川
流
域
と
扇
状
土
が
主
で
あ
る
。
集
積
土
は
海
岸.

線
に
分
布
す
る
砂
丘
と
山
麓
台
地
の
間
に
分
布
し
て
、
ヨシ
、
ス
ゲ
を
主
材
と
し
た
低
位
泥
炭
で
あ
る
。
火
山
灰
を
は
さ
ん
だ
り
、
下
層

に
あ
る
た
め、
地
下
水
位
が
高
い
原
野
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

支
笏
火
山
噴
出
物
や
樽
前
火
山
噴
出
物
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
た
め
に
有
用
鉱
物
を
含
む
新
第三
系
が
深
く
堆
積
し
て
い
る
の
で
、
地

下
資
源
と
し
て
は
と
く
に
み
る
べ
き
も
の
が
な
い。
し
か
し
、
可
燃
性
ガ
ス、
砂
鉄、
地
下
水
、
石
材
、
マン
ガ
ン
土
等
が
あ
る
。

C
可
燃
性
天
然
ガ
ス
勇
払
原
野
の
地
下
四
〇
～
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
あ
る
更
新
世
の
地
層
の
中
に
ふ
く
ま
れ
、
地
下
水
と
と
も

に
自
噴
す
る
共
水
性
ガ
ス
で
あ
る
。
自
噴
す
る
も
の
は
地
表
上
三
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の
が
あ
り
噴
出
量
も
多
い
。
ガ
ス
量
は
一日
に

つ
き
〇
・
八
六
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
少
な
く
、
メ
タ
ン
ガ
ス
が
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
埋
蔵
量
は
あ
ま
り
期
待
が
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苫小牧市の土壌区分
北海道農業試験場土性調査報告より

NO 土壌統各 土壌区 面積ha 地 質 母

材

1

樽前山錦岡統

2
3 257

416

11

2

樽前山糸井統 5 293

6 7

3

樽前山糸井湿地統 8
463
909

4 樽前山美 統々

9C

1.210
10A 956

火山性土
集積土

Ta-a, Ta-b, ヨシ,5 樽前山釜加湿地統

27 52528 54

6

樽前山柏原統 30A 2.225 火山性土 Ta-a, Ta-b,Ta-c,

50A 2.925 火山性土 Ta-a, Ta-b,U-c,
7 樽前山勇払湿地統 50C 449

11

51 1.732

11

8

白老川統

9596 58642 河成沖積層 凝灰岩,軽石,

99

264 "

11

9

白老川湿地統 100

35 11

106 103

11 11

10 勇払扇状地統 122 6 扇状土 "

ヨシ, スゲ,11 勇払低位泥炭統 125B
1.056
520

ha %

計 11土壌統
22土壌区 沖積層土壌 2,886

178亜

区 集積土 2,155

14

1 65 火山性土 Ta-Ilao,Ta-a,Ta-b,
Ta-ci,U-b,U-c,

4 176
火山性土
沖積層

"

7
9A

746 Ta-a,Ta-b,Ta-c,Ta-b,9B
431

50B 141 "

125A 集積土

火山性土11,571

69

"
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も
て
な
い
。
勇
払
から
沼
ノ
端
に
か
け
た
地
帯
と
苫
小
牧
駅
西
方
か
ら
小
糸
魚
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
。

二
砂
鉄
鉱
床
は
海
岸
汀
線
か
ら
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
、
二
メ
ー
ト
ル
程
度
の
高
さ
で
汀
線
に
平
行
に
分
布
す
る
砂
丘
の
中
に

発
達
す
る
。
外
浜
型
砂
鉄
鉱
床
で
あ
る
。
別
川々
ー
樽
前
川
間
の
海
浜
に
幅
約
八
〇
メ
ー
ト
ル、
延
長
一、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
鉄
・
位

一〇
%
内
外
の
砂
鉄
鉱
床
が
あ
る
。
可
採
鉱
量
は
約
四
〇
万
トン
程
で
あ
る
。
樽
前
川
‒
覚
生
川、
覚
生
川
ー
錦
岡
間
で
も
みら
れ
る

が
低
品
位
で
あ
り
、
現
在
の
港
湾
付
近
、
防
波
堤
付
近
に
も
み
ら
れ
る
が
品
位
一五
パ
ー
セ
ン
ト
と
良
質
で
あ
る
が
鉱
量
が
少
な
い
。

三
地
下
水
更
新
統
の
中
の
被
圧
地
下
水
で
深
度
一
二
〇
メー
ト
ル
以
深
の
砂
礫
層
と
、
深
度
八
〇
か
ら
一〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
の
砂

礫
層
が
良
好
な
帯
水
層
に
な
っ
て
い
る
。水
量
、水
質
と
も
に
恵
ま
れ
て
い
る
。沖
積
層
中
の
も
の
は
水
質
、水
温
等
か
ら
あ
ま
り
適
さ
な
い
。

(四)石
材
別
々
川
中
流
や
そ
の
他
で
支
笏
軽
石
流
堆
積
物
の
熔
結
し
た
部
分
を
、建
材
と
し
て
切
い
出
し
た
跡
が
あ
る
。熔
結
凝
灰
岩

の
新
鮮
な
部
分
は
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
一
五
〇
～
四
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
耐
圧
強
度
を
も
っ
て
い
る
が
、
風
化
し
や
す
い
。

伍
軽
石
厚
く
広
く
分
布
す
る
樽
前
系
の
降
下
軽
石
に
よ
る
、
ア
ッシ
ュ
ブ
ロ
ッ
ク
の
骨
材
と
し
て
利
用
さ
れ
い
る
。

パ
マ
ン
ガ
ン

戦
前
錦
多
峰
川
上
流
付
近
に
て
マ
ン
ガ
ン
が
採
取
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が、
そ
の
量
は
ご
く
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

〈引
用
並
び
に
参
考
文
献〉

『北
海
道
水
理
地
質
図
幅
・
苫
小
牧
・
室
蘭
』
昭
和
四
十
七
年
北
海
道
開
発
庁

藤
田
郁
男
・
他
『
札
幌
・
苫
小
牧
低
地
帯
お
よ
び
そ
の
周
辺
山
地
の
形
成
過
程
』
昭
和
四
十
七
年
地
質
学
論
集

藤
田
郁
男
・
他
『北
海
道
の
第
四
系
』
昭
和
四
十
四
年
日
本
の
第
四
系
地
団
研
専
報

J
・
T
ウ
ィ
ル
ソ
ン
編
『地
球
再
発
見
』
昭
和
四
十
八
年
別
冊
サ
イ
エ
ン
ス
日
本
経
済
新
聞
社

『土
地
分
類
基
本
調
査
白
老
』
昭
和
四
十
一
年
経
済
企
画
庁

『苫
小
牧
市
土
性
調
査
説
明
書
』
昭
和三
十
二
年

湊
正
雄
・
井
尻
正
二
『日
本
列
島』
岩
波
新
書
昭
和三
十
八
年

苫
小
牧
・
北
海
道
農
業
試
験
場
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第
四
章
地
形

苫
小
牧
市
は、
北
西
に
樽
前
火
山
と
そ
の
裾
野
が

広
が
り
、
北
東
に
は
美
台々
地
が
美
川々
を
挟
み、

美
沢
、
植
苗
、
静
川
、
柏
原
と
連
な
っ
て
い
る
。
南

に
は、
太
平
洋
の
海
岸
線
が
弧
状
に
大
き
く
広
が
り

海
岸
線
と
台
地
の
間
に
は
西
部
で
は
狭
い
海
岸
平
野

が
、
そ
し
て
東
部
で
は
大
き
な
沼
を
持
っ
た
、
勇
払

原
野
と
よ
ば
れ
る
低
地
帯
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

又
樽
前
山
麓
の
台
地
周
辺
に
は
多
数
の
湖
沼
群
が

点
在
す
る
ほ
か、
樽
前
山
の
中
腹
に
源
を
持
つ
河
川

が
、
ほ
ぼ
南
北
に
流
れ
て
太
平
洋
に
注
い
で
い
る
し

沖
積
世
の
中
を
流
れ
る
勇
払
川、
美
川々、
安
平
川

な
ど
は
、
た
え
ず
有
機
物
を
含
み
濃
褐
色
を
呈
し
た

流
水
を
た
え
ず
流
し
て
い
る
。

又
、
海
岸
線
付
近
に
は
砂
丘
が
形
成
さ
れ、
特
に

勇
払
で
は
九
本
の
大
き
な
浜
堤
列
が
残
さ
れ
て
い
た

HIK

a

Le

f

Ib2
Ⅲa

Ⅲld 太 平 洋

10 20

40km

0
L

低湿な平野 台地及び段丘面

Ic 新規火山
Ile 樽前火山山麓 一 泥炭 地 火山性緩斜面及び裾野

IIf 美々台地
砂 地 火山灰台地Id

砂 丘
Ile 海岸平野,泥炭地

扇状地,谷底平野
自然堤防 熔岩台地

火 山 山 地

湖 沼

30
0

第
一
編
自
然
環
境

93



苫
小
牧
市
史
上
巻

が
、
現
在
は
開
発
の
た
め、
そ
の
姿
を
消
し
つ
つあ
る
。
次
に
各
項
に
わ
た
っ
て
苫
小
牧
の
地
形の
特
色
に
つ
い
て
述べ
て
み
る
。

第
一
節
山
地
・
台
地
・
低
地

北
海
道
の
山
地
丘
陵
部
は
比
較
的
新
し
い
時
代
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
第
五
章
に
お
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
苫

小
牧
市
の
山
地
を
形
成
す
る
樽
前
山
は
そ
の
生
成
の
上
から
も
地
史
上
非
常
に
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
樽
前
山
(一
、〇
二
三
・

ハ
メ
ー
ト
ル)
は
新
規
火
山
と
よ
ば
れ
る
も
の
で、
今
か
ら
約
九〇
〇
〇
年
前
は
じ
め
て
噴火
を
起
し、
数
度
の
大
爆
発
を
へ
て
現
在
の

よ
う
な
山
容
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り、
そ
れ
以
前
に
は、
す
で
に
紋
別
岳
(八
六
五
・
ハ
メ
ー
ト
ル)、

モー
ラ
ップ
山
(五
〇
六
・
六
メ

ー
ト
ル
)、
恵
庭
岳
(一、

三一
九
・
七
メ
ー
ト
ル
)
な
ど
が
形
成
さ
れ
て
い
た
ので
あ
る
し
、
支
笏
湖
も
す
で
に
出
来
あ
が
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
支
笏
湖
周
辺
の
火
山
群
の
中
で
も、
樽
前、
恵
庭
は
現
在
も
さ
か
ん
に
活
動
を
続
け
て
い
る
活
火
山
で
あ
る。
山
頂
付

近
は
一
面
の
火
山
灰
地
で、
わ
ず
か
に
草
生
地
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
七
合
目
付
近
か
ら
は、
タ
ル
マ
イ
草
(イ
ワ
ブ
ク
ロ)

を
中
心
と
す
る
高
山
植
物
群
落
に
被
わ
れ、
中
腹
以
下
は
針
葉
樹
を
交
え
た
カバ
を
主
と
し
た
広
葉
樹
林
地
と
な
っ
て
お
り
、
未
風
化

の
浮
石
砂
か
ら
な
る
砂
土
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
次
に
樽
前
火
山
山
麓
の
台
地
で
あ
る
が、
標
高
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
次
第
に
高
さ

を
増
し
て
最
高
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も
の
で
、
こ
の
地
域
は
火
山
性
緩
斜
面
及
び
裾
野
で
あ
っ
て
起
伏
の
少
な
い
台
地
状
地
形
で

あ
る
。

基
盤
は
集
塊
岩、
凝
灰
岩
を
主
と
し
た
新
第三
紀
層
ま
た
は
同
時
期
の
火
山
岩
類
か
ら
出
来
て
お
り、
第
四
紀
の
火
山
砕
屑
物
に
よ
っ

て
被
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
山
麓
は
ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
で、エゾ

マ
ツ、ト

ド
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
の
多
い
美
林
で
あ
っ
た
が、
昭
和二
十
九
年
の
一
五
号
台
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美 川々をはさんで広がる丘陵地 (昭和49年)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

風
に
よ
っ
て
多
大
の
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
後、
集
中
的
に
植
林
さ
れ、
こ
の
地
域
で
は
最
も
大
規
模
な
人
工
林
を
形
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
美
台々
地
は、
樽
前
火
山
裾
野
の
東
に
隣
接
し
石
狩
・
苫
小
牧
地
低
地
帯
に
横
た
わ
る
標
高
三
〇
メー
ト
ル
以
下
の
低
平
な
台
地

で
あ
る
。
こ
の
台
地
は
下
部
洪
積
世
の
海
成
層
で
ニ
タ
ツ
ポ
ロ
層
と
呼
称
さ
れ
る
砂、
礫
、
火
山
灰
砂
及
び
粘
土
を
基
盤
と
し
て
(層
厚

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
)
さ
ら
に
そ
の上
に
支
笏
火
山
噴
出
物
(凝
灰
岩
数
十
メ
ー
ト
ル)
や
砂
礫
層
(数
メー
ト
ル)
よ
り
な
る
も
の

で
あ
る
が
、
ニ
タ
ツ
ポ
ロ
層
は
地
表
に
露
出
せ
ず
、
そ
の
上
に
存
在
す
る
支
笏
火
山
噴
出
物
が
一
部
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い。
表
層
に

は
恵
庭、
樽
前・両
火
山
噴
出
物
の
浮
石
、
火
山
灰
層
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。

美
台々
地
の
気
候、
土
壌
条
件
は
樽
前
山
山
麓
と
ほ
ぼ
同
じ
で、
そ
の
自
然
環

境
は
農
耕
に
あ
ま
り
好
適
と
は
云
え
ず
、
そ
の
た
め
台
地
は
ナ
ラ
、
カ
シ
ワ
な
ど

の
広
葉
樹
林
地
と
牧
草
の
生
え
る
畑
な
ら
び
に
野
草
地
が
多
く
、
畑
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
台
地
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
後
開
拓
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
生

産
性
は
低
い
が
、
苫
小
牧
東
部
工
業
地
帯
の
開
発
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
る
日
も

近
いで
あ
ろ
う
。
な
お、
樽
前
山
山
麓
で
は
流
水
に
よ
っ
て
浸
蝕
さ
れ
た
凝
灰
岩

が
、
樽
前、
錦
多
布、
小
糸
魚
川
な
ど
の
上
流
で
ガ
ロ
ウ
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
地

形
を
呈
し
て
い
る
し
、
美
台々
地
の
周
辺
で
は、
御
前
水
な
ど
で
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
湧
水
地
点
が
数
ヶ
所
存
在
す
る
。
台
地
周
辺
か
ら
は、
美
、々
植
苗
、
柳
館

貝
塚
な
ど
先
史
時
代
の
遺
跡
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
低
地
で
あ
る
が、低

地
は
さ
ら
に
砂
丘
、
海
岸
平
野、泥

炭
地
に
別
けら
れ

る
。苫
小
牧
の
低
地
で
代
表
さ
れ
る
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
勇
払
原
野
で
あ
ろ
う
。
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最
後
に
低
地
で
あ
る
が、
低
地
は
さ
ら
に
砂
丘、
海
岸
平
野
泥
炭
地
に
別
けら
れ
る
。
苫
小
牧
の
低
地
で
代
表
さ
れ
る
の
は
な
ん
と
い

っ
て
も
勇
払
原
野
で
あ
ろ
う
。

勇
払
原
野
は
沖
積
平
坦
面
で
、
現
地
表
面
は、
最
近
期
の
樽
前
降
下
軽
石
堆
積
物
(一
～二
メ
ー
ト
ル
)で
被
わ
れ、
そ
の
下
に
低
位
泥

炭
層
(厚
さ
一
メ
ー
ト
ル
前
後)
が
分
布
し
て
い
る
が、
中
間
高
位
泥
炭
は
ほ
と
ん
ど
み
と
め
ら
れ
な
い。

ま
た
、
勇
払
原
野
の
北
西
部
の
山
地
か
ら
沖
積
平
坦
面
に
移
る
附
近
や
東
部
の
勇
払
附
近
に
は
遠
浅
沼
、
ウ
ト
ナ
イ
沼、
弁
天
沼
な
ど

か
な
り
大
き
な
沼
が
存
在
し
て
い
た
し
、
存
在
す
る
こ
れ
ら
の
湖
沼
は
泥
炭
地
の
埋
め
残
し
沼
で
あ
る
が、
沖
積
世
の
海
進
を
し
め
す
化

石
湖
だ
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

安
平
川
(勇
払
川)
以
西
の
勇
払
原
野
は
若
干
の
畑
作
地
並
び
に
永
年
牧
草
地
を
の
ぞ
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
ま
だ
未
開
発
の

状
態
に
あ
り、
そ
の
主
な
理
由
と
し
て、
そ
の
土
壌
と
過
湿
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
海
岸
平
野
と
よ
ば
れ
る
樽
前
から
現
市
街
地
ま
で
の
部
分
は、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
が
市
街
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か、

一

部
原
始
的
な
形
態
を
残
し
て
海
浜
植
物
群
落
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が、
近
い
将
来
は
ほ
と
ん
ど
が
住
宅
地
な
い
し
交
通
機
関
路
と

し
て
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
河
川
・
湖
沼
・
湿
原

苫
小
牧
地
方
に
は三
〇
余
の
大
小
の
河
川
が
流
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
河
川
は
そ
れ
ぞ
れ
の
源
を
「丘
や
山
地
に
発
す
る
川
」「泉
から
発
す
る
川
」「低
地
の
湖
沼
よ
り
流
出
す
る
川」
に
区
分
さ
れ

る
し、
又
別
な
分
類
から
す
れ
ば「
樹
枝
状
河
川」「
放
射
状
河
川
」
「叉
状
河
川」
な
ど
に
別
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
一
の
丘
や
山
地
に
源
を
発
す
る
川
と
し
て
は、
樽
前
山
地
に
源

流
を
持
つ
川
が
ほ
と
ん
ど
で、
市
の
西
部
から
別
川々、
樽
前
川、

覚
生
川、
錦
多
峰
川、
小
糸
魚
川、
有
珠
川、
苫
小
牧
川、幌

内
川、

勇
払
川
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
又
第二
の
泉
か
ら
発
す
る
も
の
と
し
て
、
支

笏
湖
の
伏
流
水
が
樽
前
山
を
構
成
す
る
集
塊
岩
や
凝
灰
岩
を
通
り、

泉
と
し
て
湧
き
出
し
そ
れ
が
源
と
な
っ
て
い
る
有
珠
川
の
よ
う
な
河

川
も
あ
る
。

丘
や
山
地
に
発
す
る
河
川
の
特
徴
と
し
て
は、
図
の
よ
う
に
非
常

に
勾
配
が
強く
、
し
か
も
流
路
が
短
か
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

苫
小
牧
の
河
川
は
す
べ
て
太
平
洋
へ
注
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
河
口
ま
で
は
比
較
的
に
直
線
的
下
降
し
て

く
る
が
、
海
岸
砂
丘
の
た
め、
出
口
を
閉
ざ
さ
れ
海
岸
線
付
近
の

湿
地
と
相
ま
り
、
旧
河
道
跡
の
三
日
月
沼
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
上
流
付
近
は
河
床
の
凝
灰
岩
を
侵
蝕
し
、
河
川
と
も
ガ
ロ

ウ
と
呼
ば
れ
る
。
河
床
は
極
端
に
深
く
な
り
、
両
側
に
壁
が
聳
り
立

っ
た
よ
う
な
地
形
を
呈
し
て
い
る
。
河
川
の
水
は
透
明
度
が
高
く、

河
川
の
運
搬
す
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど
が
火
山
礫
で
あ
る
。

標高一

覚生川
E

300-

別 川々 苫小牧川
m 錦多峰川

200-

m 有珠川 安平川100- 幌内川

河口からの距離T10

5km
河口
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樽前川ガロウ (昭和49年)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

こ
れら
樽
前
山
地
に
源
を
持
つ河
川
は、
苫
小
牧
市
の
飲
料
水

と
し
て
幌
内
川
に
市
の
貯
水
池
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
樽
前

川
、
錦
多
峰
川、
覚
生
川、
苫
小
牧
川
な
ど
は
工
場
用
水
と
し
て

取
水
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
河
川
に
棲
息
す
る
生
物
群
と
し
て
は
淡
水
産

の
魚
介
類
が
お
り
、
主
な
魚
類
を
の
べ
れ
ば、上

流
域
に
は
、イ
ワ

ナ
、
アメ
マ
ス、
中
流
に
は
、
ハ
ナ
カジ
カ、
ヤ
マ
メ、
下
流
に

は
、
ウ
グ
イ
、
フ
ク
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。

一
方
、同
じ
丘
陵
や
山
地
に
発
す
る
川
で
も、勇

払
川、
美
川々
、

遠
浅
川、
安
平
川
な
ど
安
平
川
水
系
の
河
川
は、
美
々
や
勇
払
原
野
な
ど
を
そ
の
流
域
に
持
っ
て
いる
た
め、
樽
前
山
地
に
源
を
持
つ
河

川
と
趣
を
異
に
し
て
いる
。
す
な
わ
ち
図
で
も
判
る
よ
う
に
河
川
の
勾
配
が
小
さ
く
、
し
か
も
流
路
が
長
く、
流
域
面
積
の
大
き
いこ
と

で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
特
徴
と
し
て
1
自
然
堤
防
の
発
達
が
著
し
いこ
と
。
2
河
岸
段
丘
を
持
た
な
い
こ
と
。
3
自
由
蛇
行
が
著
し
いこ
と
。
4

河
原
を
持
た
な
いこ
と
。
5
何
れ
も
排
水
溝
か
ら
泥
灰
水
が
流
出
す
る
た
め、
有
機
物、
泥
を
含
み
濃
褐
色
の
流
水
が
た
え
ず
な
が
れ
て

い
る
な
ど
の
特
色
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し、
安
平
川
や
勇
払
川
な
ど
は、
農
業
用
水
や工
業
用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か、
最
近
ま
で
は
サ
ケ
・
マ
ス
や
ウ
ナ
ギ、

ウ
グ
イ
な
ど
も
遡
上
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た、
低
地の
沼
よ
り
流
出
す
る
河
川
と
し
て
は、
丹
治
沼
か
ら
流
れ
る
丹
治
沼
川
(別
名
チ
ラ
ウ
シ
ナ
イ
)、
樽
前
大
沼
か
ら
流
出
す
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る
ポ
ン
タ
ル
マ
イ
川
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
河
川
は
いず
れ
も
小
さ
く
、
し
か
も
水
量
も
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(『北
海
道
河
川
一
覧
』
よ
り
北
海
道
治
水
・
砂
防
・海
岸
事
業
同
盟
S
四
五
・
五
北
海
道
土
木
部
河
川
課
)

第
一
編
自
然
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別
々

川

樽
前

川

覚
生
。
川

錦
多
峰
川

ポ
ン
コ
イ
ト
イ
川

小
糸
魚
川

有
珠

川
苫
小
牧
川

幌
内

川

安
平

川
水
系
名

Ⅱ
級

"1
普

通

普
通

普Ⅱ

通級
"

普
通

Ⅱ
級

Ⅱ
級

Ⅱ
級

普 普"1 通 11
通

Ⅱ普 Ⅱ 区11

級通 級 分

18
別

々

2524232221

19 (17) 14131211

遠勇植美

109876

ペパタオト
ンンン タキ
ケケッル
ナナヌ

プイイマー
三三川川川

54321

美勇第弁安一
幹
:

小
河

川
名

二
四
・
六

三
八:
七

三
二 :
M

三
四
・
七

一
・八

一〇
・八

四
一・
五

一
五
・
九

四
六
・
〇

二
四
・
〇

八
三
・
三

一
「
七
・四

五
・
四

六七七五七・ •

.
六一〇七六

一二 五
・一 五

七九〇七九
・

七四七八八
km2

流
域
面
積

一六
・
六

一次:00
加
・
四

八
・
二

六・
五

一八
・
七

三
・
三

一九:欣
九
・
七

二
六
・
五

一
二
・
七

一
二二
・
二一

一四
・
八

七
・
〇

七九ーニー
・
○八〇〇五

一三 四
八七九八九
. . . ..
二八五五八km

流
路
延
長

S三
八
・
一〇
・
一

S
四
〇
・

三
・
三
一

S
四
三
・
一〇
・
一六

S
一
九
・
四
・

一
S
四
四
・

五
・
一四

四
四・

S
一
九
・
酒
・

S
一
九
・

四
・

一
政

令
指
定

一

・

王
子
貯
水
池

王
子
貯
水
池

王
子
貯
水
池

王
子
貯
水
池

市
水
源
池

備備
考

次
に
苫
小
牧
の
河
川
の
一
覧
表
を
示
し
て
お
く
。

ツ

川 川川 川川川

2
ポ
ン
コ
イ
ト
イ
川

小小

泉糸の
沢 魚

川川

珠
16

小
川

10
苫

小
牧

川
牧

15
幌

内
川

浅振苗沢

生沢沢 峰岡

沢

峰

天

々払線水平排
水 路

三三川川川川 川川川川

2
ポ
ン
タ
ル
マ
イ
ル

熊覚 錦錦錦

多
有

多

前

一
四
・
九

五
・
五

五
・
一四
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苫
小
牧
市
の
行
政
区
画
内
に
は
全
体
で三
、
七
四
平
方
キ
ロ
メー
ト
ル、
全
用
地
の
二
・
四
%
を
占
め
る
大
小
四
〇
ヶ
所
の
湖
沼
が
存

在
し
て
いる
。

主
な
も
の
で
は
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
、
弁
天
沼、
安
藤
沼
、
丹
治
沼
な
ど
市
街
地
の
東
北
部
に
あ
る
も
の
、
さ
ら
に
西
部
地
区
の
樽
前
湖
沼

群
を
形
成
し
て
い
る
タ
ネ
ト
沼、
ワ
カ
サ
ギ
沼、
樽
前
大
沼、
観
音
沼
、
樽
前
小
沼
、
覚
生
湖
沼
群
の
マ
ツ
カ
リ
沼
、
ト
キ
ト
沼
(岩
倉

沼)、
覚
生
大
沼
、
覚
生
小
沼
、
キ
ナ
ウ
シ
沼
、
錦
多
峰
湖
沼
群
の
大
沢
沼
(中
一
沼)
ア
キ
アジ
沼、名

無
し
の
沼
な
ど
、
さ
ら
に
特
異
な

も
の
と
し
て
は
樽
前
山
地
の
中
腹、
標
高二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
あ
る
口
無
沼、今

は
市
街
地
の
発
展
で
消
え
て
し
ま
っ
た
佐
羽
内
沼
、

カ
ラ
ス
ガ
イ
沼
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
小
さ
く
名
も
な
い
沼
は
植
苗、
美
沢
地
区
の
山
間
部
や
弁
天
、
浜
弁
天
な
ど
の
海
浜
部
に
も
比
較
的
多
く
分
布
し
て
い
る
。

湖
沼
の
生
成
や
分
類
は
学
者
に
よ
っ
て
種
と々
論
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
苫
小
牧
地
方
の
湖
沼
で
は
大
き
く二
つ
に
そ
の
成
因

を
別
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
カ
ル
デラ
湖
で、こ

れ
は
大
量
の
熔
岩
そ
の
他の
火
山
噴
出
物
が
陸
上
へ�
り
出
さ
れ
た
結
果、火

山
体
の
上
部
が
陥
没
(爆
発

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
こと
も
あ
る
)
し
て
で
き
た
大
凹
地
(カ
ル
デラ
)の
中
に
水
が
た
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
、
そ
の
代
表
的
な
も
の

が
支
笏
湖
で
あ
る
。

二
つ
目
は
沖
積
地
に
で
き
る
湖
沼
で、
こ
れ
は
さ
ら
に三
つ
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
は
泥
炭
地の
埋
残
し
沼、
第
二
は
旧
河
道
の
三
日
月
沼、
第
三
は
河
川
の
主
流
が
多
く
の
土
砂
を
運
び
支
流
の
出
口
を
ふ
さ
い
だ

た
め
に
、
支
流
の
水
が
そ
こ
に
た
ま
っ
た
た
め
に
で
き
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。

次
に
こ
の
分
類
に
し
た
が
い
主
要
な
湖
沼
の
概
略
を
の
べ
て
み
る
。

カ
ル
デ
ラ
湖
と
し
て
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
ご
と
く
そ
の
代
表
は
支
笏
湖
で
あ
る
が、
そ
の
ほ
か
に
も
近
い
と
こ
ろ
で
は
白
老
町
の
俱
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多
楽
湖
が
あ
る
。
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支 笏 湖 (昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

支
笏
湖
は
支
笏
火
山
噴
出
物
の
�
出
し
た
あ
と
に
陥
没
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、
湖
辺
山
地
の
湖
に
面
し
た
急
斜
面
は

そ
の
時
の
カ
ル
デ
ラ
壁
で
、
こ
れ
を
つ
な
い
で
み
る
と
、
支
笏
湖
湖
盆
は
当
初
円
形
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ、
湖
盆
の
形
成
後
、
風
不
死

岳
、
恵
庭
岳、
樽
前
山
の
三
火
山
が
カ
ルデ
ラ
の
弱
線
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ、
そ
の
噴
出
物
が
湖
盆
の
中
に
流
下
し
て
現
在
見
ら
れ
る
よ

う
な
東
東
北
よ
り
西
西
南
に
長
い
不
規
則
な
ま
ゆ
形
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

湖
は
面
積
七
六
、
一八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
周
囲
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最

大
深
度三
六
三
メー
ト
ルで
、
大
部
分
が三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
度
を
有
す

る
湖
面
の
海
抜
高
度
は二
四
八
メー
ト
ル
で
あ
り
、透
明
度
は二
五
メー
ト
ル
で
、

水
色
は
三
～
四
号
で
代
表
的
な
貧
栄
養
湖
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
湖
は
冬
期
間
ほ
と
ん
ど
結
氷
し
な
い
が
大
正
十
二
年
ほ
か
数
回
全
面

結
氷
し
た
こ
と
が
あ
る
。
底
生
動
物
は
宮
部
博
士
に
よ
る
と
ナ
ガ
ス
ネ
ユ
ス
リ
カ

幼
虫
や
貧
毛
類
よ
り
成
っ
て
い
る
。

支
笏
湖
の
代
表
的
生
物
と
し
て
は
ヒ
メ
マ
ス
が
あ
る
。
毎
年
六
月
一
日
に
解
禁

さ
れ
る
ヒ
メ
マ
ス
釣
り
は
支
笏
湖
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
る
が、
ヒ
メ
マ
ス
は
べ

ニ
ザ
ケ
の
陸
封
型
で、
主
と
し
て
湖
で
一
生
を
終
る
も
の
で
あ
る
。

支
笏
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
は
明
治二
十
七
年
から
三
ケ
年
に
わ
た
り
、
阿
寒
湖
から

移
殖
さ
れ
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
魚
類
と
し
て
は、
サ
ケ
と
ヒ
メ
マ
ス
の
交
雑
種
で
あ
る
ア
メ
マ
ス、
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マツ カサガイ (錦大沼産)
(昭和48年)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

ドブガイ (カラスガイ、ウ
トナイ沼産)(昭和47年)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕大

正
ー
四
年、
千
歳
の
長
都
沼
か
ら
移
殖
さ
れ
た

フ
ナ、ハ
ナ
カジ
カ、
そ
の
他
の
動
物と
し
て
は
ザ

リ
ガ
ニ
、
淡
水
産
巻
貝
の
カ
ワ
ニ
ナ、
大
正
八、

十
年
に
長
都
沼
と
ウ
ト
ナ
イ
ト
沼
から
移
殖
し
た

ス
ジ
エ
ビ
、
エゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
が
棲
息

し
て
い
る
。

次
に
泥
炭
地
の
埋
戻
し
沼
に
つ
い
て
述べ
て
み

よ
う
。
こ
の
分
類
に
入
る
湖
沼
と
し
て
は
弁
天
沼、
遠
浅
沼、
ウ
ト
ナ
イ
沼、
佐
羽
内
沼
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
し
、
樽
前
地区
の
湖
沼

群
の
一
部
も
入
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
ウ
ト
ナ
イ
沼
を
中
心
に
泥
炭
地の
埋
残
し
沼
に
つ
いて
記
し
て
み

る
。ウ
ト
ナ
イ
ト
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「ウツ
」
肋
骨
、
「ナ
イ
」
川、
「ト
」
沼
を
意
味
し、
「あ
ば
ら
骨
の
よ
う
な
川
の
あ
る
沼
"
と
い
う

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
いる
。

そ
の
生
成
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で、
す
な
わ
ち、
今
か
ら
五
千
年
前
頃
から
、
そ
れ
ま
で
海
水
で
お
お
わ
れ
て
い
た
勇
払
原
野
や
現

在
の
市
街
地
が
徐
に々
陸
化
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

最
初
の
こ
ろ
は、
海
流
で
は
こ
ば
れ
て
く
る
砂で
、
現
在
の
海
岸
線
付
近
や
沼
の
端
か
ら
勇
払、
明
野
を
結
ぶ
地
帯
が
陸
化
し
、
砂
丘

が
発
達し
た
。
海
で
あ
っ
た
勇
払
原
野
は
ふ
さ
が
れ、
美
川々
や
勇
払
川、
苫
小
牧
川
な
ど
の
河
川
は
上
流
から
土
砂
を
運
搬し
埋
め
立

て
作
業
を
す
る
ほ
か、
た
び
重
な
る
樽
前
山
の
噴
火
も
陸
化
作
業
を
手
助
け
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
で、
い
つま
で

も
低
く
水
の
た
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
沼
と
し
て
現
在
に
残
っ
た
の
で
あ
る。
そ
の
た
め
江
戸
時
代
の
記
録
に
お
い
て
も
ウ
ト
ナ
イ
沼
は

102



現
在
よ
り
数
倍
大
き
く
、
千
歳
越
え
を
し
た
人
々
の
記
録
に
よ
る
と
舟
で
一
日
近
く
か
か
り
湖
上
で
酒
を
く
み
か
わ
し
た
り
、
詩
を
作
っ

た
り
し
て
ウ
ト
ナ
イ
沼
を
渡
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ウ
ト
ナ
イ
沼
は
一
種
の
海
跡
海
で
は
あ
る
が、
そ
の
過
程
の
中
で、
泥
炭
地
の
埋
残
し
沼
と
い
う
性
格
が
強
い
ので
あ
る
。

ウ
ト
ナ
イ
沼
の
自
然
環
境
と
し
て
は、
こ
の
よ
う
な
生
成
過
程
を
へ
て
い
る
た
め
非
常
に
特
異
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

植
物
群
で
は
海
浜、
湿
原、
水
中
植
物
な
ど、
魚
介
類
で
は
ウ
グ
イ、
コ
イ、
フ
ナ、
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ、
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
、ド
ブ
ガ

第
一
編
自
然
環
境

ウトナイ沼 (昭和38年) 〔市立苫小牧図書館蔵〕

佐羽内沼 (大正14年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕 イ
、
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
、
タ
ニ

シ、
スジ
エ
ビ
な
ど
で
あ

り
、
鳥
類
で
は
冬
期
間
飛

来
し
て
く
る
オ
オ
ハ
ク
チ

ョ
ウ
を
は
じ
め
ガ
ン
、
カ

モ
類
な
ど
、
動
植
物、
地

質
等
に
も
大
き
な
特
異
性

が
あ
る
。

勇
払
原
野
の
埋
残
し
沼

の
特
色
と
し
て
は
、
各
湖

沼
と
も
水
質
は
一般
の
泥

炭
水
が
ア
ル
カ
リ
性
を
示

す
の
に
対
し
て
酸
性
を
示
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す
と
いう
特
殊
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
地
表
に
樽
前
火
山
の
新
し
い
火
山灰
が
厚
く
(一
～二
メー
ト
ル)
堆
積し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
は
周
囲
十
七
キ
ロ
メー
ト
ル、
水
深
一
・五
メ
ー
ト
ル
、
水
域
面
積二
三
一
・七
六
ヘ
ク
タ
ー
ル、
周
囲
面
積

五
一
〇
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

し
か
し
最
近
は
周
辺
の
埋
立
て、
工
場、
住
宅
な
ど
の
立
地
の
た
め、
湖
底
に
泥
が
た
ま
り、
水
深
は
浅
く
な
り、
沼
の
様
相
も
変
化

し
つ
つ
あ
る
し、
周
囲
に
洪
水
用
の
大
き
な
土
塁
を
作
る
計
画
も
あ
る
ら
し
く
、
勇
払
川
の
河
川
改
修
と
も
か
さ
な
り
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
の

存
続
が
大
き
く
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

次
に
旧
河
道
の三
日
月
沼
で
あ
る
が、
こ
の
沼
の
特
徴
と
し
て
は
水
深
は
や
や
深
く
、
湖
岸
は
明
瞭
な
岸
を
持
ち、
水
面
と
平
地
面
は

一～
四
メ
ー
ト
ルの
比
高
を
有
し
て
い
る
し
、
一般
に
帯
状
で
く
ね
く
ね
曲
っ
た
形
を
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
属
す
る
湖
沼
と
し
て
は
、
浜
弁
天
の
勇
払
川
の
河
口
に
見
ら
れ
る
小
さ
な
沼
や
厚
真
川
の
下
流
な
ど
に
多
く
見
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
次
節
で
のべ
る
よ
う
に
西
部
地
区
の
海
岸
線
に
も
分
布
す
る
。

こ
れ
ら
の
湖
沼
の
ほ
と
ん
ど
は
名
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
樽
前、
錦
岡
地
区
に
存
在
す
る
湖
沼
群
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
の
湖
の
生
成
に
つ
い
て
は
種
々
な
要
因
が
か
ら
み
あ
っ
て
で
き
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

樽
前
の
中
腹
に
あ
る
口
無
沼
は、
火
山
活
動
の
過
程
で
で
き
た
凹
地
の
中
に
水
が
た
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
森
田
沼
は、

沼
の
北
側
に
あ
る
崖
から
支
笏
湖
の
伏
流
水
が
湧
水
と
な
っ
て
出
て
き
た
も
の
が
凹
地
に
た
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
覚
生
大
沼
や
小
沼、
樽
前
大
沼
や
ワ
カ
サ
ギ
沼
な
ど
は
、
背
後
に
高
い
山
が
あ
り
、
入
組
ん
だ
地
形
の
凹
地
に
水
が
た
ま
っ
て

湖
沼
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
泥
炭
地の
埋
残
し
沼
の
一
部
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
支
笏
火
山
噴
出
物
層
下
か
ら
の
湧
水
に
よ

る
も
の
、
さ
ら
に
河
川
の
主
流
の
土
砂
の
運
搬
作
用
で、
支
流
の
口
を
ふ
さ
い
だ
た
め
に
、
支
流
の
水
が
そ
こ
に
た
ま
っ
て
で
き
た
も
の
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な
ど
、い
く
つ
か
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
湖
沼
は
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
湖
沼
の
特
徴
と
し
て
は
、
水
深
が
非
常
に
深
く、
周
辺
に
湿
原
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
湖
沼
の
生
物
相
と
し
て
は
、
近

年
他
管
内
から
移
殖
さ
れ
た
ワ
カ
サ
ギ
、
コ
イ
、中
国
原
産
の
ハ
ク
レ
ン
、ソ
ウ
ギ
ョ
な
ど
が
増
殖
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
錦
大
沼、
中

一
沼
な
ど
の
冬
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
は
、
市
民
の
間
に
も
広
が
り
つ
つあ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
湖
沼
群
と
地
形
を
利
用
し
た
大
型
レ
ジ
ャー
ラ
ン
ド
な
ど
も
建設
さ
れ
て
い
る
し
、
予
定
も
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
特
異
な
湖
沼
と
し
て
錦
多
峰
の
支
流
の
水
源
地
に
位
置
す
る
ア
キ
アジ
沼
を
紹
介
し
て
おく
。
こ
の
沼
は、
昔
か
ら
サ
ケ
が
遡

上
し
て
産
卵
す
る
場
所
と
し
て
知
ら
れ、
そ
の
名
が
あ
る
の
で
あ
る
が、
現
在
で
も、
晩
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て
サ
ケ
が
の
ぼ
り、
こ
の

沼
で
産
卵
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

苫
小
牧
の
湿
原
と
い
え
ば
勇
払
原
野
と
いう
こ
と
に
な
る
が、
現
在
の
勇
払
原
野
の
状
態
は
多
数
の
排
水
溝
に
よ
り
昔
日
の
お
も
か
げ

は
な
く
、
わ
ず
か
に
弁
天
沼
周
辺
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

湿
原
に
は
高
層
、
中
位、
低
層
湿
原
の三
種
が
あ
る
が、
こ
れ
ら
は
亜
高
山
帯
や
亜
寒
帯
の
湿
っ
た
場
所
に
分
布
し
、
ミ
ズゴ
ケ
な
ど

の
泥
炭
の
上
に
発
達
す
る
湿
原
で、
有
名
な
尾
瀬
ヶ
原
の
湿
原
や
日
光
の
戦
場
ヶ
原
な
ど
は
高
層
湿
原
に
属
す
る
。

し
か
し
、
北
海
道
で
は
平
地
で
も
同
じ
よ
う
な
湿
原
が
形
成
さ
れ
る
。

湿
原
の
発
達
す
る
寒
冷
で
水
は
け
の
悪
い
場
所
で
は
、
年
々
枯
死
す
る
植
物
の
遺
体
は
、
低
温
と
過
湿
の
た
め
な
か
な
か
分
解
し
な
い

で
泥
炭
が
形
成
さ
れ
る
。
こう
し
た
泥
炭
に
含
ま
れ
て
る
水
は
一
般
に
酸
性
で
(PH四

～
五)、

ま
た
無
機
栄
養
塩
類
が
少
な
い
の
で、

普
通
の
植
物
は
生
育
で
き
な
い
。
わ
ず
か
な
無
機
塩
類
だ
け
で
つ
つ
ま
し
く
生
活
の
で
き
る
貧
栄
養
タ
イ
プ
のミ
ズ
ゴ
ケ
類
な
ど
だ
け
が

辛
う
じ
て
そ
こ
に
生
育
し
て
い
る
。

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
遺
体
か
ら
で
き
る
泥
炭
層
は
年
、々〇
・
五
ミ
リ
メー
ト
ル
～
一
ミ
リ
メー
ト
ル
の
割
合
で
厚
み
を
増
し
て
い
く
の
で
あ

第
一
編
自
然
環
境

105



る
。

苫
小
牧
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巻

な
お
泥
炭
を
構
成
す
る
主
な
植
物と
し
て
は

高
位
泥
炭
ミ
ズ
ゴ
ケ、
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ、
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
な
ど

中
間
泥
炭
ワ
タ
ス
ゲ、
ヌ
マ
ガ
ヤ、
ク
ロ
ス
ゲ
な
ど

低
位
泥
炭
ヨシ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ス
ギ
ナ
、
ツ
タ
な
ど
で
あ
る
。

苫
小
牧
周
辺
の
湿
原
で
は
部
分
的
に
あ
る
種
の
群
落
を
見

る
こ
と
は
で
き
る
が、
ほ
と
ん
ど
は
各
種
の
植
物
が
混
生
し

て
い
る
。

さ
て
、
苫
小
牧
市
内
で
は
勇
払
原
野
以
外
で
も
多
数
の
湿

原
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
主
な
も
の
は
市
街
地
の
背

後
に
あ
る
金
太
郎
沢
を
は
じ
め、
勇
払
川
中
流
の
明
野
付
近

ト
キ
サ
タ
マ
ツ
プ
川、
オ
タ
ル
マツ
プ
川、
美
川々
、
美
々

川
の
支
流
でパ
ン
ケ
ナ
イ、
ペン
ケ
ナ
イ、
美
沢
川、
チ
ラ

ウ
シ
ナ
イ
(丹
治
沼
川)な

ど
の
流
域
地
帯
で
あ
る
。

こ
れら
の
河
川
は、
支
笏火
山
噴
出
物
台
地
が
形
成
さ
れ

た
後
に
浸
蝕
さ
れ
て
で
き
た
沢
地
で
あ
り、
美
沢、
植
苗
地

区
で
は
、
あ
た
か
も
リ
ア
ス
式
海
岸
の
よ
う
な
地
形
を
呈
し

そ
の
沢
地
に
各
河
川
が
入
り
込
み
湿
地
を
形
成
し
て
い
る
の

樽前構造上の生成環境

苫小牧弁天地区勇
去
!

安平
川

支
安
平
川

Vvv

VVVV

11 vvvv

×2

VV √
√vv

√
安 平 川 至

浦
河1

50,000 太 平 洋 厚 真 川
= VYVVYvVv XXXx

xxxxx低
位
泥
炭
地

樽
前
構
造
土

湿
性
地

適
潤
地

乾
性
地
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で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
湿
地
の
ほ
と
ん
ど
が、
ヨシ
、
ハン
ノ
キ
な
ど
の
繁
茂
す
る
湿
原
で
あ
る
が、
中
に
はミ
ズ
ゴ
ケ
な
ど
の
群
落
や
各
種
の
湿

原
植
物
の
群
生
も
見
ら
れ、
初
夏
に
は
市
民
の
目
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

現
在
こ
れ
ら
の
湿
原
は
、
湖
沼
群
と
同
様
次
と々
埋
め
立
て
ら
れ
宅
地
や
工
場
用
地
と
し
て
そ
の
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
美
々
川
流
域
の
湿
原
は
、
の
場
動
植
物
の
生
活
を
確
保
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く、
ウ
ト
ナ
イ
沼
の
水
量
を
調
節
し
た
り

浄
化
し
た
り
し
て
い
る
。こ
れ
が
埋
め
立
て
の
た
め
土
砂
を
か
ぶ
せ
ら
れ
れ
ば
、た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
湿
原
の
機
能
を
失
な
い
自
然
の
生
態

系
は
変
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
れら
の
意
味
か
ら
も
、
苫
小
牧
市
周
辺
の
貴
重
な
湿
原
を
何
ん
と
か
開
発
の
手
から
守
り
、
後
世
の
苫
小
牧
市
民
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
お
湿
原
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
現
象
と
し
て

前
構
造
土
"
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
冬
期
間、
土
壌
の
凍
結
す
る
十
勝、
釧
路、
根
室
地
方
の
火
山
灰
土
地
帯
で
、
凍
上
に
起
因
し
て
半
円
球
状
に
隆
起
す
る
構
造
土

の
こ
と
で
、
一
般
に
は
十
勝
坊
主
と
か
谷
地
坊
主
と
い
う
名
で
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
構
造
土
に
似
た
樽
前
構
造
土
と
よ
ば
れ
る
も
の
が、
か
って
弁
天
沼
の
南
側
と
北
東
側
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
が、
現
在
は
放
牧
地
な
い
し
採
草
地
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
が、
わ
ず
か
に
静
川
台
地
の

開
墾
さ
れ
て
い
な
い
沢
状
の
湿
地
に
一
部
残
さ
れ
て
い
る
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
三節

海
岸
線
・
砂
丘
・
海
底
地
形

苫
小
牧
市
街
地
を
中
心
に、
南
西
別
川々
から
東
方
厚
真
川
ま
で
の
約三
〇
キ
ロ
メー
ト
ル
の
海
岸
線
は、
一連
の
弓
形
を
描
く
単

調
な
海
岸
線
で
あ
る
。
苫
小
牧工
業
港
の
出
来
る
ま
で
の
海
岸
線
は、
こ
の
弧
状
に
え
が
か
れ
た
弧
の
部
分
に
樽
前
山
麓
に
源
を
持
つ
河

川
と
、
低
湿
地
を
な
が
れ
て
き
た
河
川
が
、
そ
の
弧
を
断
ち
切
る
よ
う
に
太
平
洋
に
注
い
で
い
た
。
し
か
し
、
現
在
は
工
業
港
の
防
波
堤

が
沖
合
遠
く
出
て
、
海
岸
線
を
東
西
に
二
分
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
海
岸
線
に
は、
ほ
ぼ
平
行
に
走
る
標
高
一〇
メー
ト
ル
を
出
な
い
低
い
海
岸
砂
丘
が
連
続
し
て
あ
っ
た
。
この
砂
丘
は
後
に
述
べ

る
浜
堤
列
(
砂
丘
列
)
と
こ
と
な
り
、
比
較
的
成
立
の
新
し
い
新
規
砂
丘
と
よ
ば
れ
る
も
の
で、
そ
の
成
立
は
樽
前
b
降
下
軽
石
堆
積
物

層
の
降
下
(AD

一
六
六
〇
年
)
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。

樽
前
から
高
丘
ま
で
の
苫
小
牧
西
部
地
区
は
樽
前
火
山
の
裾
野
が
広
が
り
、
そ
の
平
端
は
段
丘
と
な
っ
て
海
岸
平
野
に
つ
ら
な
り
、
海

岸
砂
丘
と
の
間
に
は
低
い
湿
地
を
挟
ん
で
い
るし
、
樽
前
山
麓
の
斜
面
を
侵
蝕
し
て
下
っ
た
多
数
の
河
川
は、
この
砂
丘
に
防
げら
れ、

容
易
に
海
に
入
る
こ
と
が
出
き
ず
、
河
口
は
右
往
左
往
し
な
が
ら
屈
曲
し
、
海
岸
線
に
並
行
し
て
流
れ
た
後、
開
口
し
て
太
平
洋
に
注
い

で
い
る
。
又、
所
々
で
は
滞
水
し
、
細
長
い
湖
沼
を
形
成
し
て
い
る
の
が
多
く
見
ら
れ、苫

小
牧
の
海
岸
線
の
一大
特
色
を
呈
し
て
い
る
。

又
、
小
規
模
で
は
あ
る
が、
河
川
の
開
口
部
付
近
に
カ
スプ
状三
角
州
と
よ
ば
れ
る
特
殊
な
地
形
も
呈
し
て
い
る
。

こ
れ
は
「沿
岸
流
や
波
食
が
比
較
的
強
く
作
用
す
る
海
岸
で
は
河
口
の
堆
積
物
は
運
搬
除
去
さ
れ
る
の
で
、
分
流
の
発
達
は
な
く
、
堆

積
作
用
の
盛
ん
な
本
州
の
河
口
付
近
に
の
み
堆
積
物
が
突
出
し、
両
側
が
内
側
に
や
や
弧
状
に
湾
曲
し
た
鋭
角三角

形
の
平
面
形
を
も
つ

三
角
州
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
、樽
前、錦

多
布、
覚
生
川
な
ど
西
南
部
の
河
川
の
河
口
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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中
野
から
勇
払
に
か
け
て
の
海
岸
線
と
沼
の
端
を
結
ぶ三
角
型
を
呈
す
る
地

域
は
波
状
地
形
と
呼
ば
れる
特
殊
な
地
形を
形づ
く
っ
てい
る。

こ
れ
は
浜
堤列
(砂丘

列)と
呼
ば
れ、砂
丘
が
放
射
状
に
の
び
た
も
の
で
、勇
払

の市
街
を
起
点
に
一
本
松
附
近
を
中
心
に
九
本
が、
か
っ
て
は
確
認
さ
れ
て
いた
。

こ
の
浜
堤
列
の
形
成
は、
今
か
ら
五
～
六
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文
海
進
が
進
ん

だ
頃
、
沼
の
端
層
の
青
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
層、
礫
層
が
白
老
から
苫
小
牧
に
か

け
て
砂
州
と
し
て
発
達
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
と
り
囲
ま
れ
た
地
域
が
次
第
に
埋

め
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
勇
払
を
扇
の
要
の
よ
う
に
し
て
順
次
北
方
に
移

り
、
海
岸
線
に
斜
行
す
る
砂
丘
が
波
や
風
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

こ
の
浜
堤
列
は
最
高
九
メー
ト
ル、
平
均
八
メ
ー
ト
ル
程
の
高
度
を
持
ち
一

本
の
長
さ
は
八
キ
ロ
メー
ト
ル
、
巾
二
〇
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
り
、
沼
の
端
層
か

ら
連
続
す
る
砂
丘
の
最
上
部
に
樽
前
～降
下
軽
石
堆
石
物
が
あ
り
、
そ
の上
に

泥
炭
層
が
砂
丘
と
砂
丘
の
間
に
凹
地
に
分
布
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
ぐ

前
a
・
b
降
下
軽
石
堆
積
物
層
が
覆
っ
て
い
る
。

な
お、
次
に
述
べ
る
よ
う
に、
海
底
内
に
も
、
陸
上
と
同
じ
よ
う
な
浜
提
列

が
勇
払
沖
に
存
在
し
て
い
る
。

苫
小
牧
沖
の
海
底
に
は、
海
底
平
坦
面
・
海
底
浜
堤
列
(砂
丘
列)
と
沈
水

toShikotsu
toNumanohata

-

R.Yufutsu

・・・・・Tomakomai

PacificOceane Yufutsu3
0 -4km

苫小牧低地の砂提列分布図
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苫
小
牧
市
史
上
巻

三角
州
が
あ
る
。

海
底
平
坦
面
は三
段
の
地
形
を
も
ち
、
そ
れ
は
海
岸
付
近
に
あ

る
現
海
成
面
と
か
って
の
海
岸
平
野
を
つ
く
っ
て
い
た
海
底
上
位

面
、
海
底
下
位
面
と
の
三
段
で
あ
る
。
現
海
成
面
は
漂
砂
観
測
の

資
料
も
考
え
る
と
、
海
岸
線
か
ら
水
深
一
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
ゆ

る
や
か
な
面
で
、
海
岸
線
に
平
行
に
分
布
す
る
。(漂

砂
現
象
は
水

深
九
メ
ー
ト
ル
よ
り
浅
い
部
分
に
の
み
見
ら
れ
る
)

海
底
上
位
面
は、
水
深三
〇
～
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
西
部
の
白
老

沖
で
狭
く
、
東
部
で
は
次
第
に
幅
が
広
く
分
布
し
て
い
る
平
坦
面

で
、
場
所
に
よ
り
陸
棚谷
が
み
ら
れ
る
。

海
底
下
位
面
は、
水
深
七
五
～
一
一〇
メ
ー
ト
ル
で、
苫
小
牧

沖
よ
り
西
部
に
分
布
す
る
平
坦
面
で
あ
る
。
苫
小
牧
付
近
で
の
大

陸
棚
外
縁
は、
一四
〇
メー
ト
ル
付
近
に
あ
る
。

苫
小
牧
市
街
付
近
よ
り
、
勇
払
市
街
に
向
っ
て
海
抜
五
～
七
メ

ー
ト
ル
の
浜
堤
列
(砂丘
列)
が、
弧
状
に
分
布
し
て
い
る
が、丁

度
、
そ
れ
ら
が
海
底
に
没
す
る
か
の
よ
う
に
、
連
続
状
に
海
底
に

も
分
布
す
る
。
この
海
底
浜
堤
列
が
安
平
川
河
口
付
近
よ
り
南
東

方
向
に
分
布
し
て
い
る
。
水
深
八
～二
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
比

苫小牧沖の海底区分図 (茂木の資料による)
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高
四
メ
ー
ト
ル
前
後
の
も
の
が、
基
底
の
幅
七
〇
〇
～
一〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
で
、
実
に
約
一
一キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
連
結
し
て
分
布
し

て
い
る
。
そ
の
外
側
に
も、
苫
小
牧
沖
合
の
水
深二
〇
～三
〇
メ

ー
ト
ル
の
間
に
も
、
や
、
比
高
が
小
さ
い
一
メ
ー
ト
ル
内
外
の
海

底
浜
堤
列
が、
前
記
の
も
の
に
ほ
ぼ
平
行
に
分
布
し
て
い
る
。

東
の
鵡
川
沖
に
は、
海
底
上
位
面
を
浸
食
し
た
化
石
谷
が
み
ら

れ
、
と
く
に
水
深
一
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
よ
り
沖
合
に
扇
形
の
海
底

地
形
が
み
ら
れ、
三角
州
の
様
相
を
も
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
三

角
州
の
頂
置
層
が
水
深
一
〇
メ
ー
ト
ル、
そ
の
外
側
の
水
深
一二

メ
ー
ト
ル
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に、
急
斜
面
を
も
つ
前
置
層
が
存
在

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

水
深
七〇
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で、
化
石
谷
で
あ
る
陸
棚谷
が
み

ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
大
規
模
な
海
底
三
角
州
状
の
沈

水
地
形
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
海
底
地
形
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
考
え
て

み
る
。
三段
の
海
底
平
坦
面
は
広
く
日
本
各
地
に
見
ら
れ
る
も
の

で
、
最
も
深
い
と
こ
ろ
の
海
底
下
位
面
は、
更
新
世
ウ
ル
ム
氷
河

期
の
う
ち
で
最
大
期
(二
万
年
前
頃)
の
海
水
面
が
低
下
し
て
い

苫小牧沖の沈水地形 (茂木による).
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苫
小
牧
市
史
上
巻

た
時
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で、
大
陸
棚
の
外
縁
に
連
続
す
る
も
の
で、
マ
ン
モ
ス
象
や
旧
石
器
時
代
人
が
大
陸
か
ら
渡
来
し
た
当
時
の

海
岸
平
野
で
あ
る
。

海
底
上
位
面
に
は
、
こ
の
面
を
浸
食
し
た
河
川
の
跡
で
あ
る
化
石
谷
(陸
棚
谷
)が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
河
川
は、ウ

ル
ム
最
大
期
当

時
と
考
え
て
み
る
と
し
て
も
、
こ
れ
よ
り
も
古
い
時
代
の
平
坦
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
海
底
上
位
面
は、
海
底
下
位
面
よ

り
も
古
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

浜
堤
列
の
形
成
物
は、
支
笏
噴
出
物
の
台
地
から
の
侵
食
さ
れ
た
砂
と
、
海
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
砂
と
が、
砕
波
帯
付
近
で
堆
積
し

て
形
成
し
た
バ
ー
で
あ
る
。
現
在
よ
り
海
水
面
の
高
か
っ
た
、
縄
文
海
進
時
に
形
成
し
、
そ
の
後
の
海
面
低
下
に
よ
っ
て
離
水
し
た
も
の

が
、
陸
上
の
浜
堤
列
で
あ
ろ
う
。
ウ
ル
ム
最
大
期
以
降
の
沖
積
世
前
期
にバ
ー
が
形
成
さ
れ、
気
候
の
暖
化、
海
面
上
昇
等
に
よ
り
、
沈

水
し
た
も
の
が
海
底
浜
堤
列
で
は
な
か
ろ
う
か。
と
く
に
浜
堤
列
の
形
成
で
み
る
と
、
リ
ッジ
は
海
面
上
昇
期
の
上
げ
潮
流
の
は
た
ら
き

に
よ
る
影
響
が
大
き
いと
考
え
ら
れ、
浜
堤
列
の
大
き
さ
は
波
浪
の
大
き
さ
、
海
流
の
強
さ
に
密
接
に
関
係
が
あ
り
、
充
分
な
砂
の
供
給

が
可
能
な
こ
の
地
域
で
は、
大
規
模
な
も
の
が
多
い
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
海
岸
の
平
均
勾
配
が
一〇
〇
分
の
一
～
三
付
近
が
最
も
よ
く
形

成
さ
れ
る
よ
う
だ
が、
苫
小
牧
沖
で
は
一
〇
〇
分
の
一
で
あ
り
形
成
条
件
に
も
よ
く
合
っ
て
い
る
。
冬
季
間
の
け
わ
し
い
波
が
海
岸
に
あ

た
っ
て
バ
ー
を
成
長
さ
せ
る
と
さ
れ
て
お
り
、苫
小
牧
海
岸
で
は
冬
季
の
波
高
の
最
大
は
、約
四
メ
ー
ト
ル
で
(南
南
東
の
風
の
と
き
発
生
し

て
い
る)
海
底
の
バ
ー
の
比
高
は
一
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
海
底
浜
堤
列
や
浜
堤
列
の
形
成
期
は
、
現
在
よ
り
、
波
浪
が

大
き
く
、
海
面
上
昇
期
の
上
げ
潮
流
も
大
き
く
、
砂
の
供
給
(台
地の
浸
食
量が
大
き
かっ
た)
等
も
充
分
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈引
用
並び
に
参
考
文
献〉

『北
海
道
の
土
地
利
用
』
札
幌
‒
苫
小
牧二
〇
万
分
の
一土
地
利
用
図
説
明
書
昭
和三
十
七
年
北
海
道
開
発
庁

金
森
定
敏
・『苫

小
牧
周
辺
の
地
質
と
地
史』ー
「郷
土
の
研
究
2
」
昭
和
四
十
二
年
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

112



『北
海
道
河
川
一
覧
』
北
海
道
治
水
砂
防
海
岸
事
業
同
盟
昭
和
四
十
五
年
北
海
道
土
木
部
河
川
課

水
野
信
彦
・
他
『
河
川
の
生
態
学
』
昭
和
四
十
六
年
築
地
書
館

堀
江
正
治
・
『日
本
の
湖
』
昭
和三
十
九
年
日
経
新
書

水
野
寿
彦
・
『池
沼
の
生
態
学
』
昭
和
四
十
六
年
築
地
書
館

『支
笏
湖
周
辺
の
生
物』
昭
和
四
十三
年
王
子
製
紙
株
式
会
社

『ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺
の
自
然
保
存
に
つ
い
て
の
資
料
』
昭
和
四
十三
年
市
立
苫
小
牧
図
書
館
付
属
郷
土
博
物
室

岩
城
英
夫
・
『草
原
の
生
態
』
昭
和
四
十
六
年
共
立
出
版

田
村
昇
一
・
『樽
前
粗
粒
火
山
灰
地
に
見
出
さ
れ
る
構
造
土
に
つ
い
て』‒
「日
本
土
壤
肥
料
科
学
雑
誌」
第
三
十
四
巻
第三
号
昭
和三
十
八
年

森
寿
美
衛
『北
海
道
海
岸
砂
嘴
砂
洲
砂
丘
の
景
観』‒
「地
理
要
録」
昭
和
十
二
年

『地
学
事
典』
平
凡
社
昭
和
四
十
六
年
地
団
研
地
学
事
典
編
集
委
員
会

藤
田
郁
男
・『札

幌
‒
苫
小
牧
低
地
帯
の
第
四
系
』‒
「第
四
紀
」
[
十
四
昭
和
四
十
四
年

鳥
居
栄
一
郎
『北
海
道
鵡
川
の
埋
積
地
形
と
伏
流
水
に
つ
いて
』
地
学
雑
誌
昭
和三
十
八
年

茂
木
昭
夫
『
北
海
道
勇
払
原
野
沖
海
底
の
沈
水
地
形
』
第
四
紀
研
究
昭
和三
十
九
年
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第
五
章
火
山
と
地
震

第
一
節
樽
前
山
と
そ
の
噴
火

樽
前
山
(一
、〇
二
三
・
ハ
メ
ー
ト
ル)
は、
支
笏
湖
を
と
り
ま
く
外
輪
山
の
南
東
上
に
噴
出
し
て
で
き
た
火
山
で
あ
る
。
樽
前
山
の
最
初

の
活
動
は
約
九、
〇
〇
〇
年
前
よ
り
は
じ
ま
る
。
樽
前
山
の
基
で
あ
る
支
笏
湖
は
、
東
西
約
一三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最
短
部
は
約
五
キ
ロ

メー
ト
ル
の
マ
ユ
形
を
し
た
、
水
深
三
六
三
メ
ー
ト
ル
の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
。

湖
底
は
中
央
部
に
ほ
ぼ
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
部
が
あ
る
。
湖
面
が
海
抜
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
あ
る
の
で
、
湖
底
は
海
面
下
一
〇
〇
メ

ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。
周
囲
の
外
輪
山
は
約
五
〇
〇
～
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
地
な
の
で、
約
九〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
深
く
落
ち
込
ん
だ

湖
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
支
笏
火
山
は
、今
か
ら
三
万
二
、〇
〇
〇
年
前
に
大
規
模
な
火
山
灰
や
軽
石
を
降
ら
せ
る
熱
雲
式
噴
火
を
行
い
、
国
道三
六
号
線
沿

い
に
美
付々
近
で
み
る
こ
と
の
で
き
る
化
石
林
が
で
き
た
。
こ
の
樹
木
の
状
態
か
ら
み
る
と
数
百
度
の
高
温
の
降
下
軽
石
で、
エ
ゾ
マ

ツ
を
主
体
と
し
た
森
林
を
埋
め
つ
く
し
、
む
し
焼
き
状
態
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
降
下
軽
石
堆
積
物
の
噴
出
の
後
、
そ
れ
に
引
き
つづ
い
て、
そ
の
一
〇
倍
に
相
当
す
る
量
の
軽
石
流
堆
積
物
が
数
回
に
わ
た
っ
て

噴
出
し
た
。
こ
の
た
め
に
山
体
は
陥
没
し
て
カ
ル
デ
ラ
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
の
降
下
軽
石
の
噴
煙
の
高
さ
は
約
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

爆
発
の
圧
力
は
二
・五
キ
ロ
バ
ー
ル
で
、
東
南
東
に
む
け
広
く
分
布
し
、
エリ
モ
岬
付
近
で
も
五
〇
セ
ンチ
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
。
こ
の
量
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苫
小
牧
市
史
上
巻

は
一
二
・
五
～二
五
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で、
軽
石
流
堆
積
物
の
量
は
約
一〇
〇
～
一
三〇
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
見
積
ら
れ
て
い

る
。
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
一
八
八
三
年
の
クラ
カ
ト
ア
火
山
の
噴
火
の
数
倍
も
大
き
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

カ
ル
デ
ラ
は
初
め
円
形
で
あ
っ
た
が、
北
西
方
向
の
割
れ
目
に
そ
っ
て
火
山
活
動
が
は
じ
ま
り、
風
不
死
岳
(一
、一
〇
三
メー
ト
ル)

恵
庭
岳
(一
、
三二
〇
メー
ト
ル
)
樽
前
山
の
順
に
次
と々
火
山
が
で
き
て、

マ
ユ
形
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

風
不
死
岳
は
早
く
噴
火
活
動
を
お
え
た
の
で、
円
錐
形
の
形
で
あ
っ
た
の
が
、
か
な
り
山
体
が
浸
食
さ
れ
て
い
る
。

恵
庭
岳
は
主
と
し
て
溶
岩
流
に
よ
っ
て
で
き
た
円
錐
形
の
火
山
で
あ
り
、
頂
上
部
に
は
東
に
開
い
た
火
口
と
そ
れ
に
続
い
た
裂
け
目
が
あ

り
、
今
も
噴
煙
を
出
し
て
い
る
。

樽
前
山
で
は、
樽
前
山2層
と
よ
ば
れ
る
降
下
軽
石
堆
積
物
に
よ
っ
て、
噴
出
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き、
そ
の
年

代
は
今
か
ら
お
お
よ
そ
八
九
四
〇
年
前
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

噴
火
活
動
の
時
期
から
、
樽
前
山
・
d
期、
樽
前
・
に期、

樽
前
b
期、
樽
前
a期、

中
央
火
口
丘
期
の
五
期
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

現
在
は、
中
央
火
口
丘
期
に
相
当
し
、
軽
石
噴
出
や
溶
岩
の
粘
性
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
に
、
円
頂
丘
(ド
ー
ム)が

形
成
さ
れ
た
り
、

大
爆
発
が
あ
っ
た
り
し
た
火
山
活
動
が
あ
っ
た
。
現
在
の
ド
ー
ム
は
明
治
四
十
二
年
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

樽
前
山
の
頂
上
部
は
直
径
一
・
二
×
一
・
五
キ
ロ
メー
ト
ル
の円
形
の
外
輪
山
が
あ
り、
さ
ら
に
低
い火
口
丘
と
そ
の
火
口
内
に
高
さ

一
三四

メー
ト
ル
、
直
径
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
溶
岩
円
頂
丘
が
あ
っ
て
三
重
構
造
で
あ
る
。

樽
前
山
の
噴
火
の
最
も
古
い
記
録
は
、
松
前
藩
史
料
に
、
寛
文
七
年
八
月
六
日
(一
六
六
七)「樽

前
山
崩
れ、
其
響
き
当
国
聞
ゆ、
震

動
津
軽
に
及
ぶ
」
と
記
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
後
、
大
小
合
わ
せ
て
七
〇
回
以
上
も
あ
っ
た
。

と
く
に
被
害
の
著
じ
る
し
か
っ
た
大
噴
火
は、
寛
文
七
年
(一
六
六
七)、元

文
四
年
(一
七三
九)
の
「降
灰
多
く
、
七
月二
十
三
日
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年 代 火 山形 成 史 と層 序 噴 火史 その他 との 対比
現 在
(AD
1950)

(一部破壊)
↑

溶岩円 頂丘 Ⅱ形成
昭和19-30年 (1944-1955年)
大正6‒昭和11年 (1917-1936年)
明治42年 (1909年)(大井上、1909)

(完全破壊)
←

溶岩円頂 丘 Ⅰ形 成
文化年間(1817～(1804年 (北游乗)

(寛政11年、1799、円頂丘未形成)

200 降 下 軽 石 堆 積 物
→ 一 部 ス コリ ア流

降下 スコ リア堆 積物

(元文4年(1739年)(津軽秘鑑)
1Ta-IIao火山灰層(瀬尾他、1968)

300 寛文7年 (1669年)(津軽秘鑑)
Ta-a
期

降下軽石堆積物(上部)
軽 石 流 堆 積 物
降下軽石堆積物(下部)

400 千歳竪穴住居址
(河野、1932)(活 動休止)

500
軽 石 流 堆 積 物Ta-b

期 降 下 軽 石堆 積 物

600 沼の端アイヌ丸木舟
770±80y. B.P

1600
Ta-C1

C2
期

降 下軽 石堆 積物
降下スコリア堆積物

3000

(活 動休止 ) 美々貝塚 4500±140y.B.P(1967)
植苗貝塚 5640±100y.B.P(1973)

5000

Ta-dı
Ta-d2
期

降下軽石・スコリ ア
堆積物

(↑ 樽前山の形成)
9000
年前

噴火活動開始
8940±160y.B.P(佐藤、1971)

Ta-d期以降の樽前山の活動史 (勝井の資料にもとずく)
※B.Pは1950年を基準として、これより何年前かをあらわす。
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中
央
火
口
丘
期

明治7年 (1874年)(開拓使日誌)
Ta-Ilao火山灰層 (瀬尾他、1968)-

100

カ ル デ ラ陥没

590±130y.B.P(曾屋、1972)
580±80y.B.P有珠火山灰Us-b層

(大場、1970)

(活 動休止)

1640±90y.B.P(山田、1967)

降 下 軽 石堆 積 物



一八
八三

明
治
一六
年
一
一月
一五
日

一八
八
三
明
治
一
六
年
一
〇
月
七
日

明
治
一
六
年
一
〇
月
一八
日

一
八
八三

一八
七
四

一
八
七
四

明
治
七
年
二
月
八
日

明
治
七
年
二
月
一六
日
噴
火

大
噴
火
(円
頂
丘
崩
壊)

あ
り
)

暗
黒
)

(死
者
、
家
屋
の
埋
没

(降
灰
多
く二
三
日
は

(震
動
津
軽
に
及
ぶ
死

模
西一九
〇
九

一
八
九
四

一八
九
四

一八
八
七

一八
八
七

明
治二
〇
年
一
〇
月
七
日

一八
八
七
明
治
二
〇
年
九
月
三日

噴

一八
八
六

明
治
一
九
年
四
月
二
八
日
噴

明
治
一
九
年
四
月
一
六
日
噴

明
治
一
九
年
四
月
一五
日
噴

明
治
一
九
年
四
月
一三日

一
八
八
五

一八
八
五 暦

明
治二
七
年
八
月
一
七
日

明
治
四
二
年

一月
一
一日

明
治二
七
年
二
月
八
日

明
治二
〇
年
一〇
月
八
日

噴 噴
火 動 火 火 火 火 火 火 火 火 規

模

苫
小
牧
市
史
上
巻

は
暗
黒
」、文
化
一
年
から
一
四
年
(一
八
〇
四
～
一
八
一
七)「死

者、
家
屋
の
埋
没
あ
り…
…
…
近
傍
数
十
里
内、
砂
石
紛
飛、
死
者
無

算
…
…
…
」(北

游
乗)、
明
治
七
年
(一
八
七
四
)
二
月
八
日
「午
前
第
十
一
時
二
十
五
分、
雷
鳴
一声
天
然
忽
チ
昏
黑
…
…
…
」
(
開
拓
使

日
誌)、

等
が
あ
り
、
明
治
四
十
二
年
(一
九
〇
九)
四
月
一
七
～
一九
日
の
噴
火
に
よ
っ
て
ド
ー
ム
が
形
成
さ
れ
た
噴
火
も
あ
る
。

西

暦

邦

寛
文
九
年

寛
文
七
年
八
月
六
日

暦一
四
～
噴
火

噴
火

大
噴
火
者
多
し
)

規

大
噴
火

噴
火

大大
噴
火

大
噴
火

元
文
四
年
七
月
二
二
八
日

一
七
三
九

一
七
二
四

享
保
九
年
春

一
六
六
九

一六
六
七

一八
六
七
慶
応
三年
初
秋

一
八
七
一
明
治
四
年
一
二
月二
五
日

噴 噴 噴

火 火 火

邦

明
治
一
八
年
一月

四
日
噴

明
治
一
八
年
三月
二
六
日
噴

暦

資 活 噴 噴
火 火
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一
八
一七

一
八〇
四
～
文
化

一
～
一
四
年

一
八
八
六

一八
八
六

一八
八
六
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一
九
二
一
大
正
一
〇
年
七
月
六
日
大
噴
火

噴
火
(白
老
降
灰)

活
動

噴
火
プ
に
降
灰)

(鳴
動
八
分
モ
ー
ラ
ッ

一九
二
八

一九
二
八

一九二
八

一九
二
八

一九
二
六

一九
二六

一九
二
六

一九
二
六

一
九
二
六

一九
二
三

一九
二
三

一九
二
三

一九
二
三

一九
二
三

一
九二
三

大
正
一二
年

六
月
二
三
日
小
活
動

大
正
一二年

六
月
二
一
日
小
活
動

大
正
一
二
年
六
月
一
七
日
噴
火

一九
二
三

大
正
一二
年
二月
二
一
日
| 噴

火

活
動

小
噴
火

小
噴
火

昭
和
三年

一月
七
日
小
活
動

大
正
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
噴
火

大
正
一
五
年
一
〇
月
二
六
日
噴
火

活
動
(降
灰
札
幌
ま
で)

一九
一
八
大
正
七
年
六
月
一三
日
噴
火

大
正
六
年
五
月
一二
日
噴
火

大
正
六
年
四
月三
〇
日

大
正

六
年
五
月

一
日
小
活
動

噴
火
(多
量
降
灰
)

噴
火
(円
頂
丘
生
成)

大
噴
火

大
噴
火

一九
〇
九
明
治
四
二
年
三
月
三
日
活
動

一九
〇
九
明
治
四
二
年
二
月
一
八
日
活
動

一九
〇
九

一九
〇
九

一
九
〇
九
明
治
四
二
年

一月
二
二
日

明
治
四
二
年
二
月
六
日

明
治
四
二
年
二
月
一
〇
日

活 活 活
動 動 動

一九
二
〇
大
正
九
年
七
月
一
七
日
|

大
正
九
年
七
月
二
二
日

一
九
二
〇

一
九
一
九
大
正
八
年
五
月
四
日

一九
一
八
大
正
七
年
七
月
二
七
日
小
活
動

一九
一
七

一九
〇
九

一九
〇
九

一九
一
七

一九
一
七

一九
〇
九
明
治
四
二
年
四
月
一
二
日

明
治
四
二
年
四
月

九
日

明
治
四
二
年
五
月
一
五
日
小
噴
火

一九
〇
九
明
治
四
二
年
三月
三
〇
日

大
正
一二
年
六
月
二
九
日

一
三
～

大
正
一
二
年
七
月

四
日

大
正
一
二
年
七
月
一
七
日
小
活
動

小
噴
火

大
正
一二
年
八
月
}二三三日

小
活
動

小
活
動

噴
火

一九
二
三

一九
二
三

昭
和
三
年
九
月
六
日

昭
和
三
年
一〇
月二
五
日

昭
和
三年
一二
月
二
五
日

大
正
一二
年

八
月
二
二
日

大
正
一
五
年
一
〇
月
一
九
日

大
正
一
五
年
一
〇
月
二
日

大
正
一
五
年
一
〇
月
二
四
日

110～
噴

火

噴
火
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一九二
九
昭
和
四
年
二月
一〇
日
小
活
動

一
九
四
四

一九三
六

昭
和
一
一年
一
一月二

五
日
小
噴
火

小
噴
火

噴
火

小
活
動

小
活
動

mに
の
ぼ
る
)

(噴
煙
一〇
、
〇
〇
〇

一九
四
七
昭
和
二
二
年
秋

昭
和二
六
年

一月
二
九
日

昭
和二
六
年
七
月
二
八
日

小
噴
火

小
活
動

小
噴
火
(
勇
払
に
降
灰)

小
噴
火

一
九
五
四

一九
五
四

昭
和
二
九
年
五
月
二
日

昭
和二
九
年
一
一月
一九
日
小
噴
火

小
噴
火

(『 昭
和三
〇
年
二
月
一
四
日
小
噴
火

火
山
噴
火
は
数
一
、
〇
〇
〇
年
の
歴
史
の
中
の
一
部
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
節
の
表
の
ご
と
く
、
数
多
く
の
噴
火
期
が
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

第
二
節
温
泉
と
地
下
水

火
山
で
あ
る
と
こ
ろ
の
樽
前
山
麓
に
あ
り
な
が
ら
、
温
泉
に
は
比
較
的
に
恵
ま
れ
な
い
の
は
、
火
山
の
山
体
を
構
成
す
る
溶
岩
や
噴
出

物
が
厚
い
た
め
で
あ
る
。

次
の
三
個
所
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お、
白
鳥
湖
温
泉
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
。

1
樽
前
リ
ゾ
ー
ト
ラ
ン
ド
内
の
樽
前
川
ガ
ロ
ウ
温
泉

一号
井
(一、

五〇
〇
メ
ー
ト
ル)、自

噴、
湧
出
温
度
四
六
・
五
℃
、
一分
間
約
一
、
五
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
。
二
号
井
(一、

四
〇
〇
メー
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一九
三
一

昭
和

一九
三
一

一九
三
三

一九
三
六

昭
和
一
一年
一
一月
一五
日

昭
和
八
年
一二
月

一
日
|

昭
和
六
年
一〇
月
二
四
日

六
年
一
〇
月
一
一日

昭
和
一
九
年
七
月
二
日
小
噴
火

一
九
五
五

』

一九
五
三

昭
和二
八
年
九
月
一
四
日
頃

一九
五
一

一
九
五
一



御
前
水

御前水(植苗美々 昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵」

ト
ル)、自

噴、
湧
出
温
度
四
六
・
五
。℃、

一分
間
約
四
二
〇
リ
ッ
ト
ル
。

と
も
に
わ
ず
か
に
茶
褐
色
の
沈
澱
物
を
も
つ、
食
塩
泉
で
あ
る
。

□
錦
岡
四
九
五

一、
五
二
〇
メ
ー
ト
ル、
自
噴、
四二
〇
、一
分
間
約
一、
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
。

無
色
透
明
強
塩
味
を
も
つ
強
食
塩
泉
で
あ
る
。

ヨ
ウ
ト
ナ
イ
遊
園
地
内

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル、
自
噴、
三四
C
、
一分
間
約
四
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
。

茶
褐
色
透
明
の
食
塩
泉
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
の
地下
水
は、
石
狩
川‒
‒
支
笏
湖
地下
水
区
、
石
狩
低
地
地
下

水
系、
苫
小
牧
地
下
水
域
と
区
分
さ
れ
て
い
る
。
沖
積
層
及
更
新
統
を
帯
水
層

に
し
て
、
層
厚
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル、
透
水
能
〇
・三
～〇
・
九
、
面
積
一三

○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
分
布
状
態
か
ら
み
て、
樽
前
山
麓
に
分
布
す

る
湧
泉
地
域
と
平
野
部
で
の
地
下
帯
水
層
が
あ
る
。

湧
泉
地
域、
樽
前
山
腹
の
湧
水
は、
支
笏
湖
の
水
が
カ
ル
デ
ラ
壁
を
通
し
て

地
下
水
と
な
り
、
湧
き
出
し
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
実

は
わ
ず
か
に
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
、
モー
ラ
ッ
プ
か
ら
勇
振
川
の
源
だ
け
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
伏
流
水
の
状
態
で
湧
き
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
外、
樽
前
山
南
東
斜
面
に
あ
る
多
く
の
湧
泉
や
沼
地
な
ど
は、
海
抜
一

第
一
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一〇
〇
～
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
あ
る
湧
水、
湧
泉
が
源
の
も
の
が
多
い
。
各
河
川
水
系
の
源
頭
も三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
な
の
で
あ

る
。錦
多
峰
川
上
流
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
は、
地
表
下
二
～
三
メー
ト
ル
間
が
樽
前
熔
結
凝
灰
岩
、
以
下
二
四
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
が

火
山
砂
礫、
以
下
七
七
メ
ー
ト
ル
ま
で
が
集
塊
岩
質
凝
灰
岩、
以
下
が
支
笏
熔
結
凝
灰
岩
で
あ
った
。
こ
の
調
査
で
、
自
噴
の
約三
〇
パ

ー
セン
ト
は
樽
前
熔
結
凝
灰
岩
の
直
下
か
ら、
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
支
笏
熔
結
凝
灰
岩
の
上
部
か
ら
湧
水
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
支

笏
湖
水
系
で
あ
れ
ば
支
笏
熔
結
凝
灰
岩
の
下
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
湧
泉
の
源
が
支
笏
湖
に
続
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

沢
筋
の
湧
泉
は
樽
前
熔
結
凝
灰
岩
の
下
面
を
伝
わ
っ
て
出
て
い
て、
そ
の
温
度
は
一
五
～
一
七
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
各
河
川
も

樽
前
山
を
集
水
区
域
に
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

台
地
の
崖
下
の
湧
泉
の
よ
う
な
も
の、
例
え
ば
美
の々
御
前
水
の
よ
う
な
も
の
は、
支
笏
降
下
軽
石
堆
積
物
の
最
下
部
か
ら
の
も
の
で

あ
る
。

勇
払
原
野
の
地
下
帯
水
層
に
つ
い
て
は、
自
由
地
下
水
面
が
地
表
か
ら
二
～
三
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
あ
る
も
の
で
、
軽
石
層
や
泥
炭
層

中
に
あ
り
、
硬
度
が
高
く
、
鉄
分
も
多
く
、
水
温
の
年
間
較
差
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
下
位
に
は
、
深
度
一
八
四
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
、
厚
さ
五
～
四〇
メ
ー
ト
ルの
不
透
水
層
が
三
～
四
層
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
間

に四
層
の
厚
さ
五
～
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
被
圧
帯
水
層
が
あ
る
。
自
噴
水
量、
水
質
と
も
に
良
く
、
深
度
一四
〇
～
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
間

の
も
の
が
最
も
良
質
で
あ
る
。

こ
れ
以
下
に
な
る
と
、
水
質
が
や
や
悪
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
平
川
付
近
で
は
、
川
を
境
に
西
側
で
は
一五
〇
メ
ー
ト

ル
を
越
す
帯
水
層
が
多
い
の
に、
東
側
で
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
帯
水
層
の
地
質
の
違
い
に
原
因
が
あ
る
。
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1

ークッポロ箱

ルト
特川沙樂樂 �

地 下地 質平 面図 (0m)

炒及び社烤餅

静川社建餐 9123456

地 下地 質平面図 (-10m)
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苫
小
牧
市
史
上
巻

菇大山町生物量白 ニックボロー

01 33 4 5km

地 下地 質平面図 (-20m)

※新大日文化

はじけそり

打拼砂陳解

地 下地 質平面図 (-30m)
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沙及び砂津特

5km

地 下地 質平面図 (-40m)

第
三
節

地
震

北
海
道
の
太
平
洋
側
沖
は、
日
本
で
も
指
折
り
の
地
震
多
発
地

帯
で
あ
る
。
と
く
に
苫
小
牧
市
付
近
は
勇
払
原
野
を
中
心
に
沖
積

層
が
厚
く、
火
山
灰
地
域
で
あ
る
た
め
に、
最
も
地
盤
構
造
の
不

良
な
地
域
で、
他
の
安
定
地
域
に
比
べ
る
と
、
震
度
が
一
な
い
し

二
階
級
ほ
ど
大
き
く
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
の
地
域
も
ふ
く
め
て
、
地
震
の
原
因
は
、
地
盤
を
構
成
す
る

岩
石
が
圧
力
を
う
け
て
歪
み
が
で
き
、
や
が
て
限
界
に
達
す
る
と

岩
石
が
破
壊
さ
れ
る
。
この
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
震
と
な
っ
て

伝
わ
る
も
の
で、
日
本
海
溝
付
近
の
海
底
(エ
リ
モ
岬
沖)
に
多

い。
北
海
道
に
は
火
山
が
多
く
、
活
動
し
て
い
る
も
の
も
多
い
が

火
山
噴
火
と
大
地
震
が
同
じ
く
発
生
し
た
例
は
少
な
い
。
寛
保
元

年
(一
七
四
一)
渡
島
大
島
火
山
の
活
動
中
に
生
じ
た
も
の
の
み

で
あ
る
。

北
海
道
付
近
で
地
震
が
発
生
し
た
も
の
で、
苫
小
牧
付
近
に
影

響
し
た
と
考
え
ら
れ
た
も
の
を
一覧
に
し
た
。

125



苫
小
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市
史
上
巻

と
く
に
災
害
史
で
も
ふ
れ
ら
れ
る
が、
昭
和二
十
七
年三
月
四
日
(一
九
五
二
年
十
勝
沖
地
震)
の
震
度
N
、
昭
和
四
十三
年
五
月
十

六
日
(一
九
六
八
年
十
勝
沖
地
震
)
の
震
度
V
の
大
地
震
は、
と
く
に
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

苫
小
牧
付
近
の
中
震
強
震
(
北
海
道
周
辺
強
震
年
表
、
北
海
道
付
近
の
最
近
の
地
震
活
動、
北
海
道
の
地
震
活
動
よ
り)

一八
九
九

一八
九
九

一八
九六

一八九
六

一八
九
四

一八
八
五

一八
七
四

一八
七
二
Ⅱ

三

一八
五
六
丁
二
三

一八
四
三
N

二
五

一八
三
四
Ⅱ

九
一八
〇
四
～
一
八
一
七

一七
三
九
種

一六

一六
六
七
五
二三

寛
文
七
年
八
月
六
日

一六
四
〇
g
三
一

寛
永
一
七
年
六
月
一三
日

一六
一
一厘

二

暦

明
治三
二
年
一
一月
一〇
日
二
〇
:
五
九

明
治三
二
年
五
月
八
日
一二
:二九

一
一
〇
六

一九
:
0
0

一九
:三
三

強

一六
:三
〇

一四
:二
五

二
一
:二
二

一
二:
〇
〇

〇
六
:
〇
〇

発
震
時

一九
二
七

一
九
二
七

一九
二
六

一
九
二
六

一
九
一
八

一九
一
八

一九
二
三

一
九
一二

一九
〇
九

一
九
〇
七

一九
〇
四

一九
〇
〇

一
九
〇
〇

西
暦

昭
和
二
年
七
月
一三
日
〇
六
:
〇
八

昭
和
二
年
七
(11.1)

大
正
一
五
年
一
〇
月
一
九
日

大
正
一
五
年
二
月
四
日

大
正
七
年
一
一月

八
日

大正
七
年
九
月
八
日

大
正
二
年
二
月
二
〇
日

明
治
四
五
年
一
月
四
日

明
治
四二
年
一～
五

明
治
四
〇
年
一二
月
二
三日

明
治三
七
年
三月
一
八
日

明
治三
三
年
一
二
月
二
五
日

明
治三
三年

八
月
二
九
日

邦

十月
一
一
日
一
二
:〇八 ・と

〇
九
:二
九

一五
:
四
四

○二
:二
〇

一
八
:

○
四
:
〇
四

一
一
:三
二

発
震
.時

強 強 強 強 中
震

強 規
模

明
治
七
年

一
八
年

一月
四
日

二
月

八
日

明
治
四
年
一二
月
二
五
日

安
政
三
年
七
月二
三
日

天
保
一
四
年
三
月二
六
日

天
保
五
年
一月

一日
文
化
年
間
中

元
文

四
年
七
月
一
二
日

慶
長
一
六
年
一
〇
月
二
八
日

邦
暦

火
山
性
〇 C

火
山
性

規
模C

明
治,
九
年
一
一月
一
八
日

]九
年
六
月
一
五
日

明
治
二
七
年
三月
二
二
日

西

暦
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1

1
震

度
稚
内
|旭

川
網
走
札
幌
根
室
|
釧
路
帯
広
浦
河

地
震
回
数

一九
三
三

一
九
三
二

一九
三
一

一九
三
一

一
九
三
一

一九
三
一

一九
三
一

一
九
三
〇

一九
二
九

一九
二
八

一九
二
八

一九
二
七

昭
和
八
年
三
月
三
日

昭
和
七
年
一
一月
二
六
日

昭
和
六
年
四
月
一〇
日

昭
和
六
年
三月
三
〇
日

昭
和
六
年
三月

九
日
一二
:
四
九

昭
和
六
年
二
月
一
七
日

昭
和
六
年
一月

六
日

昭
和
五
年
一二
月
一三
日

昭
和
四
年

一月
一
一日

昭
和
三年

七
月
八
日
〇
七
:
五
二

昭
和
三年

五
月二
七
日

昭
和
二
年
一
〇
月
一
二
日

○
二
:〇
三

一二三
:二
四

〇
八
:〇
一

○
二
:
五
二

〇三
:
四
八

一二
:
二
三

二
三
:
三
三

〇
七
:
五
二

一
八
:
五
〇

○二
:
三〇

強
震

強
震

強 強

一
九
七
〇

一九
六
八

一九
六
八

一九
六
二

一九
五
二

一九
五
二

一九
五
一

一九
四
七

一
九
四〇

一
九
三九

一九
三
八

(四
九
・
九
・二
〇
現
在)

昭
和
四
五
年

一月
二
一
日

昭
和
四
三年

五
月
一
六
日

昭
和
四三
年
五
月
一
六
日

昭
和三
七
年
四
月二
三
日

昭
和
二
七
年
一
一月

五
日

昭
和二
七
年
三
月
四
日

昭
和二
六
年
一
〇
月
一
八
日

昭
和二
二
年
一
一月

四
日

昭
和
一
五
年
八
月
二
日

昭
和
一
四
年
一〇
月
二
二
日

昭
和
一三
年
八
月
一
七
日

〇
二
:二
三

一
九
:三
九

〇
九
:
四
九

一
四
:
五
八

〇
一
:五
八

一
七
:
二
六

〇
九
:
〇
九

○
○
:
〇
八

二
三
:
三
九

一
〇
:
四
六

十
勝
沖

一
九
六
八

十
勝
沖

一
九
五
二

四
一 九 九

二
三

七
二

1

一
〇

五
四

五 九 プ五

一 四

二
二

1 一 八

1

二

二〇

苫
小
牧
室

蘭
函
館

| 二 六

1 一 九

| 三 八

v IVⅢ

八
六
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注
四
二
年
一
～
六
月
は
観
測
な
し
。

全
年

一二
月

二 一〇

九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

二
六 七 二 六 二 八

昭
和
四二
年

八 |

苫
小
牧
市
史
上
巻一
〇

1
1

五
八

1

注
一、
震
度
Ⅲ
以
上
。
二、
昭
和二
六
年
～
四
五
年
の
累
計
。

九
七

1

1

二
九
八

二
四 一
八

一三 五

一
四

一四 一二

三
一

一
八

三
四
七
九

三六

四
四
年

八
四

六
四

二六

五
九

七
〇

二
六 一五

四
六

四
五

四
四

五
六

六
七

1

六
〇
二

四
五
年

●

三
四
八 七
二
三 六
〇

三
四
一
六

一
七

二
五

三七 四

二
四

三
七

六
四

四
六
年

一〇
〇

1

二
七 I二
九
八

二
六

二
二

1O11

七
二 一
〇 四

二
三 11

五 五 四 二

四
七
年

九 |

二
三

1

火
山
性
地
震
の
月
別
回
数

1一八

二三三三

四
三
年九 一
六 四 一〇

七七

一三

八 六

二三

四 五

月月
年
次

計 VI
六
五

六
五

1
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昭
和
三
十
三
年

〈引
用
並
び
に
参
考
文
献
)

山
田
忍
『火
山
噴
出
物
の
堆
積
状
況
から
み
た
沖
積
世
に
お
け
る
北
海
道の
火
山
活
動
に
関
す
る
研
究』
地
団
研
専
報

湊
正
雄
・
他
『支
笏
熔
結
凝
灰
岩
に
つ
い
て
の
研
究』
地
質
学
雑
誌
昭
和三
十
八
年

勝
井
義
雄
『支
笏
降下
軽
石
堆
積
物
に
つ
い
て
の
研
究』
火
山
昭
和三
十
四
年

河
角
広
『北
海
道
に
お
け
る
地
震
活
動
』
昭
和二
十
八
年
十
勝
沖
地
震
災
害
誌

河
角
広
『北
海
道
火
山
噴
火
誌
』
昭
和二
十
八
年
十
勝
沖
地
震
災
害
誌

河
角
広
『北
海
道
火
山
噴
火
誌
』
昭
和二
十
八
年
十
勝
沖
地
震
災
害
誌

河
角
広
『十
勝
沖
地
震
並
に
北
海
道
の
地
震
活
動
』
昭
和二
十
八
年
十
勝
沖
地
震
災
害
誌

武
者
金
吉
『北
海
道
の
地
震
活
動』

昭
和二
十
八
年
十
勝
沖
地
震
災
害
誌

『苫
小
牧
測
候
所
地
震
観
測
記
録
簿
』(昭
和二
十
八
年
～
昭
和
四
十
九
月
六
月
)

森
谷
虎
彦
『北
海
道
地
下
水
誌(1)』

佐
々
保
雄
教
授
還
歷
記
念
論
文
集
昭
和
四
十
二
年

『苫
小
牧
の
気
象
』
苫
小
牧
市
・
苫
小
牧
測
候
所
昭
和
四
十
九
年

『苫
小
牧
東
部
大
規
模工
業
基
地
の
地
下
構
造
と
地
下
水
』
北
海
道
開
発
局
昭
和
四
十
八
年
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第
六
章

植
物

第
一
節
植
物
相
的
特
徵

苫
小
牧
地
方
の
植
物
分
布
は、
Ronald

Good
博
士
(一
九
四
七
)の
提
唱
に
よ
る
と
、
日
華
区
系
に
属
し
、
そ
の
中
で
も
北
部
の
温
帯

亜
区
系
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
亜
区
系
は
、
低
地
で
い
う
と
東
部
で
は
東
北
地
方
(宮
城県
・
新
潟県
の
北
部‒
北
緯三
八
度
線
以
北)
か
ら
北

海
道
・
南
千
島
・
南
樺
太、
大
陸
で
は
華
北
と
満
州、
朝
鮮、
沿
海
州
に
及
び
、
高
地
で
は
中
国
西
南
部
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク

シ
東
部
に
及
ぶ
地
域
で
あ
り、
日
本
に
お
いて
は、
更
に
日
本
温
帯
南
部
区
(石
狩
低
地帯
まで)

と
南
樺
太
・
南
千
島
・
北
海
道
区
(石

狩
低
地
帯以
北)
と
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
苫
小
牧
地
方
は
こ
の
両
区
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
(第
一
図
)

北
海
道
を
中
心
に
し
た
生
物
分
布
の
境
界
線
に
つ
いて
は、
こ
れ
よ
り
先
に、
神
保
小
虎
博
士
(一
八
九
二
)が
北
海
道
及
び
千
島
列
島

の
植
物
相
に
つ
いて
論
じ
、津
軽
海
峡
と
エ
ト
ロ
フ
水
道(エト

ロ
フ
島と
ウル
ップ
島
と
の
間)と

に
も
っ
と
も
重
要
な
分
布
線
が
認
め
ら
れ
る

と
し
、
こ
れ
に
次
ぐ
重
要
な
処
と
し
て
、苫
小
牧
～
札
幌
～
石
狩
を
結
ぶ
石
狩
低
地
帯
を
挙
げ
て
い
る。ま

た
、
館
脇
操
博
士
(一
九
四
〇
)

は
、
北
日
本
の
植
物
相
を
森
林
を
構
成
し
て
い
る
樹
種
の
分
布
状
態
か
ら
論
じ
、
北
海
道
の
植
物
相
を、
石
狩
低
地
帯
を
境
に
し
て
二
分

し
て
い
る
。
こ
の
地
帯
よ
り
北
東
部
の
地
域
は、
南
樺
太、
南
千
島
に
類
似
し
た
植
物
相
と
し
、
そ
れ
よ
り
南
西
部
は
本
州
北
部
の
地
域

と
共
通
し
た
植
物
相
で
あ
り
、
北
海
道
南
部
と
本
州
北
部
の
間
に
は
津
軽
海
峡
が
あ
る
が、
植
物
相
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り

も
石
狩
低
地
帯
の
北
と
南
で
の
ち
が
いの
方
が
目
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て、
後
志
地
方
～
苫
小
牧
地
方
か
ら
北
東
に
む
か
つ
て
次
第
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苫
小
牧
市
史
上
巻

1南樺太・南千島・北海道区
2日本温帯南部区
3日鮮暖帯区
4満州区
5朝鮮区
6華北区
7華中区

欧州シベリア区系
(4) 2

西アジア及び中央アジア区系

5

6

アフリ カ印度
砂漠区系

区華.日
7

印度区系

第1図 日華区系(Sino-Japanese Region)の区分

に
北
海
道
的
な
植
物
相
に
移
り
か
わ
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
北
海
道
の
植
物
相
を
二
分
し

て
いる
石
狩
低
地
帯
は、
更
新
世
に
は
海
峡

を
形
成
し
て
、
北
海
道
を
南
西
部
と
北
東
部

と
に
分
け
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
後
、

完
新
世
初
期
に
は
海
退
に
よ
っ
て
陸
橋
と
な

っ
て
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
気
候
的
に
も
南
西
部
と
北
東
部
と

で
は
、
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
南
西
部
地
域

で
は
比
較
的
温
暖
で
、
年
平
均
気
温
が
七
～

十
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
北
東
部
地
域
の.

大
部
分
は
寒
冷
な
気
候
を
示
し
、
年
平
均
気

温
も
五
～
六
度
に
す
ぎ
な
い。

(日
本
の
気
候

一
九
五
八
よ
り
)

そ
し
て
、
この
石
狩
低
地
帯
の
北
東
部
地

域
に
は
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
亜
寒

帯
的
要
素
を
有
す
る
樹
木
の
分
布
密
度
が
高
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く
、
一方
南
西
部の
地
域
に
は、
コ
ナラ
・
ヌ
ル
デ
更
に
南
部
で
は
ブ
ナ
な
ど
の
温
帯
的
要
素
を
有
す
る
樹
木
の
分
布
が
み
ら
れ
て
お
り

石
狩
低
地
帯
あ
た
り
を
分
布
の
北
限
と
し
て
い
る
南
方
系
植
物
や、
こ
の
地
域
を
分
布
の
南
限
と
し
て
い
る
北
方
系
植
物
が
数
多
く
知
ら

れ
て
い
る
。

南
方
系
の
植
物
と
し
て
は、
コ
ナ
ラ
・
ノ
ブ
ド
ウ
・
ハ
リ
ブ
キ
・
ク
リ
・
マ
ルバ
シ
モ
ツ
ケ
・
ヌ
ル
デ
・
ミ
ズ
ア
オ
イ
・
ミ
ツ
バ
ア
ケ

ビ
・
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
な
ど
が
自
生
し
て
いる
。
ま
た
、
北
方
系
の
植
物
と
し
て
は
、
ド
ロノ
キ
・
オ
ヒ
ヨ
ウ
(ア
ツ
ニ
)
・
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ

ミ
シ
・
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
・
ケ
ヤ
マ
ハン
ノ
キ
・
オ
ガ
ラバ
ナ
(ホ
ザ
キ
カ
エ
デ
)・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ヤ
チ
ハン
ノ
キ
・
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
・
ヤ
チ

ダ
モ
・
エゾ
ニ
ワ
ト
コ
・
ツリ
バ
ナ
・
ニ
リン
ソ
ウ
・
フ
クジ

ュソ
ウ
・
ミ
ヤ
マ
ハン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
・
エ
ゾ
ニ
ウ
・
ジ
ン
ヨ
ウ
イ
チ
ヤ
ク

ソ
ウ
・
ベニ
バ
ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
・
ノ
リ
ウ
ツギ
・
オ
オ
イ
タ
ド
リ
・
ア
カ
ネ
ム
グ
ラ
な
ど
が
自
生
し
て
お
り、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
分

布
上
で
は
更
に
本
州
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
し
、
ト
ド
マツ
・
エ
ゾ
マ
ツ
・
エ
ゾ
キ
ケ
マン
な
ど
の
よ
う
に
本
州
に
ま
で
お

よ
ば
ず
、
本
道
内
に
と
、
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

石
狩
低
地
帯
を
中
心
と
し
た
主
な
自
生
植
物
の
分
布
境
界
線
を
示
す
と
、
第
二
図
～
第
一
二
図
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
苫
小
牧
地
方
の
植
物
相
は
、
一方
で
は
東
北
地
方
から
北
上
し
て
き
た
温
帯
的
要
素
(南方
系
種)
が
道
南
地
方
か
ら
道

北
、
道
東
へ
と
分
布
の
範
囲
を
ひ
ろ
げ、
他
方
で
は、
樺
太、
千
島
を
経
由
し
て
南
下
し
て
き
た
亜
寒
帯
的
要
素
(北
方系
種)
が
道
南
西

部
更
に
本
州
へ
と
分
布
し
て
い
っ
た
過
程
の
中
で、
両
要
素
が
混
在
す
る
こ
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ、
植
物
相

の
複
雑
さ
、
多
様
さ
と
と
も
に
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
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苫
小
牧
市
史
上
巻第
二
節
植
物
地
理
学
上
か
ら
み
た
分
布

苫
小
牧
地
方
に
自
生
す
る
植
物
を
、
分
布
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
な
が
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ノ
ゲ
シ
・
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
・
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
・
イ
ヌ
ホ
ホ
ズ
キ
・
ウ
ツ
ボ
グ
サ
・
ハ
コベ
・
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
・
ナ
ズ
ナ
・
ス

ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
・
エノ
コ
ロ
グ
サ
な
ど
寒
帯
か
ら
温
帯
に
は
い
り
こ
ん
だ
も
の
や
、
オ
ナ
モ
ミ
・
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
・メ
ヒ
シ
バ
・
イ
ヌ
ビ

ユ
な
ど
熱
帯
か
ら
は
い
り
こ
ん
で
き
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
人
類
が
そ
の
移
動
と
と
も
に
ば
ら
ま
い
た
か、
色
な々
動

物
や
風
に
よ
っ
て
世
界
に
広
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
水
中、
水
辺
に
み
ら
れ
る
ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ
・
ヨ
シ
・
ク
サ
ヨ
シ
・
ガ
マ
・
エ

ビ
モ
・
イ
ト
モ
・
イバ
ラ
モ
な
ど
は
鳥
や
潮
流
に
よ
っ
て
広
が
った
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
で、
と
も
に
世
界
種
(Cosmopolitan

species
)
で
あ
る
。

寒
帯
に
広
く
分
布
し
、
ヨ
ー
ロ
ッパ
・
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
北
ア
メ
リ
カ
北
部
に
分
布
す
る
共
通
種
に、
ヤ
ナ
ギ
タ
ウ
コ
ギ
・
エ
ゾ
ム
カ

シ
ヨ
モ
ギ
・
エゾ
ノ
チ
チ
コ
グ
サ
・
ハ
マベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
・
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
・
コ
ケ
モ
モ
・
ミ
ネ
ズ
オ
ウ
・
ベ
ニバ
ナ
イ
チ
ャ
クソ
ウ
・

コ
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
・
ヌ
マ
ゼ
リ
(サワ
ゼ
リ)
・
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
・
ミ
ヤ
マ
タ
ニ
タ
デ
・
エ
ゾ
レ
ン
リ
ソ
ウ
・
エ
ゾ
イ
チ
ゴ
・
エ
ゾ
ノ
ミ
ツ
モ

ト
ソ
ウ
・
ネ
コ
ノ
メソ
ウ
・
ナ
ガ
バ
ツ
メ
ク
サ
・
エ
ゾ
ホ
ソ
イ
・
カ
ワ
ズ
ス
ゲ
・
エ
ゾ
ミ
ク
リ
な
ど
が
あ
り
、
北
半
球
の
広
分
布
種
で
あ
・

る
。
同
じ
北
半
球
の
広
分
布
種
で
温
帯
か
ら
暖
帯
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
は、
ヤ
ナ
ギ
タ
ン
ポ
ポ
・
レ
ン
プ
ク
ソ
ウ
・
タ
ヌ

キ
モ
・
コ
タ
ヌ
キ
モ
・
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
・
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
・
ヤ
ナ
ギ
ト
ラ
ノ
オ
・
オ
オ
ウ
メ
ガ
サ
ソ
ウ
・
ス
ギ
ナ
モ
・
フ
サ
モ
・
キ
ツ
リ
フ

ネ
・
ハ
マエ
ン
ド
ウ
・
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
・
ク
ロバ
ナ
ロ
ウ
ゲ
・
オ
オ
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
・
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
・
モ
ウ
セ
ン
ゴ

ケ
・
ス
カ
シ
タ
ゴ
ボ
ウ
・
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
・
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
・
ハ
マ
ハ
タ
ザ
オ
・
タ
ガ
ラ
シ
・
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
・
オ
オ
ヤ
マ
フ
ス
マ
・
ハ
マ
ハ
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コベ
・
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
・
ギ
ョ
ウ
ジ
ャニ
ン
ニ
ク
・
イ
グ
サ
・
ク
サ
イ
・
ヒ
メ
ワ
タ
ス
ゲ
・
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
・
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
・
ホ
ソ

バ
ノ
シ
バ
ナ
・
エ
ビ
モ
・
ヒ
ル
ム
シ
ロ・
ミ
ク
リ
な
ど
が
あ
る
。
以
上
の
植
物
は
人
類
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
が、
多
く
は
人

に
よ
ら
な
い
で
分
布
し
た
も
の
で
あ
り
、
ヨー
ロ
ッ
パ
・
アジ
ア
大
陸
か
ら
北
ア
メリ
カ
大
陸
へ、
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッパ

・
アジ
ア
大
陸
へ
と、
過
去
に
お
い
て
北
の
方
が
今
よ
り
も
っ
と
暖
か
か
っ
た
頃
に、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
通
路
に
し
て
、
広
が
っ
て
き

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
な
か
に
も
湿
地
や
水
中
に
生
育
す
る
も
の
が
か
な
り
多
い
が、
そ
れ
は
小
さ
い
種
子
が
泥
と
い
っ
し
ょ

に
鳥
の
足
に
つ
い
た
り
、
食
べ
ら
れ
て
小
鳥
に
つ
い
て
移
動
し
排
泄
さ
れ
て
分
布
が
広
が
った
り
、
潮
流
に
よ
っ
て
分
布
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

カ
セン
ソ
ウ
・
オ
グ
ル
マ
・
オ
ナ
モ
ミ
・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
タ
ウ
コ
ギ
・
エ
ゾ
ノ
キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
・
コ
ウ
ゾ
リ
ナ
・
サ
ク
ラ
ソ
ウ

・
オ
オバ

キ
ス
ミ
レ
な
ど
は
ヨ
ー
ロ
ッパ
か
ら
日
本
に
ま
で
分
布
し
て
い
る
植
物
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
アジ
ア
大
陸
と
の
共
通
種
で
あ
り

北
ア
メ
リ
カ
に
は
分
布
し
な
い。
こ
れ
ら
の
温
帯
植
物
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
が
、
西
方
に
分
布
を
広
げ
て
い
く
通
路
(渡
り
廊下)

に
な
っ
て

お
よ
そ
一
五
万
年
ほ
ど
前、
今
よ
り
も
っ
と
気
温
が
低
く、
朝
鮮
と
日
本
列
島
が
陸
続
き
で
あ
っ
た
頃
に、
低
地
を
つ
た
っ
て
朝
鮮
半
島

を
へ
て
、
北
九
州
に
あ
ら
わ
れ
、
さら
に
中
国
山
脈
から
中
部
地
方
に
お
よ
び
、
北
海
道
に
ま
で
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
陸
続
き
の
と
き
に
沿
海
州
か
ら
樺
太
を
へ
て、
北
海
道
に
南
下
し
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
ほ
か
に、
北
ア
メ
リ
カ
と
東
アジ
ア
大
陸
と
の
共
通
種
と
し
て、
ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
・
マコ
モ
・
ネ
ズ
ミ
ガ
ヤ
・
ホ
オ
ノ
キ
・
キ

タ
コ
ブ
シ
・
サ
ン
カ
ヨ
ウ
・
エ
ゾ
ヤ
マ
ハ
ギ
・
フ
ッ
キ
ソ
ウ
・
ミ
ツ
バ
・
ヤ
ブ
ニ
ン
ジ
ン
・
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ
・
ノブ
キ
・
ヤ
マ
ハ
ハ
コ・ノ

コ
ギ
リ
ソ
ウ
・
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
(ハ
ルフ
ヨ
ウ)
・
ハン
ゴ
ン
ソ
ウ
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
分
布
し

な
い
植
物
で、
第三
紀
中
新
世
(一、
二〇〇

～二
、
八〇
〇
万
年
前)
に
北
方
が
温
暖
で
あ
っ
た
頃、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
通
っ
て
分
布
し

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る。
そ
の
後、
寒
い
時
代
が
や
っ
て
き
て、
氷
河
な
ど
の
た
め
に
多
く
の
植
物
が
死
滅
し
た
が、
東
ア
ジ
ア
と
北
ア
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苫
小
牧
市
史
上
巻

メ
リ
カ
だ
け
に
生
き
残
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
第
三
紀
の
残
存
(Relic)

植
物
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
種
で
あ
る
。
特
に、
山
地
に
多
く
み

ら
れ
る
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
、
北
海
道
か
ら
ア
リ
ュ
ー
シ
ャン
群
島
に

ま
で
分
布
が
お
よ
ん
で
い
る
が、
北
ア
メ
リ
カ
に
は
残
っ
て
い
な
い
。

第2図

クリ

ブナ

→
2

C

アカシデ

フタリシズカ

ブナ:日本列島固有種であるが、
北海道では黒松内低地帯以
南に分布が限られている。

クリ:石狩低地帯が北限。

第4図

アカミノイスツゲ

クズ

8
a

マコモ

サンショウ

クズ

サンショウ

マコモ:本州～北海道までの沼沢
地に自生する大形草木で
分布の北限は釧路原野の
塘路。

ク ズ:石狩低地帯が北限で鵡川
で確認されたことがある。

第3図

ミツバアケビ

コナラ

オヒョウ(アツニ)

コナラ:道南のブナに代って日高
地方にかけて分布する。
温帯性樹木。

ミツバアケビ:小樽市祝津が北限。
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第6図
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ヤマソテツ

K

18

チゴュリ

ツバメオモトエゾエノキ
ミズバショウ

エゾエノキ:江別市野幌以西が北
限。

第5図

ベニバナイチゴ

エノキグサ

ナワシロイチゴ

エビガライチゴ

ベニバナイチゴ:積丹岳が北限。

第8図

ヒヨドリバナ
●シラタマノキ

センボンヤリ
(ムラサキタンポポ)

ヨツバヒヨドリ
トチノキ

マルバシモツケ:余別岳、無意根
山が北限。

第7図

オトコエシ

マルバシモッケ

エゾゴマナ

オオカメノキ(ムシカリ)

トチノキ:本州から本道南西部に
かけて分布し札幌市手
稲～後志・銭函が北限。
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苫
小
牧
市
史
上
巻

第10図

コナスビ

ヌスビトハギ オカトラノオ

ヌスビトハギ

オカトラノオ:道南から帯広・釧
路にまで分布する
が石狩低地帯では
千歳あたりが北限。

第9図

エゾイソツツジ

ウワミズザクラ

↑

C

エゾイソツツジ
K

ゼンマイ

ムラサキヤシオツツジ

ウワミズザクラ:小樽市手宮が北
限。

第12図

フォーリーアザミ

ハリブキー

8
↑

オガラバナ(ホザキカエデ)

フオリーアザミ:北海道と千島に
分布する植物で後志の岩内附
近にまで分布している。

ハリブキ:石狩低地帯が分布の北
限。

第11図

ツルマサキ

スルデ

ミツバウツギ
ミツパウツギ

ヌルデ・ツルマサキ:本州から北
上したもので石狩低地帯から
次第に分布を広げ旭川・稚内
でも確認されている。
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第
三
節
植
物
相の
概
観

苫
小
牧
地
方
は、
海
岸
線
に
沿
っ
て
砂
丘
が
発
達
し、
そ
れ
から
低
湿
地、
丘
陵
地
へ
と
ほ
、
平
行
に
移
行
す
る
と
い
う
地
形
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
史
的
・
地
質
的
背
景
と
、
気
候
的
要
素
の
影
響
に
よ
っ
て、
植
物
相
も
帯
状
に
内
陸
に
向
っ
て
移
行
し
て
お
り、
低
湿
地

で
は
沼
沢
を
中
心
に
し
た
環
状
の
群
落
が
み
ら
れ
る
。

海
岸
砂
丘
の
植
物
群
落
の
構
成
要
素
は、
ハ
マ
ベン
ケ
イ
ソ
ウ
・
オ
カ
ヒジ
キ
・
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
・
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
・
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ

・
ハ
マ
ニ
ガ
ナ
・
シ
ロ
ヨ
モ
ギ
・
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
・
ハ
マニ
ン
ニ
ク
・
ハ
マ
ナ
ス
・
ウ
ン
ラ
ン
・
コ
ウ
ボ
ウシ
バ
・
ハ
マ
ア
カ
ザ
・
ハ
マ

ツ
メ
ク
サ
・
ヒ
メ
イ
ズ
イ
・
イ
ブ
キ
ボ
ウ
フ
ウ
・
マ
ルバ
ト
ウ
キ
・
キバ
ナ
ノ
カ
ワ
ラ
マ
ツ
バ
・
エ
ゾ
ノ
カ
ワラ
マツ
バ
・
セ
ン
ダ
イ
ハ

ギ
・
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
に
つづ
く
原
野
で
は、
カ
シ
ワ
・
ハン
ノ
キ
・
ガ
マ
ズ
ミ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
(サビ
タ)
な
ど
、
た
け
の
低
い
樹
木
に
ま
じ
っ
て、
ク

ロ
ミ
ノ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
(ハ
ス
カップ

)
・オ
オ
ヤ
マ
フ
ス
マ
・
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
・
ト
モ
エ
ソ
ウ
・
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ヨ
ウ
マ
・

オ
ニ
シ
モ
ツ
ケ
・
ク
サ
フ
ジ
・
カ
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
・
フ
タ
マ
タ
イ
チ
ゲ
・
ハ
マ
フ
ウ
ロ
・
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
・
エ
ゾ
ノ
ク
ガ
イ
ソ
ウ
・
オ
ミ
ナ

エシ
・
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
・
コウ
ゾ
リ
ナ
・エ
ゾ
ヤ
マ
ア
ザ
ミ
・
オ
オ
ノ
ア
ザ
ミ
・
カ
セ
ン
ソ
ウ
・オ
グ
ル
マ
・
スズ
ラ
ン
・
エ
ダ
ウ

チ
チ
ゴ
ユ
リ
・
エ
ゾ
ゴ
マ
ナ
・
コ
ガ
ネ
ギ
ク
・チ
シ
マ
ア
ザ
ミ
・
チシ
マ
フ
ウ
ロ
・
エゾ
カ
ン
ゾ
ウ
・ク
ロ
ユリ

・キ
ジ
カ
ク
シ
な
ど
自

生
し
て
い
る
。
沼
沢
地
に
は
エ
ゾ
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
・
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
・
マ
ルバ
オ
モ
ダ
カ
・
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
・
サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
・
ガ
マ
・
フ
ト

イ
・
ミ
ク
リ
・
ミ
ズ
ア
オ
イ
・
ミ
ズ
イ
・
サ
ン
カ
ク
イ
・
マコ
モ
・
ア
ギ
ナ
シ
・
ホ
ソ
バ
ノ
シ
バ
ナ
・
ム
ラ
サ
キ
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
・
サ
ワ

ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
。
水
生
植
物
と
し
て
は
、
イ
ト
モ
・
イ
バ
ラ
モ
・
ク
ロ
モ
・
サ
サバ
モ
・セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
・
セ
ン
ニ
ン
モ
・
ヒ
シ
・
ヒ
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苫
小
牧
市
史
上
巻

ロ
ハノ
エ
ビ
モ
・
フ
サ
モ
・
ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ・
ホ
ソ
バ
ヤ
ナ
ギ
モ
(エゾ
ヤナ
ギ
モ)・

ヤ
ナ
ギ
モ
・
ヒル
ムシ
ロ
・
タ
ヌ
キ
モ
・
コ
タ
ヌ

キ
モ
・
チ
ト
セバ
イ
カ
モ
・
ネ
ム
ロ
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
原
野
の
な
か
の
古
砂
丘
地
に
は
ハ
マ
ナ
ス
・
ウ
ラ
ジ
ロ
タ
デ
が
多
く、
ム
シ
ヤ
リ
ン
ド
ウ
・
エ
ゾ
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
・
イ
ワ
ブ
ク
ロ

(タル
マ
エソ
ウ)・

エ
ゾ
コ
ゴ
メグ
サ
・
オ
オ
マ
ル
バ
ノ
ホ
ロシ
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
。

低
湿
地
は
、
ほ
と
ん
ど
が
低
層
湿
原
で
優
占
種
は
ヨ
シ
と
ス
ゲ
類
で
あ
り
、
主
な
構
成
種
は、
水
中
要
素
と
し
て
は
、
カ
サ
ス
ゲ
・ミ

ズ
ド
ク
サ
・エ
ゾ
イ
ヌ
ゴ
マ
・
ミゾ
ソ
バ
・
セリ
・ド
ク
ゼ
リ
・エ
ゾ
ア
ブ
ラ
ガ
ヤ
・ミ
ノ
ゴ
メ
・ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ
・ク
ロバ
ナ
ロ
ウ
ゲ

な
ど
。
湿
潤
要
素
と
し
て
は、
エ
ゾ
ノ
レ
ン
リ
ソ
ウ
・
ク
サ
レ
ダ
マ
・
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
・
ホ
ソ
バ
ノ
ヨ
ツバ
ム
グ
ラ
・
ク
サ

フ
ジ
・
エ
ゾ
ヨ
モ
ギ
・
ノ
ウ
ルシ
・
ア
キ
カ
ラ
マツ
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
中
に
混
在
す
る
も
の
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
植
物
が
あ
る
。

エゾ
シ
ロ
ネ
・
エゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
・
エ
ゾ
ノ
コン
ギ
ク
・
オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
・
タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
・
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
・
ホ
ザ
キ
シ
モ
ツ
ケ
・
ホ
ソ

バ
シ
ケシ
ダ
・
コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
・
ヒ
メ
ワ
タ
ス
ゲ
・
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
・
コ
ナ
ス
ビ
・
ミ
ツ
バ
ツ
チ
グ
リ
・
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ス
ゲ
・
サ
ワ
ギ
キ

ヨ
ウ
・
ノ
ハ
ナシ
ョ
ウブ
。
湿
地の
な
か
で
も、
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
多
い
処
は、
酸
性
が
つ
よ
く
こ
の
た
め
一
般
植
物
の
生
育
が
悪
く
、
食
虫

植
物
と
し
て
知ら
れ
て
い
る
モ
ウ
セン
ゴ
ケ
が
比
較
的
多
く
そ
の
中
に
ミ
ズ
ト
ン
ボ
・
サ
ワ
ラン
・
ト
キ
ソ
ウ
な
ど
の
ラ
ン
科
植
物
や
サ

ワ
ギ
キ
ョ
ウ
・
ノリ
ウ
ツ
ギ
の
幼
木
・
マン
ネ
ン
ス
ギ
が
混
生
し
て
い
る
。

樹
木
で
は、
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
・
エゾ
ノ
コ
リン
ゴ
・
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
が
多
く
目
立
ち
丘
陵
地
近
く
で、
ヤ
チ
ダ
モ
へ

と
交
代
し
て、
次
第
に
樹
林
帯
に
移
行
し
て
いく
。
林
内
に
は、
ベ
ニバ
ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
・
ジ
ン
ヨ
ウ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
・
オ
オ
ウ
メ
ガ

サ
ソ
ウ
・
ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
・
サ
ラ
シ
ナシ
ョ
ウ
マ
・
ミ
ヤ
マ
ハン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
・
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
・
マン
ネ
ン
ス
ギ
・
ア
ス
ヒ
カ
ズ
ラ
・

ア
カ
バ
ナ
・
ウ
ス
バ
ヤ
ブ
マ
メ
・
ウ
マノ
ミ
ツ
バ
・
エ
ゾ
ミ
ズ
タ
マソ
ウ
・
オ
オ
ヤ
マ
フ
ス
マ
・
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
・
カ
ノ
ツ
メ
ソ
ウ
・
ク

サ
コ
ア
カ
ソ
・
エ
ゾ
フ
ス
マ
(シ
ラ
オ
イ
ハ
コ
べ
)・
シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
・
セ
ン
ト
ウ
ソ
ウ
・
ズ
ダ
ヤ
ク
シ
ュ
・レ
ン
プ
ク
ソ
ウ
・
ツ
ク
バ
ネ
ソ
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ウ
・
チ
ゴ
ュ
リ
・
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
・
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
・
ナ
ル
コ
ユ
リ
・
ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
(フ
タ
バ
ハ
ギ)・

ナニ
ワ
ズ
・
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ

・
ノ
ブ
キ
・
フ
ツ
キ
ソ
ウ
・
ミ
ヤ
マ
タ
ニ
タ
デ
・
ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
・
モ
ミ
ジ
ガ
サ
・
ヨ
ブ
ス
マ
ソ
ウ
・
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
・
ヤ
ナ
ギ
ト
ラ
ノ

オ
・
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
・
ヤ
ブ
マ
メ
・
ヤ
マ
ク
ル
マバ
ナ
・
ヤ
マ
ニ
ガ
ナ
・
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
在
来
の
自
生
植
物
と
は
別
個
に、
諸
外
国
か
ら
渡
来
し
、
定
着
し
た
植
物
(帰
化
植
物)
が、
近
年
次
第
に
そ
の
分
布
領

域
を
拡
大
し
つ
、
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
し
て
近
い
将
来
更
に
多
く
の
外
来
種
が
侵
入
し、
こ
の
地
方
の
植
物
相
に
対し
て
無
視
で

き
な
い
存
在
と
な
る
と
き
が
来
る
と
思
わ
れ
る
。
これ
ら
の
帰
化
植
物
を
今
の
う
ち
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
今
後
の
こ
の
地
方

の
植
物
相の
推
移
を
み
て
いく
上
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
の
で、
最
後
に
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
も
の
を
列
挙
し
て
おく
。
()
内
は

原
産
地
を
示
す
。

セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
(欧)・

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
(欧)・

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
(北
米)・

キ
ク
イ
モ
(北
米)・

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
(北

米
)・
キ
バ
ナ
コ
ウ
リ
ン
タ
ン
ポ
ポ
(欧)・

キ
ヌ
ガ
サ
ギ
ク
ー
ア
ラ
ゲ
ハン
ゴ
ンソ
ウ
ー
(北
米)・

オ
オ
ハン
ゴ
ン
ソ
ウ
(北
米)・

ハ
ナ

ガ
サ
ギ
ク
ー
ヤ
エ
ザ
キ
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ンソ
ウ
ー
(北
米
)・セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
(北
米)・

オ
ニ
ノ
ゲ
シ
(欧)・

ノ
ゲ
シ
ー
ハ
ルノ
ゲ
シ

ー
(欧)・

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
(欧)・

オ
ナ
モミ

(亜)・
ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
(欧)・

ビ
ロ
ウ
ド
モ
ウ
ズ
イ
カ
(欧)・

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

(欧
～
ア
フ
リ
カ)・

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
(欧
亜
～
ア
フ
リ
カ
)・
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
(欧)・

イ
ワ
ミ
ツ
バ
(欧
亜)・

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
(北
米)

・
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
(北
米)・シ

ロ
ツ
メ
ク
サ
(欧)・

ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
(欧)・

エ
ゾ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
(欧)・

エ
ゾ
ノ
ミ
ツ
モ
ト
ソ

ウ
(亜
寒
帯)・

マメ
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
(北
米)・

ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
(栽
培
逸
出)・

ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ
(欧
亜)・

オ
オ
ツ
メ
ク
サ
(欧)・

イ
ヌ
ビ
ユ
(
熱
帯)・

ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
ー
ア
オ
ビ
ユー

(熱
帯
ア
メ
リ
カ
)・
コ
ア
カ
ザ
(欧
亜)・

ハ
イ
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
(欧
亜)・

ソバ
カ
ズ
ラ

1

(欧、
西
亜)・

エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
(欧
亜)・

ヌ
マ
ダ
イ
オ
ウ
(欧
亜
)・
コ
ヌ
カ
グ
サ
(欧、
北
アフ
リ
カ)・

ナ
ガ
ハ
グ
サ
(欧)・

オ
オ
ア
ワ

ガ
エ
リ
(欧)。
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7.ミズ ア オ イ 4.アツ モリソウ
1.オ ガ ラ バ ナ
(ホザキカエデ)

8.アカネムグラ 5.ツバ メオモ ト
2.セン ボン ヤリ
(ムラサキタンポポ)

9. オオカメノキ
(ムシカリ) 6.ホザキノフサモ 3.イ バ ラ モ
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16.ハマベンケイソウ 13.ヤ ナ ギ ラ ン 10.エ ゾミ ク リ

17.タ ヌ キ モ 14.タ ガ ラ シ 1. ヒメワタスゲ

18.ミ ク リ 15.タ ウ コ ギ 12.エゾノキツネアザミ
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25.オオバキスミレ 22.ハエ ドクソウ 19.ハナヒリ ノキ

26.シラネアオイ
(ハルフヨウ) 23.ウ ン ラ ン 20.,ト モ エ ソ ウ

27.カナビキソ ウ 24.,フタマタイチゲ 21.チシ マフウロ
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34.マルバオモダカ 31.ヘラオモダカ 28.サ ジオモダカ

35.サワ トウガラシ 32.ク 口 モ 29.セキシ ョウモ

E
S

36.セ ン ニ ン モ 33.ヒロハノエビモ 30 ヤ ナ ギ モ
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43.ヒ ル ム シ ロ 40.バ イ カ モ 37.ネムロコウホネ

44.ムシャリン ドウ
41.イ ワ ブ ク ロ

(タルマエソウ) 38.エゾコゴメグサ

45.オオマルバノホロシ 42.ノ コ ン ギ ク 39.アケボノソウ
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52.コ ス ナ ビ 49.ミツバチッグリ 46.ジョウロウスゲ

53.ミズ トン ボ 50. ト キ ソ ウ 47.エ ゾ フ ス マ
(シラオイハコべ)

54.ウマノミツバ 51.ミズタマソ ウ 48.セン トウソ ウ
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植
物
の
図
版
一ー
五
八
は、
牧
野
植
物
図
鑑
(昭
和二
十
五
年
)

の
も
の
を
原
図
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈主
要
引
用
・
参
考
文
献
〉

大
井
次三郎

(昭
和三
十
一
年
)
日
本
植
物
誌

(昭
和
四
十
八
年
)
Atlas

of
the
Japanese

Flora
-
an
introduction

to
plant

sociology
of
East

Asia
-

Yoshio
Horikawa

58.ナ ンテンハ ギ
(フタバハギ) 57.ナ ル コ ュ リ

56.ツリ フネソ ウ

55.チ ゴ ュ リ
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神
保
小
虎
(明
治二
十
五
年
)
北
海
道
地
質
報
文

館
脇
操
(昭
和
一
五
年)
北
日
本
森
林
樹
種
の
分
布

11

桑
原
義
晴

"1

(昭
和二
十
二
年
)
北
国
の
花

(昭
和
三
十
五
年
)
北
海
道
の
植
物

(昭
和三
十
八
年
)
北
海
道
南
部
地
方
の
草
原
植
生

堀
勝
(昭
和
三
十
九
年
)
大
阪
府
植
物
誌

岡
本
幹二

(昭
和三
十
一
年
)
北
海
道
胆
振
西
南
部
植
物
誌
(予
報)

中
居
正
雄
(昭
和二
十
一
年
)
苫
小
牧
地
方
植
物
概
観

苫
小
牧
東
高
校
生
研
部
(昭
和
四
十
二
年
)
ウ
ト
ナ
イ
ト
総
合
調
査
報
告
書

中
居
正
雄
(昭
和
三
十
九
年
)
ウ
ト
ナ
イ
ト
の
植
生
「郷
土
の
研
究
第
一
号
」
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

(昭
和
四
十
二
年
)
苫
小
牧
地
方
の
植
物
分
布
「郷
土
の
研
究
第
二
号
」
苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

中
居
正
雄
(昭
和
四
十
七
年
)
勇
払
原
野
の
植
物
「勇
払
原
野
総
合
調
査
報
告
書
」
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室

中
居
正
雄

中
居
正
雄
(昭
和
四
十
八
年
)
勇
払
原
野
の
植
生
‒
植
物
群
落
の
遷
移
ー
「北
海
道
の
理
科
」
北
海
道
理
科
研
究
会
高
校
部
会
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第
七
章

動
物

第
一
節
魚
類

苫
小
牧
市
は、
都
市
郊
外
に
ウ
ト
ナ
イ
沼
・
美
湿々
原
を
は
じ
め
多
く
の
湖
沼、
湿
原
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
樽
前
山
麓
を
水
源

ろ
く

と
す
る
大
・
小
さ
ま
ざ
ま
の
河
川
は
、
火
山
灰
台
地
を
浸
蝕
し
て
太
平
洋
に
そ
そ
ぐ
。
苫
小
牧
市
管
内
に
分
布
す
る
河
川
・
湖
沼
の
数
は

せい
そ
く

実
に
多
く
、
そ
こ
に
棲
息
す
る
淡
水
魚
の
種
類
は
多
い。

一
方、
苫
小
牧
市
の
前
面
に
広
が
る
太
平
洋
は、
丁
度
苫
小
牧
付
近
の
海
域
で、
暖
流
と
寒
流
が
迎
合
す
る
。
交
通
機
関
に
害
を
お
よ

ぼ
す
霧
は、
こ
れ
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
反
面
、
暖
流、
寒
流
は
四
季
折
々
の
魚
を
苫
小
牧
に
も
た
ら
し
、
温
帯
性
、
寒
帯
性

の
海
水
魚
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
淡
水
魚

淡
水
魚
と
は、

一生
を
湖
沼
、
河
川
等
の
淡
水
で
生
活
す
る
コ
イ
、フ
ナ
な
ど
の
魚
類
と
、あ
る
一時
期
だ
け
を
淡
水
で
生
活
す
る
サ
ケ

マ
ス、ウ

ナ
ギ
な
ど
の
魚
類
が
あ
る
。ま
た
、
海
と
河
川
を
往
復
す
る
降
海
型
の
魚
類
が、
地
理
的
障
害
に
よ
り
陸
封
さ
れ、
一生
を
淡
水

で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
魚
類
も
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
淡
水
魚
の
分
布
を
み
る
と
、
津
軽
海
峡
を
境
に
し
た
南
北
で、
魚
相
が
著
し
く
異
な
る
。
津
軽
海
峡
に
は
、
生
物
地
理

学
上
で
いう
境
界
線
が
あ
り
、
こ
れ
を
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
と
いう
。
こ
れ
を
境
に、
魚
類
を
は
じ
め
鳥
類、
昆
虫
類
、
哺
乳
類
相
が
本
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苫
小
牧
市
史
上
巻

間
宮
海
峡

樺太

オホーツク海

沿
海
州

宗谷海峡 =択捉島

国後島

日 本 海 北 海 道

津軽海峡

33 太 平 洋

本州

北海道周辺の地理図 州
方
面
と
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

北
海
道
の
淡
水
魚
類
は、
樺
太、
沿
海
州
系
の
種
類

が
多
い
と
い
う
。
こ
の
原
因
は
定
か
で
は
な
い
が
、
地

史
的
要
因
が
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
北
海
道
は
、
南
は

津
軽
海
峡、
北
は
宗
谷
海
峡
に
よ
り
本
州、
樺
太
と
分

離
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
海
峡
の
水
深
は、
津
軽
海
峡

が
約
百
四
十
メ
ー
ト
ル
、
宗
谷
海
峡
が
約
六
十
メ
ー
ト

ル、
間
宮
海
峡
が
約
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
新
生
代
更

新
世
に
訪
れ
た
氷
河
期
に
は
著
し
い
海
水
面
の
低
下
が

起
こ
り、
こ
れ
ら
の
海
峡
は
こ
と
ご
と
く
陸
続
き
と
な

っ
た
。
最
後
の
ウ
ル
ム
氷
期
が
終
り
に
近
づ
く
に
つ
れ

除
々
に
海
水
面
は
上
昇
し
、
深
度
の
深
い
海
峡
か
ら
順

に
海
底
に
消
え
て
い
った
。
北
海
道
を
と
り
ま
く
海
峡
の
中
で
は
最
も
深
い
津
軽
海
峡
は、
早
い
時
期
に
成
立
し
た
が
宗
谷
、
間
宮
海
峡

は
そ
の
後
も
陸
続
き
で
あ
っ
た。
この
時
期
に
淡
水
魚
類
を
は
じ
め
多
く
の
生
物
は
北
海
道
と
本
州
の
交
流
を
断
た
れ
た
が
、
樺
太
、
沿

海
州
と
の
交
流
は
な
お
続
いて
い
た
。
や
が
て
氷
河
時
代
は
終
り
を
告
げ、
宗
谷
、
間
宮
海
峡
と
成
立
し
、
北
海
道
は
独
立
し
た
島
に
な

る
。
この
よ
う
に
、
北
海
道
は
比
較
的
新し
い
時
代
ま
で
大
陸
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
大
陸
産
生
物
と
北
海
道
産
生
物
に
多
く
の

共
通
種、
類
似
種
を
残
す
主
因
と
な
り
、
津
軽
海
峡
が
も
つ
意
義
も
う
な
ず
け
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
上
に
北
海
道
の
淡
水
魚
相
は
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構
成
さ
れ
て
い
る
。

苫
小
牧
市
に
棲
息
す
る
淡
水
魚
は、
天
然
分
布
種
の
他
に
養
殖
(移入)

種
も
多
い
。

天
然
分
布
種
は
ミ
ツバ
ヤ
ツ
メ
、
ス
ナ
ヤ
ツ
メ、
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
、
サ
ケ、
サ
クラ

マ
ス
(ヤ
マベ)

、
ニ
ジ
マ
ス
、
イ
ト
ウ、
カ
ラ
フ
ト

イ
ワ
ナ、

ア
メ
マ
ス
(エゾ
イ
ワ
ナ)
、
ウ
グ
イ
、
エ
ゾ
ウ
グ
イ
、
ヤ
チ
ウ
グ
イ
、
ギン
ブ
ナ
、
コ
イ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
フ
ク
ド
ジ
ョ
ウ
、
エ

ゾ
ホ
ト
ケ、
ウ
ナ
ギ
、
イ
ト
ヨ、
キ
タ
ノ
ト
ミ
ヨ
、
エ
ゾ
ト
ミ
ヨ、
トミ
ヨ、
チ
チブ
、
ヨシ
ノ
ボ
リ、
ウ
キ
ゴ
リ
、
ビリ
ン
ゴ、
ハ
ナ

カ
ジ
カ、

ヌ
マ
ガ
レ
イ
な
ど
の
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ミ
ツバ
ヤ
マ
メ
は
ユ
ウ
ブ
ツ
ヤ
ツ
メの
別
名
が
あ
り
、
日
本
で
は
唯
一
の
採
集
記
録
が
勇
払
川
に
あ
る
。
現
在
な
お
勇
払
川、
ウ
ト
ナ

イ
沼
に
は
時
々
そ
上
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
清
流
の
浅
瀬
で
よ
く
見
か
け
る
小
型
の
ヤ
ツ
メ
は
、
ほ
と
ん
ど

が
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
で
、
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
は
見
る
機
会
も
少
な
い。
河
川
で
ふ
化
し
た
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
仔
魚
は
春
早
く
海
に
下
り
、
サ
ケ、
マ
ス

類
に
吸
着
し
て
生
活
し
、
産
卵
の
た
め
河
川
に
戻
る
。
そ
の
生
活
サ
イ
ク
ル
は、
サ
ケ
、
マス
類
の
一
生
と
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
。
ヤ

ツ
メ
ウ
ナ
ギ
は
ビ
タ
ミ
ン
A
を
含
ん
で
お
り、
昔
か
ら
「鳥
目
」
の
特
効
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
が、
真
価
の
ほ
ど
は
分
から
な
い
。

サ
ケ、
マ
ス
類
は
、
北
海
道
漁
業
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。
苫
小
牧
市
の
各
河
川
に
多
く
の
サ
ケ、
マ
ス
が
そ
上
し
た
の
は
昔
話
で
、

現
在
で
は
勇
払
川、
錦
多
峰
川
な
ど
限
ら
れ
た
河
川
に
し
か
姿
を
見
せ
な
い
。
勇
払
川
河
口
付
近
で
は
採
卵
を
目
的
に
捕
獲
が
行
わ
れ、

そう
へき

錦
岡
の
奥
地
に
は、
サ
ケ
が
産
卵
す
る
と
い
う
ア
キ
ア
ジ
沼
が
あ
る
。
渓
流
釣
り
の
双
壁
と
も
い
え
る
ヤ
マ
べ
、
イ
ワ
ナ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

サ
クラ
マ
ス
、
ア
メ
マ
ス
の
河
川
型
で
、
イ
ワ
ナ
は
ヤ
マ
べ
よ
り
下
流
に
多
い。
両
種
は
ダ
ム
工
事
等
に
よ
り
簡
単
に
陸
封
さ
れ
、
一生

淡
水
で
生
活
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い。

今
で
は
「幻
の
魚
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
イ
ト
ウ
は
、
か
っ
て
勇
払
原
野
の
河
川
を
代
表
す
る
淡
水
魚
で
あ
っ
た
。
そ
の
後、
乱
獲
、

環
境
の
変
化
の
た
め
ほ
ぼ
全
滅
し
た
ら
し
い。

第
一
編
自
然
環
境
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5 CM

イトヨ (錦多峰産)〔苫小牧市青少年センター蔵〕

ヤ
チ
ウ
グ
イ
、
フナ
は
渓
流
を
除
い
た
湖
沼
、
河
川
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
ウ
グ
イ
も

広
く
分
布
し
て
おり
、
純
淡
水
型
と
降
海
型
が
あ
る
。
俗
に
い
う
ア
カ
ハ
ラ
は
ウ
グ
イ
の
降

海
型
で
あ
る。

コ
イ
は
養
殖
が
盛
ん
で
あ
る
が、
天
然
の
も
の
は
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
。
ウ
ト
ナ
イ
沼

で
は
稀
に
体
長
六
～
七
十
セン
チ
も
あ
る
大
物
が
獲
れ
て
い
る
。

ド
ジ
ョ
ウ
類
は、
別
、々
樽
前、
オ
ボ
ップ
川
の
下
流
で
フ
ク
ド
ジ
ョ
ウ
が
多
く
、
ウ
ト

ナ
イ
沼
付
近
の
湿
地
で
は
数
種
の
ド
ジ
ョ
ウ
類
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「ト
ン
ギ
ョ」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
いる
魚
は、
ト
ゲ
ウ
オ
科
に
属
す
る
キ
タ
ノ
ト
ミ
ヨ、

エ
ゾ
ト
ミ
ヨ
、
ト
ミ
ヨ、
イ
ト
ヨ
の
四
種
を
総
括
し
た
北
海
道
地
方
名
で
あ
る
。
苫
小
牧
市

管
内
で
は、
湖
沼、河

川
の
下
流
域
に
広
く
分
布
し
て
お
り、
錦
多
峰
川
の
王
子
水
源
池
付
近

で
は
数
一
〇
〇
匹
も
の
大
群
を
見
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
半
が
キ
タ
ノ
ト
ミ
ヨ
、
エ
ゾ
ト

ミ
ヨ
で、
ト
ミ
ヨ
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
に
イ
ト
ヨ
も
多
い
。イ
ト
ヨ
は
降
海
型
の
「ト
ン
ギ
ョ
」
で
、苫
小
牧
港
な
ど
で
釣

れ
る
「ト
ゲ
サバ
、
ハリ
サバ
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
魚
は
イ
ト
ヨ
で
あ
る
。
錦
多
峰
川
王
子
水
源
池
か
ら
体
長
十
五
セン
チ
も
あ
る
イ
ト

ヨ
が
発
見
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
が、
こ
れ
は
産
卵
の
た
め
そ
上
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た、
苫
小
牧
港
着
工
初
期、
現
汐
見
町
地
区
の

河
川
で
同
大
の
イ
ト
ヨ
を
見
て
い
る。
こ
れ
ら
降
海
型
の
他
に
、
全
く
海
へ
下
ら
な
い
陸
封
型
の
イ
ト
ヨ
も
棲
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
魚
体

が
降
海
型
に
比
べ
小
さ
い
。

「ゴ
ダ
ッペ
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
魚
は
ハ
ゼ
の
仲
間
で
、
苫
小
牧
市
か
ら
は
四
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
清
流
に
は
ハ
ナ
カ
ジ

カ
が
多
い
。
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勇
払
川、
ウ
ト
ナ
イ
ト
沼
、
白
鳥
湖
で
は
天
然
ウ
ナ
ギ
が
時
捕々
獲
さ
れ
、
稀
に
ヌ
マ
ガ
レ
イ
も
獲
れ
て
い
る
。

苫
小
牧
市
管
内
の
湖
沼
、
河
川
に
は
移
入
さ
れ
た
魚
類
も
多
い
。
支
笏
湖
名
物
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
ヒ
メ
マ
ス
(チ
ップ)

は
、
阿

寒
湖
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
錦
大
沼
、
樽
前
大
沼
な
ど
で
盛
ん
に
な
っ
た
ワ
カ
サ
ギ
の
氷
穴
釣
り
は
冬
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い

る
が、
移
入
さ
れ
た
歴
史
は
意
外
に
浅
い
ら
し
い
。
こ
の
他、
キ
ン
ブ
ナ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
(ヘ
ラブ
ナ)
な
ど
も
移
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
魚
類
に
混
じ
っ
てシ
ナ
イ
モ
ッゴ
も
持
ち
こ
ま
れ、
白
鳥
湖、
美
川々
な
ど
で
棲
息
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
ウ
ト
ナ
イ

沼
で
ナ
マ
ズ
が
捕
獲
さ
れ
話
題
に
な
った
が、
こ
れ
も
本
州
方
面
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
他、
中
国
原
産
の
ソ
ウ
ギ

ヨ
、レン

ギ
ョ
、ハ
クレ
ン
な
ど
が、
樽
前、
錦
岡
地区
の
湖
沼
に
放
流
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
然
分
布、
移
入
分
布
の
淡
水
魚
類
が
苫
小
牧
市
管
内
の
各
河
川、
湖

沼
に
棲
息
し
て
い
る
。

魚
類
の
他
に、
サ
ワガ
ニ
、
スジ
エ
ビ
な
ど
も
多
く
、
タ
ニ
シ
類、
カ
ラ
ス
貝
の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
る
ド
ブ
ガ
イ
、
イ
シ
ガ
イ
、
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
な
ど
二
枚
貝
の
仲
間
も
棲
息
し
て

い
る
。

●
海
水
魚

苫
小
牧
発
祥
当
時
唯
一
の
産
業
は、
沿
岸
部
に
押
し
寄
せ
た
豊
富
な
海
水
魚
を
対
象
に
し

た
漁
業
で
あ
っ
た。
苫
小
牧
沿
岸
部
で
み
ら
れ
る
海
水
魚
は、千

島
海
流
(親
潮)
に
乗
り
南

下
す
る
寒
帯
性
の
魚
類
が
主
に
な
り
、
黒
潮
に
乗
り
北
上
す
る
温
帯
性
の
魚
類
は
少
な
い
。

苫
小
牧
沿
岸
部
に
お
け
る
漁
獲
高
を
見
て
み
る
と
、
ニシ
ン
、
サ
ケ
、
マ
ス
、
マ
ダ
ラ
、

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
な
ど
寒
帯
性
魚
の
魚
獲
高
が
多
く、
温
帯
性
の
マイ
ワシ

(ナナ
ツ
ボシ
)
の
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魚
獲
高
も
大
き
い
。
こ
の
他、
サ
メ
ガ
レ
イ
、
イ
シ
ガ
レ
イ
(イ
シ
モ
チ
ガ
レ
イ
)、
マ
ツカ
ワ
(タ
カ
ノ
ハ
)
、
ア
カ
ガ
レ
イ
、
マ
ガ

レ
イ
、
ソウ
ハ
チ
ガ
レイ
、
オ
ヒ
ョ
ウ、
ク
ロ
ガ
レイ
な
ど
の
カ
レ
イ
類、
ト
ウベ
ツカ
ジ
カ、
ナベ
コ
ワシ
な
ど
の
カジ
カ
類、
マア

ナ
ゴ
(ハ
モ
)
、
ハタ
ハ
タ
、
キ
ュ
ウ
リ
ウ
ォ
、
シシ
ャ
モ
、
ホ
ッ
ケ、
クジ
メ
(ハ
ゴ
ト
コ
)・、

ア
ブ
ラ
コ
、
カ
サ
ゴ
類
(ソ
イ
類
)

な
ど
種
類
は
豊
富
で
あ
る
。
ま
た、
と
き
お
り
マ
ン
ボ
ウ
な
ど
南
方
系
の
魚
が
迷
い
込
み
話
題
に
な
る
。

苫
小
牧
港
の
岸
壁
で
は
、
チ
カ、
子
サ
バ
釣
り
を
は
じ
め
四
季
折
の々
魚
を
求
め
て
多
く
の
釣
マ
ニ
ヤ
が
釣
糸
を
た
れ
る
風
景
は、
今

日
で
は
す
っ
か
り
苫
小
牧
港
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
節
昆
虫
類

現
在
地
球
上
に
棲
息し
て
い
る
昆
虫の
種
類
数
は
実
に
多
く、
既
知
全
動
物
の
約
七
〇
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち、
カブ
ト
虫
や

ク
ワ
ガ
タ
虫
な
ど
堅
い上
翅を
も
つ
鞘
翅
目
に
属
す
る
昆
虫
類
が
最
も
多
く、
つ
い
で
蝶、
蛾
な
ど
の
鱗
翅
目、
ハ
チ
類
の
膜
翅
目、
ハ

エ、
アブ
類
の
双
翅
目
な
ど
も
種
類
の
多
い
昆
虫
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
が
位
置
す
る
勇
払
平
野
は、
石
狩
低
地
帯
の
南
端
部
に
あ
た
る
。

石
狩
低
地
帯
は
、
昆
虫
類
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
海
道
の
昆
虫
相
は、
同
低
地
帯
を
境
に
し
た
東
西
で
著
し
く

異
な
っ
て
いる
。
こ
れ
は、
蝶
類
の
分
布
に
お
いて
顕
著
で
あ
り
、
氷
河
時
代
大
陸
よ
り
北
海
道
に
進
入
し
て
と
り
残
さ
れ
た
北
方
系
蝶

類
の
大
半
は
同
低
地
帯
以
東
に
分
布
し、
同
地
低
帯
以
西
で
は
本
州
的
要
素
が
強
く
な
る
。

一方
植
物
の
分
布
を
み
て
み
る
と
、
北
海
道
で
最
も
重
要
な
地
域
は、
長
万
部
‒
黒
松
内
‒
寿
都
を
結
ぶ
黒
松
内
低
地
帯
(ブ
ナ
線)
で

あ
る
。
こ
の
付
近
を
境
に
北
海
道
の
植
生
は
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
同
低
地
帯
以
東
は
亜
寒
帯
針
葉
樹
林、
こ
れ
以
西
は
冷
温
帯
落
葉
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広
葉
樹
林
に
区
分
さ
れ
る
。
石
狩
低
地
帯
の
意
義
は
、
こ
と
植
物
分
布
に
関
し
て
は
小
さ
な
も
の
で
あ
る
が、
ク
リ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
一
部

植
物
の
北
限
に
あ
た
り
、
黒
松
内
低
地
帯
に
次
ぐ
ウ
ェイ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
気
象
学
上
か
ら
み
る
と
、
温
帯
北
部
圏
と
亜
寒
帯
と
の
境
界
が
石
狩
低
地
帯
に
あ
り
、
月
平
均
気
温
が〇
度
以
下
に
達
す
る
月
数

が
四
ヶ
月
以
上
あ
る
地
域
は、
石
狩
低
地
帯
以
北
に
限
ら
れ
る
と
い
う
。

石
狩
低
地
帯
の
地
史
的
背
景
を
み
る
と
、
苫
小
牧
平
野
は
新
生
代
更
新
世
初
期ご
ろ
海
進
が
進
み、
低
地
は
海
中
に
没
し
て
い
た
。
一

方
石
狩
湾
も
深
く
内
陸
部
に
進
入
し
、
日
本
海
と
太
平
洋
は、
石
狩
‒
苫
小
牧
間
で
海
峡
に
よ
り
結
ば
れ
て
い
た
ら
し
い。
ま
た、
樽
前

山
の
火
山
活
動
が
周
辺
の
生
物
相
に
与
え
た
影
響
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
のよ
う
に、
石
狩
低
地
帯
は、
地
史、
気
象、
植
物
学
上
の
諸
の々
要
素
が、
昆
虫
相
形
成
に
直
接
的、
関
接
的
に
作
用
し
て
い
る
。

苫
小
牧
地
方
の
昆
虫
相
は、縄

文
海
進
(約
五、
〇
〇
〇
年
前)
が
去
り
苫
小
牧
平
野
が
形
成
さ
れ
た
後
、周
辺
地
域
よ
り
進
入
し
て
き
た

植
物
が
湿
原、
森
林
を
構
成
す
る
の
と
並
行
し
て
多
様
化
し
て
き
た。
し
た
が
っ
て、
苫
小
牧
地
方
の
昆
虫
相
は
比
較
的
新
し
い
時
代
に

形
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

今
日、
苫
小
牧
地
方
に
は
多
種
多
様
の
昆
虫
類
が
棲
息
し
て
い
る
が、
昆
虫
類
の
分
布
は
一
定
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、
植
物
相
の
変

遷
、
開
発
に
よ
る
環
境
破
壊
等
棲々
息
環
境
の
変
化
に
と
も
な
い、
昆
虫
相
も
ま
た
変
化
す
る
。
現
在
苫
小
牧
市
に
棲
息
す
る
昆
虫
類
の

一
部
を
記
述
す
る
。

・市
街
地
の
昆
虫

現
在
住
宅
が
た
ち
並
ぶ
市
街
地
に
も
ま
だ
昆
虫
類
は
棲
息
し
て
い
る
。
路
傍の
わ
ず
か
な
草
地、
自
家
菜
園、
花
壇、
街
路
樹
等
、々

昆
虫
が
生
活
で
き
る
場
は
多
い
。

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
栽
培
し
た
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャベ
ツ
を
食
餌
と
し
、
モン
キ
チ
ョ
ウ
は
路
傍
の
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
で
発
生
し
て
い
る
。
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この
他、
新
興
住
宅
地の
空
地で
は、
コ
キ
マダ
ラ
セ
セリ
、
ベニ
シ
ジ
ミ
、
ゴ
マ

シ
ジ
ミ
、
スジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ、
キ
ア
ゲ
ハ
な
ど
か
な
り
の
蝶
類
が
発
生
し
て
い

る
。
ま
た、
ヤ
ガ
科、シ

ャ
ク
ガ
科
の
蛾
類
も
花
壇
や
街
路
樹
を
住
処
と
し
て
い
る
。

間
大々
発
生
し
て
住
民
に
被
害
を
与
え
る
ナ
ミ
ド
ク
ガ
も
市
街
地
近
隣
の
イ
タ
ド
リ
、

ハ
マ
ナ
ス
な
ど
で
発
生
す
る
。

最
近
は
花
づ
く
り
が
盛
ん
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
の
花
を
求
め
て
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ

ヒ
メ
ア
カ
タテ
ハ
、
ア
カ
タテ
ハ、
シー
タテ
ハ、
カ
ラ
ス
アゲ
ハ、
ア
ゲ
ハ、
ス

ズ
メ
ガ
類
、
ス
カ
シ
バ
類
、
ミ
ツバ
チ
、ハ
ナ
ア
ブ
な
ど
多
く
の
昆
虫
が
飛
来
す
る
。

ま
た
最
近
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
が
市
街
地
に
秋
を
つ
げ
る
赤
ト
ン
ボ
は
、

ア
キ
ア
カ
ネ
と
ノ
シ
メ
ト
ン
ボ
の二
種
で
あ
る
。
と
き
お
り
飛
来
す
る
ギ
ン
ヤ
ン
マ

晩
秋
に
多
い
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
も
市
街
地
で
よ
く
見
か
け
る
ト
ン
ボ
で
あ
る
。

目
を
転
じ
る
と
、
地
面
に
は
ア
リ
類
が
生
活
し、
ゴミ
ムシ
、
シデ
ム
シ
の
仲
間

も
石
か
げ
に
い
る
。
こ
の
他
に、
イ
エバ
エ、
キン
バ
エ、
カ
マ
ド
ウ
マ、
コ
クゾ

ウ
ム
シ
な
ど
も
住
宅
地
の
昆
虫
で
あ
る
。

・
草
原
の
昆
虫

樽
前
山
麓
か
ら
連
な
る
丘
陵
が
切
れ、
太
平
洋
ま
で
広
が
る
平
地、
こ
れ
が
苫
小

牧
平
野
で
あ
る
。
都
市
化
が
進
ん
だ
昨
今
で
は
あ
る
が、
郊
外
に
は
ま
だ
随
所
に
草

原
が
残
さ
れ
て
い
る。
こ
の
地
域
に
棲
息
す
る
昆
虫
類
は
興
味
深
く、
苫
小
牧
平
野
本
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来
の
昆
虫
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

苫
小
牧
平
野
は、
多
く
の
湖
沼、
そ
の
周
辺
の
湿
性
草
原、
乾
燥
性
草
原
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
分
布
し
て
お
り、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
よ

り
棲
息
す
る
昆
虫
類
も
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。

湖
沼
の
昆
虫
の
代
表
は、
水
性
昆
虫
で
あ
る。
水
性
昆
虫
と
は、
水
に
依
存
し
て
生
活
す
る
ト
ン
ボ、
カ
ワ
ゲ
ラ
、
ト
ビ
ゲ
ラ
、
カ
ゲ

ロ
ウ、
カ、
ガ
ガ
ン
ボ、
アメ
ン
ボ、
ホ
タ
ル、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
を
総
括
す
る
名
称
で
あ
る
。
苫
小
牧
地
方
の
水
性
昆
虫
は、
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ、

ミ
ズ
ス
マシ
、
ア
メン
ボ
な
ど
が
普
通
に
見
ら
れ、
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
で
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
も
多
い
。
ま
た
、
ブ
ユ
の
仲
間
、
ユ

ス
リ
カ、
ハ
ナ
ア
ブ
な
ど
の
幼
虫
も
生
活
し
て
い
る
。

ヤ
ゴ
は
、
ト
ン
ボ
の
幼
虫
で
あ
る
。
苫
小
牧
市
郊
外
の
湖
沼
に
は
多
く
の
ト
ン
ボ
類
が
棲
息
し
て
お

り
、
次
の
種
類
を
見
る
こと
が
で
き
る
。

ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
、
ア
オ
ヤ
ン
マ
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ、
ア
キ
ア
カ
ネ
、
ナ
ツ
ア
カ
ネ、

マ
ユ
タ
テ
ア
カ

ネ
、
ノシ
メ
ト
ン
ボ、
コノ
シ
メ
ト
ン
ボ、
ミ
ヤ
マア
カ
ネ、
マ
イ
コ
ア
カ
ネ
、
ヨ
ツ
ボシ
ト
ン
ボ
、

シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ、
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ、
オ
ゼ
イ
ト
ト
ン
ボ、
エ
ゾ
ル
リ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン

ボ
、
アジ
ア
イ
ト
ト
ン
ボ、
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
の
ト
ン
ボ
は
、
平
地
の
湖
沼
に
多
い
ト
ン
ボ
で
あ

る
。こ
れ
ら
の
ト
ン
ボ
の
大
半
は
南
方
系
(本
州
方
面
)
の
種
類
で
あ
る
。
マ
イ
コ
ア
カ
ネ
、
ア
オ
ヤ
ン
マ

な
ど
は
分
布
の
北
限
に
近
く、
ギン
ヤン
マ、
アジ
ア
イ
ト
ト
ン
ボ
等
も
石
狩
低
地
帯
以
東
で
は
極
め

て
少
な
い
ト
ン
ボ
で
あ
る
。
一方
、
北
方
系
の
ト
ン
ボ
は
極
め
て
少
な
い。
こ
の
他
に
も
多
く
の
水
生

昆
虫
が
棲
息
し
、
独
特
の
昆
虫
相
を
示
し
て
い
る
。
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湿
原
は
、
年
枯々
死
す
る
植
物
が
分
解
せ
ず
積
み
重
な
り
泥
炭
を
形
成
す
る。
この
地
域
の
昆
虫
相
は、
植
物
相が
単
調
な
た
め

貧
相
で
あ
る
。
し
か
し
、
苫
小
牧
平
野
が
形
成
さ
れ
た
初
期、
湖
沼、
湿
原
が
占
め
る
割
合
は
今
日
よ
り
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
湿
原
の
昆
虫
相
は
単
調
で
は
あ
る
が、
苫
小
牧
平
野
形
成
当
時
を
今
日
に
伝
え
る
重
要
な
地
域
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
地
域
の

湿
原
を
代
表
す
る
昆
虫
は、
セ
ス
ジ
ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ
、
ゴ
ミ
ム
シ
類
な
ど
甲
虫
類
で
あ
る
。
セ
ス
ジ
ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ
は
、
日
本

で
は
北
海
道
に
の
み
棲
息
す
る
北
方
系
の
オ
サ
ム
シ
で
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
付
近
の
湿
原
が
分
布
南
限
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た、
北
海
道
特
産

の
ジ
ュ
ン
サ
イ
ヒ
ラ
タゴ
ミ
ム
シ
も
ウ
ト
ナ
イ
沼
付
近
の
湿
原
に
多
産
す
る
。
こ
の
他
ウ
ト
ナ
イ
沼
付
近
の
湿
原
で
は
、
オ
オ
ク
ロ
ナ
ガ

ゴ
ミ
ム
シ
、
ヒメ
セ
ボ
シ
ヒ
ラ
タ
ゴ
ミ
ム
シ
、
セボ
シ
ヒ
ラ
タ
ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
の
ゴ
ミ
ム
シ
類
が
知ら
れ
、
今
後
調
査
が
進
む
に
つ
れ
更

に
興
味
深
い
事
実
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

湿
原
が
乾
燥
す
る
に
つ
れ
植
物
相
も
多
彩
に
な
り、
そ
れ
に
並
行
し
て
昆
虫
相
も
豊
か
に
な
る
。
苫
小
牧
市
郊
外
に
広
が
る
乾
燥
性
草

原
の
昆
虫
は、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
、
フ
タス
ジ
チ
ョ
ウ、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ、
ジ
ャノ
メ
チ
ョ
ウ
な
ど
、
草
原
に
密
生
す
る
ス
ス
キ
、
ナ
カ

ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ、ホ

ザ
キ
シ
モ
ッ
ケ
な
ど
の
植
物
を
食
草
と
す
る
蝶
類
が
多
い
。
特
に
北
海
道
に
お
け
る
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
分
布
は
、

泥
炭
地の
分
布
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
こ
の
他、
ク
ロミ
ノ
ウ
グ
イ
ス
カ
ズ
ラ
(ハ
ス
カ
ップ)

を
食べ
る
イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ
ウ
、
石
狩

低
地
帯
付
近
が
分
布
北
限
の
ヘ
リ
グ
ロ
チ
ャバ
ネ
セ
セ
リ
、
北
海
道
で
は
少
な
い
ギ
ン
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
、
北
海
道
西
南
部
で
は
極
め

て
少
な
い
ウ
ラジ
ャノ
メ
等
も
多
い
。

蛾
の
種
類
も
多
く
、
ウ
ト
ナ
イ
ト
、
ユー
ス
ホ
ス
テ
ル
な
ど
に
は
夜
間
無
数
の
蛾
が
飛
来
し
、
平
地
性
蛾
類
の
大
半
が
棲
息
し
て
い
る
。

湖
沼
で
発
生
し
た
ト
ン
ボ
類
は
草
原
か
ら
森
林
を
餌
場
に
し
て
お
り
、
セ
ア
カ
オ
サ
ム
シ
も
平
地
に
多
い
オ
サ
ム
シ
で
あ
る
。

ま
た
、
「鳴
く
虫
」の
種
類
も
多
く
、
キ
リ
ギ
リ
ス
、
キ
リ
ギ
ス
、
エン
マ
コ
オ
ロ
ギ
、
カ
ン
タ
ン
、
ツ
ユ
ム
シ
、
マ
ダ
ラ
ス
ズ
、
ク
サ

キ
リ
、
イ
ナ
ゴ
類
、
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ、
フ
キ
バ
ッ
タ
類、
ヒシ
バ
ッ
タ
類
な
ど
が
見
ら
れ、
こ
れ
ら
直
翅
目
昆
虫
は
草
原
を
代
表
す
る
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昆
虫
で
あ
る
。
こ
の
他、
カ
メ
ムシ
類、
ウン
カ
類
、
ア
ワ
フ
キ
ム
シ
類
、
ヨ
コ
バ
イ
類
な
ど
の
昆
虫
も
草
原
に
多
い
。

草
原
の
昆
虫
類
は、
湖
沼、
湿
地、
草
原
が
適
当
な
バ
ラン
ス
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
生
活
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て、
い
ず
れ
か

の
環
境
が
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昆
虫
相
は
大
き
く
変
わ
る
。

・森
林
の
昆
虫

樽
前
山
麓
よ
り
連
な
る
丘
陵
地
の
森
林
は、
美
の々
炭
化
樹
木
林
が
物
語
る
よ
う
に、か

っ
て
支
笏
火
山
の
爆
発
に
よ
り
埋
没
し
た
が、

そ
の
後
森
林
は
復
活
し、
製
紙、
木
材
産
業
へ
の
供
給
源
に
な
る
ま
で
に
な
っ
た
。

苫
小
牧
地
方
の
森
林
は、
落
葉
広
葉
樹
林
帯
に
属
し
て
い
る
。

カ
シ
ワ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナラ
、
シラ
カ
ン
バ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ド
ロ
ノ
キ、
セン
ノ
キ、
ヤ
チ
ダ
モ、
ナ
ナ
カ
マド
、
ハン
ノ
キ
、

ハ
ルニ
レ、
ホ
ウ
ノ
キ、
ミ
ズ
キ、
コブ
シ
、
イ
タ
ヤ
カ
ネ
デ
、
キ
ハ
ダ、
ハシ
ド
イ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
主
体

に
な
り
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ、
ト
ド
マ
ツ、
イ
チ
イ
な
ど
の
針
葉
樹、
こ
の
他
植
林
に
よ
る
外
国
産
樹
木
が
生
育
し
て
い
る
。

ま
た
、
森
林
の
林
床、
空
地
に
は
灌
木、
草
木
植
物
が
繁
茂
し
て
い
る
。
苫
小
牧
地
方
の
森
林
を
大
別
す
る
と
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺

の
湿
地
性
草
原
に
見
ら
れ
る
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
を
主
体
に
し
た
林、
静
川
・
柏
原
付
近
の
カ
シ
ワ
、
コ
ナ
ラ
、ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
を
主
体
に
し
た

林
、
樽
前
山
麓
に
広
が
る
丘
陵
部
の
林、
の三
つに
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
森
林

性
の
昆
虫
は
、
樹
種、
樹
木
の
生
育
状
態、
林
床
植
物
な
ど
に
強
く
影
響
さ
れ
る
。

ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
を
主
体
に
し
た
林
の
昆
虫
は、
湿
原
の
昆
虫
相
と
大
差
な
く、
ヤ

チ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
樹
木
を
食
樹
と
す
る
昆
虫
が
加
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

ウ
ト
ナ
イ
沼
付
近
の
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
林
で
は
、
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
が
多
産
す
る
。

カ
シ
ワ
、
コ
ナラ
の
純
林
は、
苫
小
牧
市
管
内
で
は
東
部
地
域
に
限ら
れ
る
。
こ
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わい
しょう

れ
ら
の
林
は、
か
っ
て
薪
炭
産
業
が
盛
ん
な
こ
ろ
利
用
さ
れ
た
た
め、
矮
小
な
樹
木
が
多
い。
コ

ナ
ラ
林
の
代
表
は
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
蝶
の
幼
虫
は
コ
ナ
ラ
を
食
べ
て成
長

す
る
関
係
上
、
コ
ナ
ラ
の
分
布
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
本
種
は
、
本
州
で
は
普
通
種
で
あ
る
が

北
海
道
で
は
静
川、
早
来、
安
平、
厚
真
付
近
ほ
ど
多
産
す
る
地
域
は
他
に
な
い
。
ま
た、
ミ、ズ

イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
、
ム
モ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
な
ど
も
苫
小
牧
市
管
内
で
は
静
川
、
柏
原
付
近
で
し

か
見
ら
れ
な
い
蝶
で
あ
る
。

カシ
ワ
の
分
布
も
苫
小
牧
市
管
内
で
は
東
部
に
集
中
し
、
樽
前
山
麓
の
丘
陵
部
で
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い。
し
た
が
っ
て、
コ
ナ
ラ
同
様
カシ
ワ
を
食
樹
に
す
る
昆
虫
類
の
分
布
は、
東
に
片

寄
る
。
ハ
ヤ
シ
ミ
ド
リ
、
ウ
ラ
ジ
ロミ
ド
リ
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
蝶
類
の
他
に
も
コ
ナ
ラ
、

カ
シ
ワ
類
を
食
樹
に
す
る
昆
虫
は
多
く
、
蛾
類
の
多
く
は
こ
の
林
を
棲
処
に
し
て
い
る
。
こ
の
他

ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ、
エ
ゾミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ、ア

カ
アシ
ク
ワ
ガ
タ、コ

ク
ワ
ガ
タ
な
ど
北
海
道

産
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
大
半
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
コ
ブ
ス
ジ
ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ
、
キ

タ
ク
ロ
オ
サ
ム
シ
な
ど
の
オ
サ
ムシ
類
も
多
く
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
も
平
地
産
の
種
類
が
、
伐
採
さ

れ
た
樹
木
や
花
に
集
ま
る
。

樽
前
山
麓
及
び
丘
陵
地
の
林
を
棲
処
と
す
る
昆
虫
類
は
多
い
。
コ
ヒ
オ
ド
シ
、
オ
オ
チ
ャバ
ネ

セ
セ
リ
、ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
な
ど
の
蝶
類
は
、苫
小
牧
市
管
内
で
は
支
笏
湖
周
辺
の
森
林
で
し

か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
他、
コ
ム
ラ
サ
キ、
キベ
リ
タ
テ
ハ
、
エ
ル
タ
テ
ハ、
ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ
、

エゾ
シ
ロ
チ
ョ
ウ、

ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
類、
キバ
ネ
セ
セ
リ、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
な
ど
の
蝶
類
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も
森
林
に
多
い
蝶
類
で
あ
る
。
早
春
、
一番
に
花
を
つ
け
る
エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
は、
林
床
、
林
縁
に
多
い
植
物
で
、
こ
れ
を
食
草
に
す
る

ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
坊
主
山
、
ワ
ッ
カ
ナ
イ
水
源
地
、
支
笏
湖
付
近
に多
い。
こ
の
蝶
の
分
布
は
、
北
海
道
で
は
太
平
洋
沿
岸
部
に
集

中
し
て
い
る
。

森
林
昆
虫
の
代
表
は、
セミ
類
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
苫
小
牧
市
管
内
で
見
ら
れ
る
セミ
は、
初
夏
六
月
こ
ろ
鳴
く
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ

ミ、
七
‒
八
月
の
真
夏
に
鳴
く
エ
ゾ
ゼミ
、
コエ
ゾ
ゼ
ミ
、
ア
カ
エ
ゾ
ゼ
ミ
の
四
種
が
見
ら
れ
る
ク
サ
ゼ
ミ
類
に
次
い
で
小
さ
な
エ
ゾ

チ
ッ
チ
ゼ
ミ
は
、
苫
小
牧
市
管
内
で
は
支
笏
湖
付
近
の
森
林
で
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
、
アブ
ラ
ゼ
ミ
も
棲
息
し
て
い
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
セ
ミ
に
関
す
る
面
白
い
例
と
し
て
、
樽
前
山
の
山
頂
付
近
の
ガ
レ
場
で
無
数
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は、
山
麓
付
近
の
セミ
が、
上
昇
気
流
に
よ
り
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

森
森
林
の
中
を
流
れ
る
渓
流
で
は、
サ
ナ
エ
ト
ン
ボ
類
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ、
カ
ワ
ゲ
ラ
類
、
ト
ビ
ゲ
ラ
類、ガ

ガ
ン
ボ
類、カ

ゲ
ロ
ウ
類
な
ど

の
幼
虫
が
多
い
。
釣
り
人
が
いう
ク
ロ
カ
ワ
ム
シ
、
カ
ワ
ム
シ
、
イ
ワム
シ
な
ど
は
、
ト
ビ
ゲ
ラ
類
の
幼
虫
で
あ
る。

平
地
で
発
生
し
た
赤
ト
ン
ボ
は、

一時
森
林
地
帯
に
移
動
し
て
生
活
し
、
再
び
平
地
へ
戻
る
。

北
海
道
特
産
の
オ
オ
ル
リ
オ
サ
ムシ
、
セ
ダ
カ
オ
サ
ム
シ
や
エ
ゾ
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
、
エ
ゾ
カ
タ
ビ
ロ
オ
サ
ムシ
、
ク
ロ
カ
タ
ビ
ロ
オ

サ
ム
シ
、ア
オ
カ
タ
ビ
ロ
オ
サ
ム
シ
な
ど
も
森
林
地
帯
に
多
い
オ
サ
ム
シ
で
あ
る
。
こ
の
他
、森
林
と
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
樹
木
相
が
豊
か
な
ほ
ど
種
類
も
多
く
な
り
、
森
林
地
帯
を
代
表
す
る
甲
虫
類
で
あ
る
。
最
近
は
見
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
が
、

か
べ
板、
た
き
木
な
ど
を
割
っ
た
際
よ
く
見
か
け
る
不
規
則
なミ
ゾ
や
穴
は
、
ほ
と
ん
ど
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
幼
虫
が
食
べ
た
跡
で
あ
る
。

森
林
が
切
り
開
か
れ
た
林
道、
ハ
イ
キン
グ
ロ
ー
ド
な
ど
で
は
、
「道
し
る
べ
」と
い
わ
れ
る
ハン
ミ
ョ
ウ
類
が
見
ら
れ、
苫
小
牧
地
方

に
は
ミ
ヤ
マ
ハン
ミ
ョ
ウ
、
ニ
ウ
ハン
ミ
ョ
ウ
の二
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

樹
上
に
は
、
コ
メ
ツ
キ
ム
シ
類
、
ハ
ムシ
類
が
多
く、
と
き
お
り
二
～三
〇
セ
ン
チ
も
あ
る
ス
ズ
メバ
チ
類
の
巣
を
見
か
け
る
こ
と
が
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あ
る
。

市
街
地、
草
原、
湖
沼、
森
林、
昆
虫
類
は
す
べ
て
の
場
所
に
生
活
し
て
お
り
、
と
て
も
そ
の
す
べ
て
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
節

鳥
類

四
季
折
々
に
彩づ
く
山
野
と
そ
こ
に
う
ご
め
く
昆
虫
類、
各
所
に
点
在
す
る
湖
沼、
そ
れ
に
河
川
に
棲
息
す
る
魚
貝
類。
こ
れ
ら
を
求

め
て
苫
小
牧
市
周
辺
に
は
多
く
の
鳥
類
が
飛
来、
営
巣
し
て
い
る
。

鳥
類
を
便
宜
上
大
別
す
る
と
、
留
鳥
と
渡
り
鳥
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
鳥
と
は
四
季
を
通
し
て
見
ら
れ
る
ス
ズ
メ、
ハシ
ボ
ソ

カ
ラ
ス
、ハ
シ
ブ
ト
カ
ラ
ス、ミ

ヤ
マ
カ
ケ
ス
な
ど
の
鳥
類
を
総
括
し
た
名
称
で
あ
る
。
日
本
列
島
を
中
心
に
み
た
渡
り
鳥
と
は
、
冬
は
イ

ン
ド
、
マレ
ー
シ
ヤ、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
南
方
で
越
冬
し
た
鳥
類
が
夏
期
間
繁
殖
の
た
め
日
本
列
島
に
飛
来
す
る
「夏
鳥
」、
シ
ベ

リ
ア、
アラ
ス
カ
等
の
北
方
で
夏
期
間
繁
殖
し
た
鳥
類
が
越
冬
の
た
め
冬
期
間
日
本
列
島
に
飛
来
す
る
「冬
鳥
」
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北

部
等
南
方
の
越
冬
地と
シ
ベ
リ
ア
等
北
方
の
繁
殖
地
を
往
復
す
る
際
日
本
列
島
に
立
寄
る
「旅
鳥」
、
日
本
列
島
内
で
短
い
渡
り
を
す
る

「漂
鳥
」、
そ
れ
に
「迷
鳥
」
の
五
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れら
の
渡
り
鳥
は、
毎
年
一
定
の
コー
ス
を
た
ど
り
生
活
に
適
し

た
地
域
を
求
め
て
移
動
し
て
い
る
。

苫
小
牧
市
周
辺
に
棲
息
す
る
鳥
類
に
つ
い
て
は
比
較
的
よ
く
調
査
さ
れ
て
お
り
、
現
在
百
余
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

約
半
数
が
留
鳥
で、
あ
と
は
大
半
が
夏
鳥
か
旅
鳥
で
冬
鳥
は
少
な
い
。
特
に
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
は
広
大
な
湿
原
が
残
さ
れ
て
お
り、
四
季

を
通
し
て
多
く
の
鳥
類
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
苫
小
牧
に
冬
を
告
げ
る
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
余
り
に
有
名
に
な
り
、
苫
小
牧
市
白
鳥
保

護
委
員
会
が
中
心
と
な
り
継
続
調
査
が
行
わ
れ
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
に
は
大
陸
産
の
コ
ウ
ノ
ト
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リ
が
飛
来
し
て
全
国
的
な
話
題
に
な
っ
た
。
こ
れ
は、
苫
小
牧
平
野
が
渡
り
鳥
に
と
っ
て

重
要
な
地
域
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
好
例
と
も
い
え
る
。
更
に
ヒシ
ク
イ
、
マ
ガ

ン
等
の
ガン
類
は、
早
春シ
ベ
リ
ア
方
面
へ
渡
る
途
中
舞
い
下り
て
休
息
す
る
道
内
唯
一

の
地
域
が
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
の
湿
原
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
他
に
も
多
く
の
鳥
類
が
生
活

し
て
お
り
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
の
湿
原
を
は
じ
め
苫
小
牧
市
周
辺
の
山
野、
海
浜
は
鳥
類
に

と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
周
辺
で
見
ら
れ
る
鳥
類
を
、
生
活
環
境
別
に
そ
の
一
部
を
記
述
す
る
。

・
海
辺
の
鳥

住
宅
が
海
岸
線
近
く
ま
で
せ
ま
り
、
海
浜
地
帯
に
は
続
と々
工
場
が
立
ち
並
び
つ
つ
あ

る
。
苫
小
牧
市
の
海
岸
部
は
大
き
く
変
貌
し
、
鳥
類
に
適
し
た
環
境
は
除
々
に
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
ま
だ
四
季
折
々
の
鳥
類
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

海
辺
の
鳥
は
、
カ
モ
メ
類
、
シ
ギ
類
、
チ
ド
リ
類
な
ど
の
渡
り
鳥
が
主
で、
特
に
冬
期

間
は
シ
ベ
リ
ア
、
ア
ラ
ス
カ
な
ど
北
方
で
繁
殖
し
越
冬
の
た
め
南
下
す
る
冬
鳥
が
飛
来
し

海
辺
は
に
ぎ
わ
う
。
苫
小
牧
市
付
近
の
海
辺
で
見
ら
れ
る
冬
鳥
は、
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
、
オ

オ
セ
グ
ロ
カ
モ
メ、
ミ
ツ
ユ
ビ
カ
モ
メ、
ユ
リ
カ
モ
メ、
カ
モ
メ、
ウミ
ネ
コ
な
ど
の
カ
モ

メ
類、
ク
ロ
ガ
モ、
コ
オ
リ
ガ
モ、
シ
ノ
リ
ガ
モ、
ビ
ロ
ウ
ド
キ
ン
ク
ロ、
キ
ン
ク
ロ
ハ

ジ
ロ、
ウ
ミ
ア
イ
サ
な
ど
の
ガ
ン
カ
モ
類
、
エ
ト
ロ
フ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
な
ど
の
ウ
ミ
ス
ズ
メ

類
な
ど
海
岸、
海
洋
性
の
鳥
類
で
あ
る
。
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4
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一方
夏
鳥
は
極
め
て
少
な
く
、
ウ
ミ
ウ
、
アジ
サシ
な
ど
が
見
ら
れ
る
の

み
で
あ
る
。
ま
た、
春
秋
に
は
旅
の
途
中の
シ
ギ
、
チ
ド
リ
類
が
波
打
ち
ぎ

わ
で
餌
を
求
め
て
せ
わ
し
く
歩
く
光
景
を
よ
く
見
か
け
る
。

・
湖
沼
・
河
川
の
鳥

湖
沼
、
河
川
、
湿
原
に
恵
ま
れ
た
苫
小
牧
平
野
は
鳥
類
に
と
っ
て
絶
好
の

環
境
を
兼
ね
そ
な
え
て
お
り、
ガ
ン
カ
モ
類
の
水
鳥
を
は
じ
め
多
く
の
鳥
類

が
飛
来、
営
巣
し
て
い
る
。

冬
の
使
者
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
、
毎
年
十
一
月
上
旬
こ
ろ
ウ
ト
ナ
イ
沼
、

美
々
川
等
に
飛
来
し
、
大
半
は
更
に
本
州
方
面
ま
で
南
下
し
、
一
部
は
ウ
ト

ナ
イ
沼
で
越
冬
す
る
。
飛
来
数
は
年
に
よ
り
変
動
が
あ
る
が、
多
い
と
き
は

三
百
羽
以
上
も
飛
来
す
る
。
こ
の
他、
マガ
モ、
カ
ル
ガ
モ、
ヨ
シ
ガ
モ
、

ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ
、
ス
ズ
ガ
モ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、ヒ
ド
リ
ガ
モ
、カ
ワ
ア
イ
サ
ミ

コ
アイ
サ
な
ど
の
カ
モ
類
、ヒシ

ク
イ
、マ
ガ
ン
な
ど
の
ガン
類
な
ど
が
冬
期

間
飛
来
す
る
。
こ
れ
ら
の
鳥
類
の
大
半
は、
凍
て
つ
く
大
地
と
餌
不
足
に
な

る
厳
冬
期
は
更
に
南
の
地
域
で
過ご
し
、
晩
秋
と
早
春
に
最
も
多
く
の
種
類

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
オ
オ
ワシ
、
オジ
ロ
ワ
シ
、
チ
ュ
ヒ
な
ど
の

ワシ
タ
カ
類
の
勇
姿
も
見
ら
れ
る
。

や
が
て
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
北
方
へ
飛
び
去
り
、
ガ
ン
カ
モ
類
も
そ
の
後

を
追
い
飛
び
去
る
と
、
苫
小
牧
に
春
が
訪
れ
る
。
明
野
の
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
林
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に
は
ア
オ
サ
ギ
が
飛
来
し
、
繁
殖
の
準
備
を
始
め
る
。
ア
オ
サ
ギ
は
従
来
北
海
道
で
は
越
冬
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が、
最
近
越
冬
中

の
ア
オ
サ
ギ
が
ウ
ト
ナ
イ
沼
周
辺
の
ヨシ
原
で
発
見
さ
れ
話
題
にな
っ
た
。
こ
の
他、
サ
ン
カ
ノ
ゴ
イ、
チ
ュ
ウ
ダ
イ
サ
ギ
、ク
サ
シ
ギ
、

タシ
ギ
な
ど
の
サ
ギ、シ
ギ
類
が
飛
来
す
る
。
一方、

河
川
付
近
で
は
カ
ワ
セ
ミ
、
ヤ
マ
セミ
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
な
ど
が
見
ら
れ
る
が、

最
近
は
め
っ
き
り
数
が
減
り
、
見
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
た
。

・
草
原
の
鳥

苫
小
牧
市
郊
外
の
平
野
部
に
は
草
原、
か
ん
木
林
が
広
く
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
付
近
に
も
多
く
の
鳥
類
が
生
活
し
て
い
る
。

冬
枯
れ
の
草
原
に
ヒバ
リ
の
さ
え
ず
り
が
響
き
わ
た
り、
カ
ッコ
ウ
が
渡
っ
て
く
る
と
春
は
本
格
的
に
な
り、
農
作
業
は
急
に
忙
し
く

な
る
。
水
辺
で
は
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
が
せ
わ
し
く
餌
を
あ
さ
り
、
シ
マ
ア
オ
ジ
、
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
、
マ
キ
ノ
セ
ン
ニ
ュ

ウ、
エゾ
セ
ン
ニ
ュ
ウ、
シ
マ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
、
ノゴ
マ、ノ
ビ
タ
キ
、カ
ヤ
ク
グ
リ
な
ど
多
く
の
夏
鳥
が
草
原
で
さ
え
ず
る
。
夏
鳥
の
代
表

と
も
い
え
る
ツ
バ
メ
類
は
、
ア
マ
ツバ
メ、イ

ワ
ツ
バ
メ
な
ど
が
飛
来
し
、
か
ん
木
林
で
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ホ
オ
ジ
ロ、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
、

キ
ビ
タ
キ
、
ア
カ
ハ
ラ
、
コ
ム
ク
ド
リ
、ウ
ソ
な
ど
が
見
ら
れ
、上
空
で
は
オ
オ
ジ
シ
ギ
が
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
よ
う
な
羽
音
を
た
て
て
飛
び

交
う
。
草
む
ら
に
は
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
が
じ
っ
と
潜
ん
で
い
る
。

や
が
て
巣
立
ち
を
し
た
若
鳥
が
草
原
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
秋
の
訪
れ
は
早
い
。
秋
の
色
を
見
る
間
も
な
く
夏
鳥
は
南
方
に
飛
び

去
り
、イ
ス
カ
、キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
な
ど
が
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
飛
来
す
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
草
原
で
見
ら
れ
る
鳥
類
は
め
っ
き
り
少
な

く
な
り、
全
く
鳥
が
見
ら
れ
な
い
地
域
も
多
い
。

こ
の
他
に
湖
沼
、
河
川
の
鳥
の
多
く
も
こ
の
地
域
を
生
活
の
場
に
し
て
い
る
。

・森
林
の
鳥

樽
前
山
麓
に
広
が
る
森
林
地
帯
に
は
多
く
の
留
鳥、
渡
り
鳥
が
見
ら
れ、
種
類
も
多
い
。
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森
林
の
鳥
の
代
表
は、
林
間
に
軽
快
な
継
続
音
を
響
か
せ
る
ヤ
マゲ
ラ
、ア
カ
ゲ
ラ
、コ
ゲ
ラ
な
ど
の
キ
ツ
ツ
キ
類、
森
林
の
仙
人
的
存

在
の
オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク、
コミ
ミ
ズ
ク、
フ
ク
ロ
ウ、
ト
ラ
フ
ズ
ク
な
ど
の
フ
ク
ロ
ウ
類
で
あ
ろ
う
。
ま
た
樽
前
山
麓
で
は
エ
ゾ
ラ
イ
チ

ョ
ウ
も
見
ら
れ
る
。
渡
り
鳥
は
、
ア
カ
モ
ズ
、
オ
オ
ル
リ、
キ
ビ
タ
キ
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
、
ヨ
タ
カ
、
コ
ル
リ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
コ
マ
ド
リ

エ
ゾ
ム
シ
ク
イ
な
ど
の
夏
鳥、
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク、
ツグ
ミ
、
ベニ
ヒワ
、
シ
メ
、
イ
ス
カ、
ア
ト
リ
、
シ
ロ
ハ
ラ、
マミ
チ
ャジ
ナ
イ
、

マ
ヒ
ワ
な
ど
の
冬
鳥
が
飛
来
す
る
。

第
四
節
哺
乳
類

現
在
北
海
道
に
棲
息し
て
い
る
陸
棲
の
哺
乳
類
は、
樺
太、
千
島
な
ど
北
方
系
の
要
素
が
強
く、
本
州
以
南
の
哺
乳
類
相と
は
異
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
氷
河
時
代
に
渡
来
し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
、
エ
リ
モ
岬
で
発
見
さ
れ
た
マ
ン
モ
ス
象
の
化
石
、
今
な
お
日
高

大
雪
山系
な
ど
に
棲
息
す
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど
が
明
確
に
物
語
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
地
史
的
背
景
に
つ
いて
は、
第
一
節
魚
類、
第二
節

昆
虫
類
の
項
を
参
照
願
う
こ
と
に
し
、
重
復
を
さ
け
る
。

樽
前
山
麓
に
広
が
る
森
林
地
帯
及
び
湿
原、
草
地
から
成
る
勇
払
原
野
は、
陸
棲
哺
乳
類
を
は
じ
め
多
く
の
生
物
を
育
ん
で
き
た
。

苫
小
牧
市
が
急
激
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
昨
今、
都
市
近
郊
の
生
物
は
除々
に
押
し
や
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が、
ま
だ
苫
小
牧
周
辺
の
山

野
で
は
多
種
多
様
の
生
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
生
物
の
う
ち
、
人
間
社
会
と
直
接
的、
間
接
的
な
関
係
を
も
つ
哺
乳
類
は

ク
マ
、
シ
カ
な
ど
の
大
型
動
物
を
は
じ
め
ネ
ズ
ミ
類
に
い
た
る
ま
で、
実
に
多
く
の
種
類
が
苫
小
牧
市
周
辺
か
ら
知ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
最
強
の
哺
乳
類
で
あ
る
人
類
の
生
活
圏
拡
大
に
と
も
な
い、
彼
ら
の
生
活
圏
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り、
数
は
激
減
し
て
い
る
。

苫
小
牧
市
に
棲
息
す
る
偶
蹄
類
(目
)
は
、
シ
カ
が
いる
。
苫
小
牧
周
辺
の
山
野
に
は、
明
治
十
一
年、
美
々
に
鹿
肉
か
ん
詰
所
が
設

第
一
編
自
然
環
境

169



苫
小
牧
市
史
上
巻

エゾタヌキ 〔苫小牧市青少年センター蔵〕 立
さ
れ
る
ほ
ど
多
く
のシ
カ
が
棲
息
し
て
い
た
が、
そ
の
後
激
減
し
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
機
会
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
苫
小
牧
市
を
は
じ
め
北
海
道
に
棲
息
す
る
シ
カ
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
北
海
道

亜
種
エゾ
ジ
カ
で
あ
る
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
エ
ゾジ
カ
、
ホ
ン
シ
ュ
ウジ
カ、
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウジ
カ、

ヤ
ク
ジ
カ、

マ
ゲ
ジ
カ
の
五
亜
種
に
分
け
ら
れ、
北
へ行
く
ほ
ど
体
型
が
大
き
く
な
る
。
こ
の
他
偶
蹄

類
の
仲
間
に
は
イ
ノシ
シ
が
い
る
が、
北
海
道
に
は
分
布
し
な
い
。

食
肉
類
(目
)
の代
表
は、
エゾ
ヒグ
マ
が
い
る。「山

オ
ヤジ
」
の別
名
を
も
つ
エゾ
ヒ
グ
マ
は
北

海
道
を
代
表
す
る
猛
獣
で、
毎
年
秋
に
な
る
と、
そ
の
被
害
件
数
が
急
増
す
る
。
苫
小
牧
周
辺
で
は
支

笏
湖
付
近
の
森
林
地
帯
に
多
い。
一方
、
北
海
道
を
代
表
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
猛
獣
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
は
、

明
治
二
十
八
年
の
記
録
を
最
後
に
絶
滅
し
た
が
、
植
苗
貝
塚
か
ら
多
量
の
貝
殻
に
ま
じ
っ
て
エ
ゾ
オ
オ

はい
かい

カ
ミ
の
骨
が
発
見
さ
れ
、
か
っ
て
苫
小
牧
付
近
で
も
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
が
徘
徊
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
。
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
は
エ
ゾ
ヒ
グ
マ
の
よ
う
に
冬
眠
せ
ず
、
ま
た
集
団
行
動
を
す
る
習
性
が
絶
滅

へ
の
道
を
早
め
た
。
こ
の
他、エ

ゾ
タ
ヌ
キ
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
ホ
ン
ド
イ
タ
チ、

ニ
ホ
ン
イ
イ
ズ
ナ
、
エ
ゾ
ク
ロ
テ
ン
、
エ
ゾ
オ
コジ

ョ
な
ど

の
食
肉
類
が
苫
小
牧
市
か
ら
知ら
れ
て
い
る
が
、
前
四
種
以
外
は
ほ
と
ん
ど
見
る
機
会
も
な
く
、
絶
滅
し
た
か
あ
る
い
は
他
の
地
域
へ
移

動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
最
近
棲
息
説
が
な
が
れ
話
題
に
な
っ
た
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
は
、
か
っ
て
苫
小
牧
周
辺
の
河
川
に
も
棲
息
し

て
い
た
と
いう
が、
高
価
な
毛
皮
と
人
間
を
恐
れ
な
い
習
性
が
原
因
で
乱
獲
さ
れ、
絶
滅
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

げ
つ
歯
類
(目)は、

ペ
ット
と
し
て
好
評
な
エゾ
シ
マ
リ
ス
を
は
じ
め
エ
ゾ
リ
ス
、
エ
ゾ
モ
モン
ガ
等
の
リ
ス
類
が
見
ら
れ
る
。
ま
た

樹
皮
を
食
害
し
、
植
林
事
業
等
に
多
大
な
被
害
を
与
え
る
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
を
は
じ
め、
ミ
カ
ド
ネ
ズ
ミ
、
エ
ゾ
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
、
エ
ゾ
ア

カ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
棲
息
し
て
い
る
。人
間
生
活
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
家
ネ
ズ
ミ
は、ニ

ホ
ン
ド
ブ
ネ
ズ
ミ、
ニ
ホ
ン
ク
マ
ネ
ズ
ミ
、
エ
ゾ
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ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
な
ど
多
く
の
ネ
ズ
ミ
類
が
苫
小
牧
周
辺
で
見
ら
れ
る
。

こ
の
他
、
兎
類
(目)の

エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ、
食
虫
類
(目
)の
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
類
は
エ
ゾ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
、
オ
オ
アシ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
な

ど
が
棲
息
し
て
い
る
。

哺
乳
類
中
唯
一
の
飛
翔
性
の
動
物
で
あ
る
翼
手
類
(目)は、

北
海
道
か
ら
一六
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が、
苫
小
牧
周
辺
の
山
野
に
は
ニ

ホ
ン
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
ニ
ホ
ン
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
、
ニ
ホ
ン
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ、

ニ
ホ
ン
ウ
サ
ギ
コ

ウ
モ
リ
な
ど
が
錦
岡
の
廃
坑、旧

ト
ー
チ
カ
な
ど
に
棲
息
し
て
い
る
。ま
た
、
南
方
系
の
コ
ウ
モ
リ
で
あ
る
ニ
ホ
ン
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
の
記

録
も
あ
り
、
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
。

哺
乳
類
以
外
に
は
、
シ
マ
ヘ
ビ
、
ジ
ム
グ
リ、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ、

マム
シ
な
ど
の
ヘ
ビ
類
、
ト
カ
ゲ、
カ
ナ
ヘ
ビ
な
ど
の
ト
カ
ゲ
類

な
ど
爬
虫
類
も
棲
息
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ト
ナ
イ
沼
で三
〇
セ
ン
チ
大
の
イ
シ
ガ
メ
が
獲
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
後、ウ

ト
ナ
イ
沼
、
樽
前、
錦
岡
付
近
の
湖
沼
で
は
確
実
に
棲
み
つ
き、
繁
殖
し
て
いる
。
こ
の
他
ウ
ミ
ガ
メ
類
も
見
ら
れ、

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ、
ア
オ
ウミ
ガ
メ、
オ
サ
ガ
メ、
タ
イ
マ
イ
な
ど
が
時
お
り
苫
小
牧
付
近
の
海
域

に
迷
い
込
み
話
題
に
な
る
。

カ
エ
ル
な
ど
の
両
生
類
は、
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
山
間
の
水
辺
で
見
ら
れ、
四
～
六
月
こ

ろ
産
卵
す
る
。
春
先
子
供
達
が
オ
タ
マジ
ャ
クシ
獲
り
に
熱
中
す
る
カ
エ
ル
は、
大
半
が
エゾ
ア

カ
ガ
エ
ル
で、
湿
原
で
合
唱
す
る
の
は
ア
マ
ガ
エ
ル
で
あ
る
。

こ
の
他
ウシ
ガ
エ
ル
(食
用ガ
エ
ル)
も
発
見
さ
れ
て
い
る
が、
こ
れ
は
本
州
方
面
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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